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　自宅の台所の洗あらい桶おけの中から声が聞こえたと思ったら──それは、ルイスだった。

　異世界で出会った竜りゆう族ぞくという不思議な種族の青年。

　姿形は人間とほとんど変わらないけれど、寿じゆ命みようが違ちがうせいで見た目よりものすごく年上だったり、そのわりには精神年ねん齢れいが高校生の私と変わらなかったり、後は、とてもファンタジーな生き物である、竜になって空を飛べたりする。

　異世界に飛び込んでしまった私を、元の世界に帰してくれた大切な人。

　そして今、再び私を異世界に連れて行こうと水の向こうから彼が手を伸のばしていたから、私は躊躇ためらうことなくその手を取った。

　その瞬しゆん間かん──私を包む空気は水に代わり、黄こ金がね色に光る深くて明るい川の底へと引きずり込まれていった。けれど、恐こわくなかった。

　なにしろルイスが手を握にぎってくれているんだから──そう思ったのに！

「えっ、きゃっ！」

　水の中からあがった途と端たん、手を振ふり払はらわれて水の中に尻しりもちをついてしまった。

　そう、気づいたら私は、自分の家の台所から川の中にいた。

　私が触ふれている水だけ黄金色に光り、その光は水から浮うかび上がって私の頰ほっぺたにぴたっとくっついて吸い込まれていく。

「ルイス、何するの!?」

「はっ!?　いや……おまえの方こそ俺に何かしたか!?」

　ルイスがひっくり返った声で言う。

　私が何かした？　一体何を？　いきなり言いがかりをつけられて怒おこりたいのに、ルイスがどこにいるのかもわからなかった。

　視界が三百六十度、黄金色の光で覆おおわれていたからだ。

　幻げん想そう的な光景で、ここが異世界だってことを私に否いや応おうなく理解させる。

「ルイス！　この光る虫、どうにかして！」

「虫ではないぞ！　失敬な……竜りゆう脈みやくと共に生きる清らかな存在、光こう精せいだ！」

　光精。竜りゆう気きというこの世界独特のエネルギーと共にある、不思議な生き物。

　そのエネルギーの塊かたまりのような生き物は、ある種類の人間にはわらわらと群がり、その中に吸い込まれようとするのだ。私もそんな人間の一人。私の場合は竜脈の向こうにある異世界から来たから、住すみ処かである竜脈の一部だと光精に勘かん違ちがいされているような気がする。

　光精が私の中に吸い込まれるのは特に痛くも苦しくもなく、ただフワッとした感覚がする。

「エミ、手を伸ばせ」

　水の中に尻しりもちをついたまま光の中にズボッと手を入れてみたけれど、なんの感かん触しよくもない。

　冷たくも温かくもないし、そもそも質量も感じない。

　光に紛まぎれて見えなくなった自分の手を不思議に思っていると、光のドームが縦に割れた。

「エミ、ここにいたのか……」

　視界が開け、洞どう窟くつの茶色い岩の壁かべを背にルイスが立っているのが見えた。

　川の縁ふちから私を見下ろしている。どこにいたと思っていたんだろう。ルイスが私の手を払ったせいで、角度が悪ければ川底でお尻を打つところだったんだからね！

　ムッとして睨にらんだら、不思議そうに目をパチパチされた。

　いつもは眦まなじりの鋭するどい赤い目だけど、丸くなるだけで可愛かわいくてずるい！

　頰を膨らませたら、クスリと笑われてしまった。

「会いたかったぞ、エミ」

「わ、私もだもん……！」

　笑え顔がおでそんな風に言われたら全部許しちゃうしかない。

　悔くやしいけれど、せめて私の方が会いたい気持ちが強かったのははっきりさせておきたい。

「私はルイスの十倍は会いたいと思っていたからね！」

「なっ……それは……ないと思うが」

「そんなことないよ！　すごくすごく会いたかったよ！」

「友人として、だろう？」

　ルイスが私の腕うでを摑つかんで立たせてくれながら、大きな溜ため息いきを吐ついた。

「何、ルイス？　言いたいことがあるの？」

「はあ。いや……別にない。気にするな」

　何かありそうだったけれど、ルイスに言う気はないみたい。

　水から引き上げられ、ずぶ濡ぬれ状態でルイスに寄り添そうと、群がっていた光精が離はなれていく。

　彼ら光精を食べる竜族のルイスがいるからだ。脳みそはなさそうなのに、自分たちを食べる竜族が近づけば逃にげるという行動はしてみせる。本当に何度見ても、不思議な生き物だ。

　そしてここはそんな不思議な生き物が普ふ通つうに存在する、不思議な異世界だ。

「こちらを見ろ、エミ」

「へっ？」

　ホケッと水や岩の中に逃げるように溶とけていく光精を見ていたら、頰ほおに触れられてルイスの方に顔を向けられた。

　私を見下ろしていたルイスは、不意に唇くちびるを緩ゆるめるとすごく顔を近づけてきたから、悲鳴をあげかけた。何かされちゃうんじゃないかと思ったけど、そんなことはなくて──額をコツンと押し当てられただけだった。だけっていうのも、おかしな話だけど！

「……やはり、おまえより俺の方が会いたいと思っていたに違いない」

　手を振り払われた時には一いつ瞬しゆん嫌きらわれたのかな？　と思ったけれど、それはないみたい。

　だけどそれにしたって……顔が近すぎない!?

「おまえをまたこの地に呼べて、本当に良かった」

「ひ、ひぇええ……！」

「はっ、なんだそのおかしな声は！」

　至近距きよ離りで笑ってるルイスの顔を直視できない。

「ち、近すぎるから離れよ……!?」

「そうか？　そうは思わないが」

　そうは思わないって噓うそでしょ!?　お互たがいのおでこが当たってて、鼻先がかすめそうだよ。

　私の鼻がもう少し高かったら間ま違ちがいなく触さわってた！

　いきなり距離感がすごく近くなってる。これは確かに、ルイスの気持ちも変わったんだね!?

　ルイスも私に親しみを持ってくれたってことかもしれない。

　それは嬉うれしいけど、だけどもう──近いってば、ねえ!?
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「えーと。そろそろイチャイチャの時間は終わったかなぁ？」

「!?」

　全然知らない男の人の声が聞こえて、思わず目の前にいたルイスにしがみついてしまったけれど、すぐにルイスにベリッとはがされてしまった。離れてほしいのは今じゃなかった！

「い、いちゃいちゃなどしていない！」

「イチャイチャするのは構わないけど、いつまでも水に浸つからせてるのはどうかと思うよぉ？　人間は冷えに弱いよねぇ」

「あ、ああ、そうだな……いやだからな、ロイ！　訂てい正せいしろ！」

「……訂正する必要はないんじゃないかなぁ、ルイスくん。これからも許いい嫁なずけのふりを継けい続ぞくするんだよねぇ？」

　ロイと呼ばれた男性の言葉に、ハッとした。

　許嫁のふり、と言った。この人は、私とルイスの関係を知っているみたい……？

　私が異世界に来てしまったのは、元はと言えば自宅のリビングのテーブルの上に転がっていた赤い石を、妹がくれた飴あめだとばかり思って食べちゃったのが原因だ。

　その飴はルイスの竜りゆう族ぞくとしての力の源で、何者かに薬を飲まされた影えい響きようでルイスから飛び出した落とし物だった。それが竜脈の川から私の世界に来て、食べた私と一いつ緒しよに戻もどってきた。

　いつもは人間と同じような姿をしているけれど、ルイスたち竜族は、竜気という力を使って竜の姿になることができるのだ。けれど、力の源を私に食べられちゃったルイスは、私の傍そばにいないと竜になれなくなってしまった。

　竜族と人間。この世界では一緒にいるのが珍めずらしい組み合わせらしいけれど、それでも一緒にいなくちゃいけなくて……誤ご魔ま化かすために、私とルイスは相思相愛の恋こい人びとのふりをして、許嫁にまでなっちゃったのだ。

　──誰だれにも言わず秘密にしていたのに、ルイスはこの人には事情を説明したみたい。

　薄うす桃もも色いろの髪かみの毛、銀ぎん縁ぶち眼鏡に、白い外がい套とう。

　すらりと背の高い場所から見下ろしてくる男性は、口元ににっこりと笑みを浮かべた。

「ボクの名はロイ・ダフネル。キミたちの彼岸と此し岸がんの橋はし渡わたしをした研究者だねぇ」

「マッドドラゴニストで元教師。俺の親世代が子供の頃ころからずっと姿が変わらないらしい化け物だ。こいつの前で油断をすると若さを吸われると噂うわさされている」

「アッハハハハハ～、ルイスくんってばひどい言い草だねぇ……キミとボクとの仲なのに！」

「死後に解かい剖ぼうさせてやる約束をした仲だな」

「うんうん、ボクはキミの竜族研究への健けな気げな献けん身しんに報むくいるために、キミが生きている間はキミに協力することを誓ちかったんだよね!!」

「……できたらおまえより長生きしてその約束を反ほ故ごにしたいと思っているがな」

「まぁ、キミがボクより長生きするんならそれでもいいけど、キミって早死にしそうだよねぇ」

　ロイさんが変な人だというのはすぐにわかった。けれど、どんな人ひと柄がらなのかはよくわからない。ルイスが早死にするだなんて言い草は、とても感じが悪かった。私がムッとするままに睨んだら、へらっとした笑顔を返された。更さらにムカムカ。

「睨んでやるな、エミ。これで優ゆう秀しゆうな技術者でもある……おまえを再びこの世界に喚よぶために、協力させた」

「どうぞよろしくね、エミくん。ボクは異世界人のキミと是ぜ非ひとも仲良くなりたいと思っているんだよぉ!!」

　ウィンクされたけど、どんな理由にせよルイスの解剖を企たくらんでいる相手にふりまく愛あい想そなんてない。私がルイスの陰かげに隠かくれてジト目で見み据すえると「嫌きらわれちゃったみたいだねぇ」と言って、まったく悪びれる様子もなく彼は笑った。

「そんなことよりルイスくん、さっさと着き替がえさせてあげなよぉ。ほら、エミくんの服！　それにキミが用意した贈おくり物もここに用意しておいたからねぇ」

「贈り物って？」

「大したものじゃないから気にするな、エミ……おいロイ、そこで何をしている」

「何ってエミくんのお着替えを手伝おうかなって」

「出て行け！」

「異世界の人間の身体からだの仕組みが見てみたかっただけなのにぃ」

　ものすごく変てこなことを言ってるロイさんを追い出すと、ルイスも「俺も出て行く」と言って行こうとしたけれど──。

「ちょっと、待ってルイス！」

「なんだ？」

「ルイスが離れると光精が戻ってきて……手元も見えなくなっちゃう!!」

「だが、俺がここにいるわけにはいかないだろう……？」

「ルイスは背を向けて立ってくれてればいいんじゃない？」

「おまえっ、何を言っているかわかっているか!?」

　勿もち論ろんわかっているし、そんなに変なことを言ったつもりはない。

「前こっちに来てた時は、大体そんな感じだったでしょ？」

「やむを得ず同じ部屋にいなくてはならない時にはな!?」

　今もやむを得ないと思う。むしろ光のカーテンがあるから私的にはあの時よりマシな状態だ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ルイス。すぐに着替えちゃうから」

「待て待て待て待て」

　中学生の時とか先生が無神経だと、男子と同じ教室で着替えさせられることがあったよね。急いでるからって信じられない！　でも、ルイスは着替えを見たりとか、くだらない意地悪をするような男の子じゃないから大丈夫。

「何が大丈夫なのかさっぱりわからないが……これをやるから身に着けろ」

　そう言うルイスに差し出されたのは、ロイさんが贈り物と呼んでいた小箱だった。

　ルイスが視線で開けろと言ってくるから、受け取って蓋ふたを開くと──中にはジュエリーが入っていた。ネックレスだ。

　指先に絡からまるほど細い金色の鎖くさりと、華きや奢しやな台座に嵌はまる宝石。それは濡ぬれたような濃こい赤色だ。

　この美味おいしそうな飴にも見える美しい赤色の宝石に、見覚えがあった。

「これ……ルイスの？」

「ああ、俺が作り出した〝竜りゆう鱗りん〟だ」

「りゅうりん？」

「簡単に言うと、俺たち竜族が体内で生成する固有の竜気を固めたものだ」

「ふうん？　すごく綺き麗れい！」

「……それは、よかったな」

　ルイスははにかむのを堪こらえるような顔をした、気がした！

　パッと二度見したけど、ルイスはすぐに表情を整えてしまった。

　見たかったのに！　惜おしい！

「ほら、さっさと付けるといい。俺たち竜族から身を隠す竜りゆう鎮しずめの人間たちは、竜族の鱗うろこや、竜りゆうの落おとし子ごの鱗や骨を身に纏まとい、光精の索さく敵てきから逃のがれるのだという」

「光精に群がられていたら、竜鎮めってバレちゃうから？　……でもどうして隠れてるの？　あ！　竜族にとって大事な竜気を吸っちゃって、竜族に睨にらまれちゃうから？」

「……それもあるが──竜鎮めらが俺たちから逃にげるのは、また別の理由からだろうな」

「？」

「俺も、詳くわしくは知らない。問題があった当時、俺はまだ成人していなかったんでな」

　ルイスは私の肩かたを摑つかんでくるりとその場で後ろを向かせた。

　ネックレスを付けてくれるみたいだ。喜んで髪の毛をかきあげたら、ルイスが後ろで何度か咳せき払ばらいをした後、私の首に手を回した。

　胸に垂れる豪ごう奢しやなその金と赤のネックレスは──制服にはとてもじゃないけど似合わない。

　でも、ルイスからもらったというだけで嬉うれしい。

「アー、これでどうだ……いや、まだ光精がわいてくるか」

　ルイスが私から数歩離はなれると、光精が待ってました、とばかりに川や跳はね飛んだ水すい滴てきから現れた。それでも、さっきよりは随ずい分ぶんと光精の数が減っている。

　ルイスの鱗、竜鱗？　というのは、確かに効果があるらしい。

「ゴホン！　それでは、こちらも付けるといい」

「ブレスレットも可愛かわいい！　これは丸くカットしてあるんだね……つやつや！」

「……うむ、これで足りなければ、指輪もあるぞ」

「付ける付ける！」

「ちょ、待て！　エミ!?　手て袋ぶくろをしていないじゃないか!?　俺に掌てのひらを見られないようにして、手袋を早く嵌はめろ！」

　ルイスが慌あわてたように目を瞑つむって、ポケットから取り出した白いレースの手袋を差し出してくれる。以前、ルイスが私のために作らせた手袋だ。喜んで受け取り手袋をキュッと嵌めた。

　けれど、掌を見せるのが恥はずかしいことだなんて、何度聞いても変な風習だと思う。

　竜族の掌には宝石のような鱗がある。その鱗は伴はん侶りよ以外に見せるようなものではないらしい。

　私は普ふ通つうの人間だし掌に鱗はないから、いいんじゃないかなーと思うんだけれど、ルイスにそんな反応をされたら破は廉れん恥ちなことをしてたような気になってしまう。

　なんだかルイス、前と態度が違ちがわない？

　以前のルイスは私が掌をパーにしていても、それほど気にしていないように見えたのに。

「……手袋を、嵌めたな？　よし、それでは、指輪を嵌めてやる」

「うん……ふふ」

[image: ]

「何がおかしい」

　この異世界にどんな風習があるのかまだ全部は把は握あくできていないけど、少なくとも私の世界の風習だと、指輪って特別な意味を持つものなんだよね。

　ルイスに指輪をもらうのって、なんだか新しん鮮せんだ。

「あ……人差し指なんだ」

「問題はあるか？　大きさはちょうどだと思うが」

「ううん、なんでもない！」

　薬指じゃないから残念、だなんて、どうしてそんなことを思うんだろう。

　ルイスに会えて嬉しすぎて、頭がこんがらがっちゃったのかな。

　もしかしたらもう二度と会えないかもしれないと思っていた。

　異世界で出会った大事な人、ルイス・シュテルーン。

　彼にまた会えて嬉しくて嬉しくて、油断すると顔が緩ゆるんでにやけてしまいそう。

　──元の世界では、私、あんまり友達がいないからなぁ。
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　着替えてから改めて、ロイさんと合流した。

　竜りゆう族ぞくの人は私みたいな人間に対して不ぶ愛あい想そうなのが普通なのに、このロイさんという人は、不思議なくらい私にもニコニコしてくれている。その愛想の良さは、以前、ルイスに毒を飲ませようとした人をどうしても思い出させる。

「ルイス、この人、大丈夫なの……？」

「事情を話さねば協力のさせようもないからな……それに、ロイはただの研究バカだ。研究さえさせておけば無害だからな」

「ルイスくんは領主になるとボクのために研究分野の予算をこれまでの倍にしてくれたからねぇ……これで更さらなる不老不死の研究をするんだぁ！　あっ、恩返しはちゃんとするよぉ！」

「この通り、欲よく望ぼうに忠実なので非常にわかりやすい」

　だからロイさんは、デトレフさんみたいに内心を隠かくしていたりはしないだろうってことみたい。……あれは大変だったよね。

　ルイスに薬を飲ませた犯人を見つけるために動こうにも、ルイスの力の源は私が持っているから離れられなくて、ラブラブの恋こい人びとのふりをして。

　デトレフさんはそんな中、竜族と人間という種族の壁かべがあっても応おう援えんしてくれる、いい人に見えたのに……彼がルイスの力を奪うばおうとした犯人だった。

「それじゃ、そろそろここを出ようかぁ。ルイスくんもエミくんを鱗まみれにして満足でしょ？」

「う、鱗まみれなどと言うな！」

　鱗まみれって何か恥ずかしい言葉なのかな？　ルイスが赤面してロイさんを睨んでいる。

　……どこかでうっかり口にしないように気をつけよう。

　外へ出るととても明るくて、洞どう窟くつから出る時目がチカチカした。光精の輝かがやきは眩まぶしくはあるけど目が痛くならないのに、太陽の光はビシバシ痛い。何時なのか正確にはわからないけれど、私の世界とそう変わらないなら、午前中だと思う。

　すぐにはわからなかったけれど、竜落子車に乗せられた後、ゆっくり窓から外を見ていると、ここは竜の町シュテルーンらしいとわかった。

　何しろ行き交かう人がみんな手袋を着けている美形ばかりだ。

　彼らはみんな竜族に違いない。そして、竜族ばっかり歩いている町となれば、シュテルーンだろう。なんとなく街並みに見覚えもあるし、七色に輝く大きな塔とうもあった。竜の塔だ。

「エミ、今回おまえを喚よんだ理由を説明したい」

「えっ？　会いたいから喚んでくれたんじゃないの？」

「会い……!?　それしきの理由で異世界から人間など喚ぶものか！」

　それしき、と言われてしまった私は、自分でも驚おどろくくらい落ち込んでしまった。

「……そっか」

　どうしても笑え顔がおが作れず俯うつむいた私に、ルイスは「大だい竜りゆう祭のためだ」と頭の上から言う。

「大竜祭というのはな、領地会議で決まった、あるいは継けい続ぞくになった領主がその力を披ひ露ろうする祭りだ。竜気の質、操作技術、その量を見せつけることで領民に領主を認めさせる」

　ルイスの話が半分も耳に入らない。確かに、異世界から人を喚ぶなんて考えてみれば大事だ。

「おまえがいなくともこの祭りを無事に終えることは可能だろうが、領地会議で俺が見せた力を実際に見たいと思う者たちもいるようでな。まあ、一種の余興と言えよう。その余興にはおまえの力が必要だ。これも支持を集めるための重要な──おい、聞いているか、エミ？」

「聞いてない」

　ちょうどその時、竜落子車が停とまったから、私は即そく座ざに車から飛び出した。

　扉とびらの傍そばで、青という現実離ばなれした髪かみのヨアヒムさんが出で迎むかえるように立っていた。

　彼は普通の竜より持っている竜気が弱いみたいで、人間の姿の時は見上げるほど大きいのに、竜の姿になると二メートルくらいと、普通の竜の半分の大きさもない。

　人間の私をルイスに近づけたくないと思っているみたいで、前の時から私がルイスの許いい嫁なずけの地位にいることに反対している。

　そんなヨアヒムさんなので、私の顔を見るなり予想を裏切らず嫌いやそうな顔をした。

　その反応に、逆に安心してしまった。

「ヨアヒムさぁ～～～～ん、久しぶり!!」

「うわっ!?　ちょぉおおおっと、待て待て待て待て!!　やめろ離れろ離れろうわっ……離れてくれ頼たのむ！　ルイス様に睨にらまれている!!」

「……睨んでなどいない」

「睨まれている！　引っぺがすためにあんたの肩かたを摑つかもうとしただけで！　殺すような目で見られている!!　エミ!!」

　俺に一体何の恨うらみが!?　とヨアヒムさんが万歳の体勢で叫さけぶから、恨みなんてない私は仕方なく友情を示すために抱だきついていたヨアヒムさんから離はなれた。

　ヨアヒムさんのことも結構友達だと思ってるのに、ヨアヒムさんは冷たい……ルイスよりよっぽど精神年ねん齢れいが近そうなのになあ。

「はぁ……姿を見ないヨッシャ！　と思ったんだがなぁ……まだ別れていないとは……はぁ」

「ヨアヒムさん絶対そんな感じのこと言うと思った」

「なんで俺はこんな人間にナメられているんだろう……人間にまでナメられる宿命だとでもいうのか……」

「よくわかんないけど、元気出してヨアヒムさん！」

「あんたもな。なんで泣いてるんだ。涙なみだを拭ふけよ、みっともない」

　絹かな？　っていう感じの、とても触さわり心ごこ地ちのいい白いハンカチを貸してもらったから、遠えん慮りよなく鼻水をかんだ。鼻がむずむずしてたの。ありがと！

　そうしたらヨアヒムさんは怒いかりを必死で抑おさえるような般はん若にや面めんみたいな顔つきで私からハンカチの返へん却きやくを受けた。

　ヨアヒムさんは怒おこっていてもなんとなく可愛かわいくて面おも白しろい。面白すぎて元気が出てきた。

　これを狙ねらっていたのかな……？　ヨアヒムさん、実は優やさしい説??

「さっさと中へ入れ！」

　そしてなぜかルイスは怒ど鳴なっていると言ってもいいような大声を出すし。ちょっと怖こわい。

　ルイスにとって、やっぱり私ってバッテリーくらいの価値しかないのかな……。

　この異世界にまた来られて、ものすごく喜んでいたのがバカみたい。

「ほら、扉を閉めたよぉ！　ひと目のない場所でなら見せてくれるだろう、ルイスくん!!」

　大きなお屋や敷しきの玄げん関かんホールに入るや否いなや、ロイさんがはしゃぎ始めた。

　ルイスは不ふ機き嫌げんそうな顔で何かを言おうとしていたけれど、畳たたみかけるようにロイさんが「見せてくれるって約束だったじゃないか！　見せてくれるまでボクはここを動かないから!!」と言ってその場にしゃがみ込んだ。駄だ々だっ子なの??

　ルイスが元教師と言っていた通り、黙だまっていたら銀ぎん縁ぶちの眼鏡と白衣みたいな白い長衣も相まって化学の先生みたいなのに、口を開くとちょっと……な感じだ。

　ルイスはうんざりした顔つきで溜ため息いきを吐つくと、私を見た。

「エミ、こちらへ」

「……うん」

　ものすごく嫌そうな顔つきでロイさんを指差すルイスが、私に何をさせようとしているのかは想像がついた。早さつ速そく、竜気を溜ためるバッテリーとしての役割を果たせっていうんでしょ？

　ルイスは手て袋ぶくろの縁ふちに指をかけて、外そうとしている。

　……私が竜脈で取り込んだ光精を、ルイスに移動させようとしているのだ。

「こんなところで、ルイスの掌てのひらにキスをしないといけないの？」

「念じるだけでできるのであれば、それでも構わないが？」

　それでいいなら、その方がいい。

　だって掌にキスをするだなんて、普ふ通つうは好意がないとしないことだ。

　私に一片の好意もないルイスの掌にキスをしなくちゃいけないだなんて、虚むなしすぎる。

　だから私は両手の拳こぶしを握にぎり、全身に力を込めてみたんだけれど──。

「……真しん剣けんに念じているのか、エミ？」

「──ダメみたい……あの時はうまくいったのに」

　身体からだの中にいるらしい、光精に願ってみても、応こたえてくれた気がしなかった。

　竜の塔の上で行われた会議の時も、応えてくれた気がしただけで、自然と湧わき出てきたみたいな感じもあったし、操あやつれるようなものじゃないのかもしれない。

「ならば、こちらへ来い」

　心の中でたくさん溜息を吐きながら、ルイスの傍へ近づいていく。

　人前でこんなことをしなくちゃならないなんて、異世界に来て早々大変だ。

　私がそんなことを考えている間にも、ルイスの手袋が、するりと外される。

　その仕草が妙みように色っぽくて、ひと目は少なくとも、玄関ですることじゃないような気がした。

　ただの手袋なのにね？　私、この異世界に毒されてる。

「エミ、手を」

「うん、わかった……」

　どうせルイスの傍にいるのなら、役に立ちたい。

　差し出されたルイスの手を取る。ルイスの掌の大きさにいつもながら驚いた。

　その掌の中心には、人間にはない、宝石のような鱗うろこがついている。

　ルイスは赤せき竜りゆうだから、掌についているのは赤い鱗。

　私がもらったネックレスやブレスレット、指輪と同じ、美しい赤。

　ルイスの鱗が他ほかの人に見えないように角度に気をつけて、長い指先に見み惚とれながらそっと唇くちびるを近づけていった──けれども。

「あれ？」

　ヒョイと手を引き抜ぬかれて、ルイスの手を支えていた自分の手にキスすることになってしまった。どうしたんだろうと思って見上げたら、ルイスが拳を握って振ふり上げている。

　その顔は、真っ赤だ。

「あ、あの……ルイス？」

「待て……しばし待て。大だい丈じよう夫ぶだ……スー、ハー、よし、いいぞ!!」

　もう一度、バッと音がしそうなほどの勢いで私の前にルイスの掌が差し出された。

　角度的にヨアヒムさんに見えてしまいそうで、片手を翳かざして隠かくしながら、もう一度キスをしようとしたけれど。

「いや、やはり、待てエミ!!」

　制止の声を受けて顔を上げると、耳まで真っ赤になったルイスが可か哀わい想そうなくらい目を泳がせていた。元々肌はだが白いから、血がのぼると素す直なおに赤くなってしまうらしい。

　顔や耳や首だけではなく、見ると手まで赤くなっていた。自分の手の甲こうの赤さを見たルイスは、自分の顔がどうなっているのかにもすぐに気づいたみたい。

　両手で顔を覆おおうと、ルイスは消え入りそうな声で言った。

「……無理だ」

「ルイス？　あの」

「なぜ前はこんなことができたのかわからない。無理だ。ありえない。できない。無理だろうこんなこと……正気か!?」

「そんなこと私に言われても……」

　顔を覆う指の間から睨まれてしまったけれど、ホント、私に言われても困るよ。

　竜族的にはすごく恥はずかしいことらしいよね？　以前私がルイスの掌にキスするところを目もく撃げきしたヨアヒムさんは悲鳴をあげていた。

　だけど、以前のルイスなら、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで受け入れていたのに。

　むしろ、恥ずかしがっていたのは私の方だったよね。

「ヨアヒムさん、これって……」

「ケッ!!」

　唇をめくりあげ歯をむき出しにした一種の威い嚇かくと思われる顔つきをしたヨアヒムさんは、明後日あさつての方向へ駆かけ出した。

　しばらくして、廊ろう下かの向こうから謎なぞの雄お叫たけびが響ひびいた。

　助けを求めてロイさんの方も見てみた。

　床ゆかの上で体育座りをしていたロイさんは少ししょんぼりした顔つきだったけれど、私の視線に気づくとニコッと笑ってくれた。

「仕方ないねぇ……好きな子から鱗にキスされるだなんて、普通は人前でやることじゃないもんねぇ……見るのは諦あきらめるよぉ」

「す、好きな子とはどういうことだ!?」

「ルイスくんがそれをボクに聞くぅ～??」

　ロイさんは立ち上がるとのんびりとした足取りで奥の部屋へと入っていった。

　取り残されたルイスと私は、ほとんど同時に顔を見合わせた。

　真っ赤になったルイスの顔を見たら、私の顔までカーッと熱くなってしまった。

　二人同時に顔を逸そらして、それが息が合っているみたいでますます恥ずかしい！

「おまえ！　こんなこと、以前はよくもできたな!?」

「ルイスがやらせたんだからね!?」

　好きな子って、どういうこと？

　──たぶん、誰だれかが物もの陰かげから覗のぞいていたりしたんだね!?　それで、その人を騙だますためにロイさんは機転を利きかせたんだね！

　あーそういうことね……ってわかっても、心臓がすごい速さで動いてる。

　とにかく逃にげたくて、通り過ぎようとした使用人の女性に「私の部屋はどこですか……！」と用意されているだろう部屋への案内をお願いしたら、そこは結局ルイスと同室だったからすぐに追いついてきたルイスと遭そう遇ぐうしてしまった時の、私の気持ち。

　心臓、吐はきそう……！

「同室でよかったんですよね？」

　部屋の備品の最終確かく認にんとばかりに指差し確認していたヨアヒムさんが言う。

　ルイスも私と同じように事態を把は握あくして混乱しているみたいで、目を白黒させていた。

　前の時には、私はルイスの命と力の源を吞のみ込んじゃっていて、ルイスはうっかり私に道連れにさせられないように監かん視しせざるを得なくて、同じ部屋で休んでいた。

　それを正当化するために、お互たがいを愛するラブラブカップルのふりをしていた。

　だけどそれはあくまで、ふり……！

　現在はすでに犯人を見つけて、力はルイスに返していて、私が死んじゃったとしてもルイスが巻き添ぞえを食うわけじゃない。

　だから、同じ部屋で休む理由なんてこれっぽっちもない、そのはずだ。だけど──。

「ああ──同じ部屋で、頼たのむ」

　答えたルイスを驚おどろいて見上げたら、ルイスは真っ赤な顔をしたまま私から目を逸らした！

　こっちを見て欲しいのに、どういうつもりか聞きたいのに、事情を知らないヨアヒムさんがいるから聞けない!!

　ヨアヒムさん、空気読んで！　と思いながら見たら、彼は薄うすら笑いを浮うかべて言った。

「ああ、お邪じや魔まだよな、俺」

　その通りだけど、そういう意味じゃないからね!?
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　二人きりになった部屋の中には、変な沈ちん黙もくが横たわっている。

　ヨアヒムさんが出ていったら聞こうと思っていたことがあるはずなのに、二人きりだと思ったら頭が真っ白になってしまった。

　ルイスは相変わらず私の方を見てはくれない。

　でも、今はもう、そのことを悲しく思ったりはしなかった……私の顔もきっと赤いだろうから。本当に変な顔をしていると思うし……！

「ル、ルイス？」

「なん、だ」

　呼びかける私も、応こたえるルイスも、声がひっくり返っていた。

　おかしくて笑いそうになったけれど、同じように笑いそうになったらしいルイスが顔をあげて、また目が合ってしまった時には笑いは引っ込んでいた。

　もー…何この雰ふん囲い気き!?

「私もう……ルイスの力……持って、ないし……それなのに、一いつ緒しよの部屋で、いいの？」

　家族でもない男女がこんな風に一緒の部屋で寝ね起おきするのって、あまりよくないことだと思うんだけれど。

　許いい嫁なずけならいいの？　あれ？　ダメじゃない??

　でも引き続き、ラブラブな恋こい人びと同士のふりをするの？　どうして？　竜りゆう族ぞくの風習なの!?

　ルイスの都合でそうするのなら、理由を言ってくれないと、わからないよ……！

「俺と一緒の部屋では、嫌いやか？」

「嫌だとか、そういうことじゃなくて」

「……共にいれば、守ってやれる。俺の地位は数多あまたの竜に狙ねらわれるもので、傍そばにいるおまえの身も危あやうくなるかもしれないんだ」

「そういう、ことね」

　なーんだ、やっぱり、そういう理由があったんだ！

　ホッとするやら、残念やら、不思議な気分！

「も～、そんな理由があるのにルイス……なんでいきなり赤くなるの!?」

「知るか！　赤くなるとか言うな!!」

　演技達者にもほどがある！

　文句を言ったら、ルイスが抗こう議ぎをするように詰つめ寄ってきた。

　私は押されつつも、事実の指し摘てきをやめはしない。

「真っ赤だからね！　肌の見えるとこぜーんぶ真っ赤！　というか、ピンク！　可愛かわいい!!」

「カッ!?　可愛い!?」

　異議ありだったみたいで、ますますルイスが近づいてきた。じりじり下がっていたら、後ろにあったベッドに足を引っかけて転んでしまった。そのままルイスが覆おおいかぶさってくる。

　ベッドに転がる私にはもう逃げる術すべがない。あれ？　変なところに転がっちゃった!?

　キャーッて叫さけんでもいいかな……！

「ふざけるなよエミ。おまえだってな、赤くなっているからな！　目め尻じりまで赤く染めて、泣きそうに目を潤うるませているくせに!!」

「ル、ルイスが変な素そ振ぶりを見せるから！　ルイスのせい!!」

「だとしても可愛いという言葉は訂てい正せいしてもらう！　どちらかというと──」

「おっじゃまっしま────す!!」

「キャー!?」

　唐とう突とつにここにいるはずのない人物の声が聞こえて、悲鳴をあげてしまった。

　思わず目の前にいるルイスの胸にしがみついたら、ルイスも私を引き寄せてくれた。

　ふわりと香かおるルイスの匂においに気づいた瞬しゆん間かん、全身の血が沸ふつ騰とうしたのかと思うほど熱くなる。

　そっと離はなれようとしたけれど……ルイスは私の肩かたを摑つかんで腕うでを回して、ぐいっと引き寄せてきた。その胸に頰ほおを押し当てることになってしまって、温かくて、頭がパンクしそう。

「おいロイ……居間ならともかく、いきなり寝しん室しつへ入ってくるやつがあるか!!」
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　寝室のバルコニーをババーンと開けて入ってきたのは、ロイさんだった。

　ダイナミックお邪魔します。たぶん竜になって空を飛んできたのだろう。ここ、二階だからね。

　前にイザベルさんにダイナミックお邪魔しますをされた時にもびっくりしたけれど、あの時の比じゃなく驚いた。心臓が口から飛び出るかと思った……。

　いろんなびっくりが合わさって息ができない。

「恋人のふりをしてる二人と作戦会議をするにはうってつけだと思ったんだけどなぁ？　……二人が本物の恋人同士だというのであれば流石さすがのボクだって遠えん慮りよするよぉ～」

　本物の恋人同士の寝室にお邪魔するのは遠慮してあげてほしい……。

　私たちは確かに偽いつわりの許嫁だから……いいの？　あれ？　何か誤ご魔ま化かされてる気がする??

「エミが着き替がえていたらどうするつもりだ！」

「それはごめんだけど、そもそもキミたち、いつまでくっついているのぉ？　独身のボクには目に毒なんだけどぉ」

　ルイスがバッと離してくれたから、やっと呼吸できる。

　深呼吸して酸素の美味おいしさを嚙かみしめる私の横で、ルイスはロイさんに怒おこりまくっていた。

「大体おまえ！　適当なことを好き勝手に言ってくれたな!!」

「ああ、好きな子にキスされるとって？」

「言うなと!!　言って!!　いる!!」

「え～っと、でもまだヨアヒムくんには内ない緒しよにしておくんだよねぇ？　使用人の子たちにも。ボク、ファインプレーだったと思うけどなぁ。あの時のキミとエミくんは相思相愛にしか見えなかったし、それを利用したんだけどぉ」

「……！」

「だけどまあ、竜族にとって掌てのひらに口づけられるだなんて誰だれにされても恥はずかしいことだしね～。ボクは無理だね～、掌の鱗うろこに触ふれられるだなんて、考えただけでゾッとしちゃうなぁ！」

　怖おぞ気けをふるうロイさんを見て、私は頰の熱が早く冷めてくれますようにと強く願った。

　竜族にとっては、誰にされても恥ずかしいことなんだって！　──だから、赤くなったルイスを見てその理由を憶おく測そくするのは見けん当とう違ちがいなことみたい!!

　ルイスが前はできたのに、今はできなくなったのは……一いち蓮れん托たく生しようの緊きん急きゆう事態が去って、気が抜ぬけちゃったからかな。

「ヨアヒムくんが隠かくし事のできない素す直なおな性格なのはみんな知るところだしねぇ。彼がキミたちを相思相愛だとみなしてくれれば、彼に探さぐりを入れるようなスパイはコロリと騙だまされてくれると思うよぉ」

「そんなことより──これはまずい事態なんだが」

「まずい事態？」

　ルイスの言葉に不ふ穏おんなものを感じて復唱すると、真しん剣けんな顔で頷うなずかれた。

「領地会議で披ひ露ろうした竜への変へん化げを再び披露すると各地の領地主と約束してしまった……」

「りょうちぬし？」

「会議に出席していた者たちだ。領地内の各州を管かん轄かつしている……有力な支持基き盤ばんを持たない俺には、彼らの支持が必ず必要になる」

「支持を得るためには、変化しないといけないの？」

「そうだ、おまえから力を受けて、あの巨きよ大だいな竜へと変化できなくては──たかが余興だが、約束を反ほ故ごにする領主だと印象づけたら来年の領主選に関かかわる。今年の秋に四つの州の四領主の内から選出される竜りゆう王おうになれるのであれば問題ないが、今年、竜王は選ばれないだろう」

　今年の秋に竜王選──竜王を選ぶ選挙があるみたい。

　どういう仕組みなのかはわからないけれど、毎年選出されるっていうわけじゃないのかな？

　だとしたら、領主だから生かされている、竜王になれず、領主でもなくなったらお父さんに殺されるかもしれないと考えているルイスにとって、これは一大事に違ちがいない。

「ルイス、それなら恥ずかしがってる場合じゃないでしょ!?」

「わかっているが……！」

「ほら、手を出して！」

「だ、出さない……」

「あのね、嫌だっていうのはわかるよ？　嫌けん悪お感かんで吐はきそう、とか……そういうことなら私もこれ以上は言わないけど」

「そういうわけではない！　俺がおまえに嫌悪感など抱いだくわけが──」

「キミたち、こうして見ていると本当にただの相思相愛の恋人同士みたいだねぇ」

　こんな時に茶ちや化かすロイさんを睨にらんだら、ルイスも同じように睨んだみたい。

　ロイさんが笑いながら「そんなに赤い顔で睨まれてもなぁ」と言うからドキリとしたら、「赤くなどなっていない！」とルイスが赤い顔で抗議した。

　なんだ、顔が赤いのは私のことじゃないみたい。

　ホッと息を吐いた時、居間の方から焦あせりを含ふくんだヨアヒムさんの声が響ひびいた。

「ルイス様！　失礼致いたします!!　急な訪問者が──なぜルイス様の寝室に先生がいるんだ!?」

「アッハハハ、お邪じや魔ましてまぁす！」

「本当に邪魔だと思いますよ先生……！　そんなことより、ルイス様！」

　私がいることはあたりまえのようにきれいにスルーしてくれたヨアヒムさんにまた勝手に動どう揺ようしたけれど、それどころじゃないみたい。

「大竜祭に向けて……宣戦布告に来た、と称する者が……！」

　ルイスは目の色を変え、緊きん張ちようした面おも持もちになると部屋から駆かけ出した。

　それにロイさんが続き、ヨアヒムさんと私も後を追った。

　すると、使用人たちの制止をものともせず、ぐいぐいと奥に入り込もうとしている男がいた。

　その男は、ルイスを見るや笑え顔がおで声をかけてきた。

「よぉ、ルイス。久しぶりだな……会うのはゴッドヴィーン以来か」

「……ごっど、びーん？」

「ボクが先生をしてた竜りゆう族ぞくの学校だよ、エミくん」

　呟つぶやいた私に、ロイさんがコソッと教えてくれる。こんなにおかしな人が先生をしていた学校なんだからよほど変わった場所に違いない。確信していると、その男が私を見た。

　緑の短たん髪ぱつに頭頂部だけ逆立っている。

　まかり間ま違ちがえばモヒカンになってしまいそうな髪かみ型がただけど、インコみたいに見えるのは、その緑の目が大きくて愛あい嬌きようがあるからかもしれない。

　そいつは私を見ると「ハッ」と鼻で笑った。バカにした！

「それが噂うわさの竜りゆう鎮しずめの女か！　許いい嫁なずけだなんてこじつけて、竜王選に向けて点数稼かせぎか？　手段を選ばないお前のやり口には頭が下がるぜ」

「エミくん、点数稼ぎっていうのはねぇ～、うーん、彼、ユーグくんの勘かん違ちがいなんだけど」

　ロイさんは親切に教えてくれる。

　この腹の立つ男の言ってることがさっぱりわからないからありがたい。

「今、竜族が抱かかえる問題を解決できそうな者に竜王の地位を与あたえるって流れになっているんだよぉ。キミが解決の鍵かぎになるからルイスくんは傍そばに置いてるんだと考える人たちがいるわけ」

　私の存在が竜族の抱える問題を解決する？　私にそんな力、あるわけがないのに？

　変な勘違いをしている訪問者は、ルイスを睥へい睨げいしつつ言う。

「先日、ゲルティ様と婚こん約やく中だったオレの妹がようやく結けつ婚こんしてね。オレも晴れて養子にしていただけた。昔の好よしみだ。祝ってくれるだろう、なあルイス！」

「……ゲルティがよく受け入れたものだな」

「お前の兄は対たい抗こう馬ばが増えるのを嫌いやがっていたが、前回の領地会議でその鼻っ柱をへし折ってくれたのはお前だろう？　お前を倒たおすためなら手を下すのが自分でなくとも構わないと、なりふり構わなくなってるぜ。おかげで、いい条件で受け入れてもらえた」

「ゲルティの義理の兄となると同時に、養子になった、ということか？」

「つまりお前の義理の兄ともなったわけだ。これで俺もユーグ・シュテルーン！　領主選に出る権利を得た！　今年の領地会議はもう終わっちまったが、仕方ない。これから大竜祭があるからそれで我が慢まんするさ」

　ユーグ・シュテルーン。

　ルイスにとって義理の家族になったという、この人の言っていることが一体何を表すのかわからなくて、答えを求めてロイさんを見上げたけれど、ロイさんはうっすらと笑みを浮うかべて二人を注視していて、もう解説はしてくれそうになかった。

　ルイスは苦し気な顔で言った。

「本当に、大竜祭に出るつもりなのか……!?」

「だからお前に宣戦布告しにきた」

「大竜祭で負けたら、俺が、どうなるのか知っていてのことか……ッ」

「もう負けるつもりかよ？　まあ、お前は学生の頃ころから竜りゆう鱗りんの質の扱あつかいが苦手だったもんな」

　ルイスの学生時代を知っている口ぶり。

　だけれど、決して友達なんかじゃないと叩きつけるみたいに、ユーグは啖たん呵かを切った。

「オレは大竜祭に出て、世にも美しい竜鱗を作り出してお前を負かす！　そんでもってお前を領主の座から引きずり下ろして、オレこそが領主代として領主会議に出てやるぜ！　そして来年の領主選で正式にオレを領主とみんなに認めさせてやる!!」

「引きずり下ろす？　ロイさん、それって……！」

「大竜祭で負けた領主は大体の場合、その地位から降ろされちゃうんだよねぇ」

「オレに勝てると思うか、ルイス？　諦あきらめてオレに領主の座を明け渡わたすって言うんなら、オレの政権で優ゆう遇ぐうしてやってもいいんだぜ？」

　自信満々に言い放つユーグに、苦々しい顔つきで歯は嚙がみするルイス。

　ルイスの竜鱗なら見たことがある……というか、今私の首にかかり、指を飾かざってくれている。

　ルイスの竜鱗はこんなにきれいなのに……このユーグという男の力は、ルイスの竜鱗よりきれいだってことなの？　信じられないけれど、二人の様子を見る限りそうなのかもしれない。

　──初めて見た時は、吸い寄せられるように手にとって、疑いもなく口に含んでしまった。

　あれよりも美しい宝石がこの世に存在するだなんて、何度考えても信じられない。

「……ナメるなよ、ユーグ。今の俺は、昔の俺とは、違う！」

「そうみたいだな。まあ聞いてるぜ……だけどオレだって昔のオレじゃない」

　ユーグは低い声で言うと、朗々と宣言した。

「オレは必ずお前から領主の地位を奪うばってやる。そしてお前の弱竜に対する傲ごう慢まんな政策を見直し、シュテルーンに暮らすすべての竜族のためになる政策を打ち立ててみせる。先生が強い関心を持ってる竜星病の研究にだって、いくらでも金を出してやる！」

　研究資金を出すという、ルイスと同じような誘さそい文句をかけるユーグ。条件が同じならロイさんは興味を引かれるんじゃないかと心配したけれど、どちらかというと、ロイさんは険しい顔つきでユーグを見み据すえていた。

　ロイさんから思っていたような反応が引き出せなかったからだろう、ユーグはヨアヒムさんにも目を向ける。

「ヨアヒム、お前もいい加減、身の振ふり方を考えた方がいいぜ。力弱い者を蔑ないがしろにするルイスのやり方の中にお前の居場所はないだろ。オレんとこに来たいっていうのならいつでも受け入れてやる」

　堂々と言うユーグは、何もかもを受け止めようという意志に満ちていたし、頼たのもしさすら感じさせた。ルイスが月なら、彼は太陽に喩たとえられるかもしれない。

　猛たけ々だけしい空気に気け圧おされてしまいそう。

「覚かく悟ごしておけよ、ルイス！」

　言いたいだけ言い放つと、ユーグはその場から去っていった。嵐あらしのような人だった。

　彼がいなくなると、ロイさんが深い溜ため息いきを吐ついた。

「竜星病の研究、か──興味があるのは確かだけど、好んで研究したいテーマじゃないよねぇ」

　ロイさんは苦い笑みを浮かべて言う。ロイさん的に、ユーグの誘いは的外れだったらしい。

　そんなロイさんの物言いに、ルイスが驚おどろいたように目を丸くした。

「おまえにしては珍めずらしい言い草だな」

「だってあんなおっかない病さぁ……できたら関かかわり合いになりたくないけどぉ……不老不死の研究をするんだったら避さけて通れないよねぇアレ……はあ」

　竜星病がどんな病気だかはわからないけれど、不老不死？　の研究をするなら、この世の全すべての病気にかからないようにしなくちゃいけないわけだね。

　ロイさんってすごい研究をしているみたい……？

　ヨアヒムさんの方も見てみたら、拳こぶしを握にぎりしめて震ふるえていた。

　もしかしてユーグの言葉に心を動かされたのかもしれない。ヨアヒムさんは竜の姿が他ほかの人よりも小さめで、弱じやく竜りゆうと呼ばれてしまうことがあるから。

　私にはそのあたりの竜族の機き微びがまだわかっていないけれど、ヨアヒムさんがユーグに味方したいというのなら、きっと止めることはできないだろうと思った。

　でもそんなことになったら、ルイスがまた味方を失ってしまう。

「ヨアヒムさん、あの──」

「あの男が最後に俺を名指ししたのはどういうわけだ？　まさか俺を弱竜だと言いたいのか？　あのガキ喧けん嘩か売ってんか？　あ??」

　あっ全然大だい丈じよう夫ぶそう。ルイスに弱竜だと言われても怒おこらないけれど、ヨアヒムさんって本心では自分が弱竜だって認めていないもんね。
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　気づいたらもう夜で、私とルイスとヨアヒムさんとロイさんでご飯を食べた。

　ルイスは竜族不信から少しは脱だつ却きやくできたらしい。前に私が元の世界に帰る直前のルイスは、自分で作ったご飯しか食べられなくなっていたけど、そこから抜ぬけ出せたのならよかった。

　ただヨアヒムさんとロイさんが料理に手を付けるまで絶対に料理に手を付けようとしないし、たまに杯さかずきをシャッフルさせてるけど……。

「エミ、おまえが食べる分は俺が取るからしばし待て」

「うん、わかった」

「いっそのことあ～んで食べさせあいっこしたらどうかなぁ」

「喧やかましいぞロイ!!」

　これはロイさんなりのスパイ対策？　みたいなものなんだろうな。

　まず、私とルイスのラブラブさを見せて、ヨアヒムさんに信じ込ませる。

　そんなヨアヒムさんに探さぐりを入れたスパイは、私とルイスが恋こい人びと同士だって信じちゃう作戦。

　効果があるのかよくわからないけれど、ひたすら恥はずかしいからやめてほしい。……この恥ずかしがってるのが恋人っぽいっていうんだから困るよね！

「酷ひどいなあルイスくん。せっかく先生時代の常備薬の袋ふくろをひっくり返して竜りゆう丸がんを見つけてきてあげたのに」

「りゅーがん？」

「竜族の子が変へん化げを習得する時に、変化しやすくするための薬だな……そんなものをどうするんです？　先生」

　ヨアヒムさんもよくわからないと言いたげだったけれど、ルイスには用よう途とがわかるみたいで、私の横でいきなり机の上に身を乗り出したから驚いた。

「わっ、ルイス？」

「それを使えば羞しゆう恥ちを感じない自分に変化できる……！」

「うん、まぁ、通常の自分とは違ちがう歪ゆがんだ状態になるわけだから、そういうのは持続時間が短くなるけどね～」

「薬を飲まないとできないの？」

　私の問いに、ロイさんがスッと姿勢を正した。

　眼鏡に触ふれて位置を直すその姿からは、なんとなく、学校の先生らしい雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　本当にこの人、学校の先生だったんだ！

「通常の自分とは違う自分、だからねぇ。きっかけがないと普ふ通つうは変化できない。それでなくとも変化というのは繊せん細さいなもので、初めから竜の形で生まれてきた子は人の姿になるのが難しいし、人の姿で生まれてきた子は竜の姿になるのが難しい、そういうものなのさぁ」

　私が上手うまく想像できていないことに気づいたみたいで、ロイさんが説明を付け加えてくれた。

「エミくんだって、今の形がドロリと溶とけて、別の形になるのを想像するのは難しいだろう？」

「……難しい！」

「アッハハハ、ちゃんと考えてみてくれてありがとう。それでも竜の形も人の形もどちらもボクら竜族にとって正しい形になるだけだから、要領さえ摑つかめば簡単なことなんだけどねぇ……ただルイスくんは、変化を習得するのがとても遅おそかったよねぇ」

　不意に沈ちん黙もくが落ちて、その場が気まずい雰囲気になったのがわかった。

　どうしてなのかよくわからなかったけれど、ヨアヒムさんは口に食べ物をパンパンに詰つめた状態で固まってしまったし、ルイスの顔からは表情が抜け落ちていた。

　私が理由を問い質ただそうとする前に、「ま！　今はできるし関係ないけどね」とロイさんが話題を変えた。その後は、ほとんどロイさんが一人でしゃべり続けていて、私が相あい槌づちを打つくらいで、気づまりな空気のままだった。

　凍こおりついたような無表情のルイスは、それでも私のお皿に毒見をした後のご飯を乗っけてくれる。お世話されるのはこんな時でも嬉うれしい。

　だけど、ご飯が終わったらこんな雰囲気のルイスと二人きりにされてしまうのだ……嬉しいままじゃいられない。

　これを食べ終わったらお通つ夜やの参加者みたいな雰囲気のルイスと部屋で二人きりになっちゃう……と、肉の一切れを眺ながめて時間を潰つぶしていると「そろそろ食べ終わったかなぁ？」とロイさんに食事終しゆう了りようのゴングを鳴らされてしまった。

　まだ食べ終わってない人がここにいます!!

「食べ終わったなら、一度試ためしてみようか、ねっルイスくん！」

「……そうだな。試してみて、それで効果がないようならまた対策が必要だ」

　ロイさんの提案に、ルイスは地を這はうように低い声で答えた。ものすごく機き嫌げんが悪そうだけれど、受け答えは普通だ。それが逆に怖こわい。

　何が原因なんだろう？　ロイさんが言っていたこと？　……昔、ルイスは竜に変化するのがすごく不得手だったっていうの、知られたくないことだったのかな？

「それじゃ、はい。一回一錠じようをお水と一いつ緒しよに服用してね～。竜脈の水はダメだよぉ～」

　ロイさんに投げられた小さな丸薬をルイスはこともなげにキャッチした。

　透とう明めいなガラスのビー玉みたいな丸薬だった。中には小さな金の綿毛のような光精がいた。

「エミくんは近づかないようにね～。キミに惹ひかれて光精が出てきちゃったら困るからねえ」

　ルイスは効果がなくならない内にと思ったのか、すぐに竜丸を吞のんだ。

「平常心の俺平常心の俺平常心の俺──！」

　念仏のように唱えるルイスの頰ほおに、赤い鱗うろこが浮うかび上がる。

　そのままパタパタパタとオセロがひっくり返っていくみたいに、ルイスの肌はだが赤い宝石で覆おおわれていき──見ていられないくらい眩まぶしく輝かがやいた次の瞬しゆん間かん！

「──なんだ、おまえたち？」

　ルイスは、変化を終えていた。

　ただ、ルイスが変化したのは、私の弟と同じ背せ丈たけかそれより小さい、男の子だった。

「おやキミってば、また面おも白しろいことをしてくれたねえ」

「ロイ先生？　……ここはどこですか？」

「どこだろうねぇルイスくん。あぁ、キミのところへ来て大正解だったなあ！　本当に退たい屈くつしないんだから！」

　少年はロイさんのことを知っている。そして、ロイさんは彼のことをルイスと呼んでいる。

　つまり、そういうことだよね？

　乙おと女めみたいにうっとりしているロイさんが全然橋はし渡わたしをしてくれない。

　だから私たちが自分で確かめないといけないみたいよ、ヨアヒムさん！

　隣となりに座っていた私は、意を決して身体からだをルイスの席へ向けた。

　今、そこにいるのは見覚えのない少年だけれども──。

「あの、あなたってもしかして……ルイス？」

「……おまえは誰だれだ？」

　胡う散さん臭くさそうな顔で見上げられて私はとてつもないショックを受けた。

　一いつ瞬しゆんで真っ白になった私の代わりに、私の向かいの席に座るヨアヒムさんがぐっと身を乗り出して選手交代してくれた。

「その女はあなたの許いい嫁なずけですが別れた方がいいですよ！」

「ヨアヒムさん!!　こんな時に最低!!　弱竜!!」

「なんだとエミあんたなんか人間のくせに!!」

「人間？　弱竜？　……許嫁？」

　私たちがハッと気づいた時には、少年になってしまったルイスは、どんどん不安な面おも持もちになってしまっていた。

　けれど、その不安を嚙かみ殺すように奥歯を強く食いしばって俯うつむいたと思ったら、ルイスはすぐに顔をあげた。気持ちを切り替かえたのか好こう奇き心しんに満ちた笑え顔がおで、ロイさんの方を見やった。

「ロイ先生、ここはどこですか？　こいつらは誰なんですか？　俺の身に、一体何が？」

「ここは大人になったキミの家の一つで、彼らが言ってる通り彼女はキミの許嫁で人間。彼は臣下。ボクは協力者といったところかな？　大人のキミは変化に失敗して、少年時代の記き憶おくしかない今のキミになっちゃったみたいだねぇ」

「いや、ある意味成功なのかな？」と言ってロイさんが笑うけれど、何が成功なの？

「今なら掌てのひらにエミくんの口づけを受けたところでなんとも思わないんじゃないかなぁ……つまり成功ってことだよねぇ！」

「成功の範はん囲いが広すぎじゃないですか！　……ルイスが不ふ審しん者を見る目で私を見てくる!!」

　竜族的にものすごく恥ずかしいことをしようとしてる女を見る目で少年のルイスが私を見てくる……サラサラの赤い髪かみの毛に、大きな赤い目、それに形のいい赤い眉まゆ毛げ。幼いけれど確かにルイスの面おも影かげが色いろ濃こく残るこの少年に、不審な目で見られるの、本当に辛つらい。

「誤解を解いて！　誰か状じよう況きようを説明してあげて……！　私、上手く説明する自信ない……!!」

　ルイスの顔を見ないように目を伏ふせて震ふるえる私の代わりに、ロイさんが説明してくれた。

　ルイスは本当なら大人で、領主で、今度大竜祭があって、そこで特別な力を披ひ露ろうするために私が協力するということ。

　最後まで聞いたルイスは、一言だけボソリと言った。

「だから服がこれほどぶかぶかなのか。……俺はなかなか大きくなるようだな」

　少年のルイスは、そこでちょっと得意げに笑った。

　それを目もく撃げきした私は胸を撃うちぬかれた。可愛かわいすぎる！

　そんな私に気づいたみたいに、ロイさんが私を指差しながらクスクス笑った。

「それじゃあ、子供になっちゃったルイスくんのお世話はキミがお願いねえ」

「えっ？」

「まずは着き替がえからさせてあげるといいと思うよぉ。あっ、服はボクが用意して運ばせるねぇ」

「へっ!?　ロイさん!?」

「だぁって、成人したルイスくんはここにいるボクら以外は誰も信用できないと言っていただろう？　だけどボクもヨアヒムくんも成人後のルイスくんの私的な空間に立ち入る許可は得ていない……その許可を得ているのは許嫁のキミだけだからねぇ」

「なっ、でも、ロイさん……!!」

　私はあくまで恋こい人びとのふりをしているだけの、偽いつわりの許嫁だって、ロイさんは知っているはずだよね!?

　それでも私にやれっていうの？　信じてくれて嬉しいけど、着替えって何を手伝うの？　ロイさんが用意してくれた服を衝つい立たての向こうにいるルイスにそっと手て渡わたせばいい??

「ルイスくん。エミくんなら大だい丈じよう夫ぶだから頼たよるといいよぉ。どうせ元々同じ部屋で暮らしているんだしね」

「同じ部屋に……」

「エミくんはキミの許嫁で、キミが選んだキミの家族だ。信しん頼らいしていいよぉ。ただエミくんも騙だまされやすい子だから、それだけは気をつけてねぇ」

「ロ、ロイさんは私の何を知っているっていうんですか……!?」

「初めに会って五秒くらいでキミがどんな子かはわかったよね」

「五秒!?」

「ヨアヒムくんは一秒」

「一秒ですか先生!?　それはいい意味ですよね!?」

　ヨアヒムさん、すごくポジティブ、見習いたい。

　……心の川せん柳りゆうを一句詠よんだところで、私は腹をくくった。

　私がやらないなら、誰がやるのという話である。ヨアヒムさんは確かに青年のルイスにまだ信用されていないのか、私が偽にせ者ものの許嫁だってことも知らないでいる。

　ロイさんは少年のルイスと面識があるみたいなのに、私に放ほうり投げる気満々だ。

「ルイスくんが大人の自分を上手うまく想像して変へん化げできればすぐに元に戻もどれるけど、たぶん難しいから時間が経たって自然と元に戻るのを待つしかないかなぁ。長くとも二、三日だろうねぇ」

　たぶん難しい？

　ロイさんの言葉がどういう意味なのか聞き返したかったけれど、難しいだろうと言われたルイスが表情を陰かげらせたから、聞けなかった。

　ともかく、時間の経過で元に戻るみたいだからよかった！

　これ以上たらい回しみたいなことをするのは可か哀わい想そうだし、元に戻るまでの間くらいなら、私がちゃんとルイスのことを引き受けよう。

　これくらいの年ねん齢れいの子のことなら、弟で慣れ親しんでるから大丈夫！

　……でも、弟は見た目が小学生なだけで中身は思春期真っ盛りの中学生なんだよね。どこまで私の経験が役立つかはわからない。

　不安を抱いだきつつも、ルイスと視線を合わせて、微笑ほほえんでみた。

　私たちが困ったような顔をしていたら、ルイスが嫌いやな思いをしてしまうからね。

　私の専売特許の笑顔で勝負だ！

　そうしたら、ルイスはニコッと笑顔を返してくれた。可愛い!!
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　ぶかぶかの服を着たルイスがゆるゆるでずるずるなズボンに苦労しながら歩いていくのが可愛くて笑顔で見守ってしまった。

　弟なら私が緩ゆるんだ顔をしていたら文句の一つもつけるところだけれど、ルイスは先行く私を笑顔で見ているだけで、弟みたいにギャーギャー言ったりはしなかった。

　いくら思春期でも、ルイスにとって初対面の私にはギャーギャー言わないか……弟も、あれで他所よそではお行ぎよう儀ぎよくしてるみたいだもんね。

「ここが私たちの部屋、だよ」

　とはいえ、私も今日初めてお邪じや魔ました部屋だ。スタブという町の郊こう外がいにあったお屋や敷しきならしばらく住んでいたから案内できたんだけどなあと思いながら、私がまず部屋に入ってルイスをお招きする。

「えーと、適当に座って待ってて！　服ならすぐに用意してもらえると思うから……あ、物の配置は同じかな？」

　部屋の中の物を動かすと、すぐにルイスに触さわったことがバレるんだけれど、バレるだけで怒おこられたりすることはない。

　だから遠えん慮りよなく棚たなをヒョイヒョイ開け、物の位置を把は握あくしていると、ドアがノックされた。

「エミくーん、ルイスくーん、あーそびーましょー」

「遊びませーん！　もう夜ですよ！」

「アッハハ、エミくんはいつも真しん剣けんに取り合ってくれるから面おも白しろいねえ」

　扉とびらを開けると、腕うでに自ら大量の荷物を抱かかえたロイさんがフラつきながら入ってきて、ドサリと机の上に荷物を置いた。

「ボクに慣れた子は適当にボクをあしらうようになるから悲しいよねぇ。その点、ルイスくんはいつまでもからかいがいがあって反応が新しん鮮せんで、ボクにとっては貴重な友人なんだよねぇ」

「俺は成人してもまだあなたにからかわれるんですか……」

　ソファに座っていた少年ルイスはうんざりとした口調で言った。こんな小さい時から苦労しているみたい。

「ふふふ、適当に子供の服をかき集めてみたから使ってねぇ！　ルイスくんのサイズが分かればオーダーメイドで作らせてもいいんだけど……仕立屋を呼んで採寸させるのは危険だから呼べないけどねえ」

「危険？」

「だってエミくん、ルイスくんがこんな風に変化を失敗したことは、領主にとっては汚お点てんとなってしまうんだよぉ」

　ロイさんは笑顔だったけれど、とても大事なことを言っていた。

「夕食の席ではある意味成功だと言ってみたけれど、やっぱりまあ失敗だよね！　使用人の数人には見られちゃったけど、その数人には箝かん口こう令れいを敷しいておいた──噂うわさが漏もれないように祈いのるばかりだねぇ」

　ロイさんは外に漏れる情報というのをすごく気にしていて、私たちの関係をよく茶ちや化かす。私にはよくわからないながらに、それが重要なことなんだろうというのは理解した。

　前にルイスは、見ているかどうかもわからない犯人を騙すために──恋人同士だと思わせるために、私にキスをしてきたことがある。

　あんなことをされてとても腹が立ったけれど、しないといけないくらい、ルイスたちにとっては重要なことなんだろう。

「それと、エミくん。小さいルイスくんには関係ない話だから、例のことは伏ふせておいてね」

「はい？」

　ロイさんが何のことを言っているのかわからなくてはてなマークを浮うかべたら、ロイさんは満面の笑えみで言った。

「ヨアヒムくんとどっちが察しが悪いか選手権！」

「待ってください！　頑がん張ばって考えますからっ!!」

　頑張った結果、たぶんルイスと私が偽りの許いい嫁なずけ同士だってことを伏せておくように言われているのかなと思った。

「ヨアヒムさんは知らないことについて、ですね？」

「うんうん、その通りだよぉ。よくできました」

　確かに、少年のルイスからしてみればまるで未来に来てしまったような気持ちでいるのに、許嫁がいるところまでは理解できても、それが実は噓うそだとか、ふりをしているだとか言われても、なんのこっちゃって感じだよね。

　詳くわしい事情を説明してわかってもらうより、黙だまっていた方がいいって、ルイスが小さい頃ころからよく知るらしいロイさんが言うなら、私もそれに従おう。

「わかりました！　黙っています！」

「それと、本来の目的は彼の掌てのひらにキミが口づけできるか、力の譲じよう渡とをして、大だい竜りゆうへと変化させられるかっていうところにあるから、ボクが出てった後で構わないからできるかどうか確かく認にんしておくんだよぉ」

「そうですよね、了りよう解かいです！」

　恥はずかしいとかなんだとか言っている場合じゃないみたいなのだ。

　ルイスの今後がかかっているので、私はちゃんとルイスに力を譲渡できるようにしないといけない。どうしてもルイスが掌へのキスを嫌がる時のことを考えて、私もハンドパワーで光精を出せるように修しゆ行ぎようを始めるよ！　弟の修行を真ま似ねるとしよう……！

「ルイス、聞いてた？」

「ああ。俺に伏せておく情報の相談と、力の譲渡とやらについてだな」

「ごめんね……！　私は言ってもいいんじゃないかと思うんだけど、ロイさんが言わない方がいいって思ってるみたいだから」

「……おまえのその顔を見るに、大した情報ではなさそうだな」

　私の顔に何が表れているんだろう。

　ペタペタ頰ほおに触ふれてみたけどわからない。そんな私を見て、ルイスがクスッと笑ってくれた。

　本当に可愛かわいい。ルイスにもこんなに無む邪じや気きな頃があったんだね。

「未来の俺の進退がかかっているんだったな……ならば鱗うろこへの口づけの一つや二つ、他た愛あいないことだと思うけどな」

　ルイスはそう言いながら、バルコニーの窓を開いた。

　そして戻もどってくると、何の躊躇ためらいもなくゆるゆるの手て袋ぶくろを脱ぬいでみせた。

「エミ、と言ったか？　力の譲渡というのを見せてくれ」

　そうは言っても、ルイスの笑顔は強こわ張ばっていて、少し緊きん張ちようしているのがよくわかる。

「嫌なら、無理しなくていいんだよ」

「……大だい丈じよう夫ぶだ。さっさとしてくれ」

　まるで会ったばかりのルイスみたい。あの時は私の唇くちびるがその掌の鱗に触れても、別にへっちゃらだった。

　差し出される掌をゆっくりと手に取る。ルイスを怯おびえさせていないかと注意しながら。

　私と同じくらいの大きさになってしまった掌には、見覚えのある赤い宝石。

　大きさは大人になっても変わらないみたい。そのせいで、少年のルイスの掌の大部分が宝石になってしまっている。

　この掌の鱗を見て愛いとしさがわくのは、どうしてだろう？

「……ッ！」

　私の唇が触れた瞬しゆん間かん、ルイスはビクッと肩かたを震ふるわせたけれど、恥ずかしがってはいないみたいだった。唇が温かくなり、身体からだの中へ熱が通っていく。見失っていたルイスと私を繫つなぐラインのようなものが再構成されて、私の中にあった熱が唇を通じてルイスの鱗へと流れていく。

「……んっ、これ、は……っ！」

　ルイスも何か感じるものがあるのか、小さく声をあげていた。

　気持ち悪かったり、痛かったりするようならすぐにやめようと注意深くルイスの気配を探さぐっていたけれど、私の唇から手を引こうとする素そ振ぶりはなかった。

「でき、そ……！」

「ルイス？」

「変へん化げできそう、だ……!!」

　私が鱗から唇を離はなして顔をあげると、すでにルイスは半ば変化しかかっていた。

　その頰の半分は鱗のように硬こう質しつ化を始めているように見えて、私は慌あわててルイスの背中をバルコニーに押していった。

　部屋の中で変化されたら部屋が壊こわれちゃう！

「ほら、ルイス！　外だよ！　ここなら変化しても大丈夫」

「う、……くっ、ぁ、あ！」

　大人のルイスの時には見られなかった苦しげな呻うめき声に、ビリビリという音が混じって焦あせってしまったけれど、ルイスはなんとか竜へと姿を変えていった──そして。

「ああ……きれいだよ、ルイス」

『変化、できた……竜に変化、できた!!』

　ルイスは竜の言葉で嬉うれし気に叫さけぶとすぐに、空へと飛び立っていった。

　すぐに遠い夜空の向こうまで飛んでいき、豆まめ粒つぶほどの大きさになってしまった。

　ルイスの赤い鱗は月の冴さえ冴ざえとした光を照り返して、ルイス自身が星のように輝かがやいていた。

　自由に空を飛び回る姿は喜びに満ち溢あふれていて、羨うらやましくなってしまうくらい。

「もしかして……ルイスって」

「キミの予想通り、彼はまだ変化ができなかった頃のルイスくんみたいだねえ」

「ひゃっ、ロイさん!?」

　斜ななめ下のバルコニーから見上げてくるロイさんに気づいてのけぞってしまった。

　いつから見ていたんだろう、この人。

「キミが空に舞まい上がるルイスくんを見上げて恋こいする乙おと女めみたいな顔をしているところよりちょっと前から見ていたんだけれど」

「油断も隙すきもない！　というか、恋する乙女って!?」

「そんなことよりエミくん、破れて落ちている布があるだろう？　ルイスくんが着ていた服だよ。まだ服を残した変化はできないみたいだねぇ」

「あっ、落ちてます、確かに！」

「竜族の子供はきちんと変化できるようになるまで存在を認められないんだ。特に、人の形で生まれてきた子はね。そして変化をする時に服を破かないようにならないと、まともな服も与あたえられない。たぶんルイスくんのお世話は大変だけれど、頑張るんだよぉ、エミくん」

「えっ、待ってくださいロイさん、どういうことですか──!?」

　ロイさんは私の質問に答えずにニコニコしながら部屋に引っ込んでしまった。

　なんとなく、ヨアヒムさんとどっちが察しが悪いか選手権パート２、と言われた気がしたけれど、この世界の常識に限りのある私には察することもできない事こと柄がらだってあると思う。

　ものすごく重要なことを言われた気がして、部屋を出てロイさんを捜さがしに行こうか迷っていると、ルイスが戻ってきた。

　墜つい落らくするような勢いで降りてきたルイスは、転がるようにバルコニーに入りながら人の姿になった──けれど。

「エミ！　おまえが力をくれたから！　俺が空を飛んでいたの、見てたか!?」

「キャー！　裸はだか！」

「あっ、服……」

「待って！　ううん、待たないで！　夜風が冷えるよね、中に入って!!」

　私は慌てて部屋を駆かけまわり、私用に用意されていた毛布を数枚ルイスに被かぶせた。

「そうか、まだ、俺は服を残せないから、一人前とは言えないよな……」

　そして気づくと、毛布にくるまって、ルイスは目に見えて落ち込んでしまっていた。

「えっ!?　ううん、かっこよかったよ、ルイス！」

「そう、か？　……大人の俺は、服を破らずに変化できるようになってるのか？」

「なってるなってる！　器用だなぁ、と思って見てたよ！」

「だけど、今の俺にはできない……」

　せっかく空を飛んで喜んでいたのに、ルイスの裸に驚おどろいた私が水を差しちゃったから落ち込ませてしまった……ごめんルイス！

　だけど驚かずにはいられないでしょ……バルコニーの扉とびらを閉めて、私は慰なぐさめるための言葉を頑がん張ばって探した。

「あのね、私は人間だから、本当にすごいと思うの。すごくきれいで、すごく素す敵てきだったよ!!」

「……そういえば、おまえは人間だったな」

「どんなに頑張っても、私は絶対に竜に変化できたりしないから……ルイス、本当にすごいね！」

「……ふふ」

　ルイスが少し笑ってくれた！

　私がホッとすると、ルイスは意地悪そうな笑えみを浮うかべた。

「すごい以外に何か言えないのか？」

「もう！　ルイス！」

「確かに、おまえから見たらすごく見えるのかもな……」

　ルイスの笑顔が見られて嬉うれしいから、少しくらいの皮肉は許してあげる。

　苦いものが混じっていたけれど、それでも仕方なさそうに笑ってくれた。

　ひとまず安心したところで、私をもう少し安心させてほしい。

「もう夜遅おそいし、寝ね間ま着きに着き替がえて、今夜はもう寝ねようね」

　いつまでも裸毛布のままでいるのはやめてほしい……。

「ほら、この衝つい立たての後ろでお着替えしてね！　ほら、ロイさんが持ってきてくれた服の中に寝間着っぽいのもあったよ！」

「……俺はまだ、上手うまく変化できるわけではないのに、あんな服を着ていいわけがない」

　ロイさんが言っていたことを思い出す。

　服を破かずに変化できるようになるまで、ちゃんとした服を与えられないんだっけ。

「いいんだよ……本当はもうルイスは大人だし、大きなルイスは変化できるからね」

「……そう、なのか？」

「そうなんだよ、ルイス。ほら、たくさんあるよ、色んな服が！」

　私が広げてみせると、ルイスは口元をモニョモニョさせた。

　笑いたいのを堪こらえるみたいな顔。この顔、今日、青年のルイスもしていたなぁ。

　素す直なおにはにかんじゃえばいいのに。そうしてくれたら、私は嬉しいのにな。

「これなんかどう？　寝間着にもできそうな触さわり心ごこ地ちだけど、かっこいいベストがついてるよ」

「あ、ああ……うん、これはどうやって着るんだ？」

　いつもどんな服を着ていたのかはわからないけれど、こういう服を着たことはないみたい。

　ロイさんが、ルイスのお世話は大変だろうと言っていたのはこのことかな。

　チラッと私を見上げてくるルイスの頭を撫なでて、ゆっくり説明してあげた。

　ルイスが変な着方をしていたのは直してあげたけど、ルイスの裸は見てないよ！

　ルイスがバルコニーに戻もどってきた時も目を瞑つむって事故を未然に防いだよ。本当だよ!!

　着替え終える頃ころ、ルイスは疲つかれていたみたいで、眠ねむそうに目をとろんとさせていた。そんなルイスをベッドに連れていき、上うわ掛がけもかけてあげた。今夜は私がソファで寝ることにしよう。

　そう、思ったけど──。

「あっ、ルイス……」

　ルイスに服の裾すそを摑つかまれていて、傍そばを離れることができなかった。

　服を脱ぬいでこの場を脱だつ出しゆつするか少し迷ったけれど、少年になったルイスを一人にしておくのも心配で、私もそこで寝てしまうことにした。小さなルイスなら、いいかなって思ったのだ。

　ルイスの隣となりに横になると、私も久しぶりにこの世界に来てから色々あって疲れていたみたいで、すぐに眠ってしまった。

　翌朝、目を開けると隣にパツパツの子供用寝間着を着た青年のルイスが横になっていて、死ぬほど笑って起こしてしまった。
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「竜りゆうの町シュテルーンが最も領主贔びい屓きの町だ。ここで負ければもはや全試合負けたも同然……」

　今日、大竜祭の第一回戦だというのに、ルイスはネガティブな言葉を口にしている。

　時間経過で大人の姿に戻ったルイスともう一度竜気の譲じよう渡とを試ためしてみたけれど、どうも羞しゆう恥ち心しんが限界を超こえると少年に変へん化げし逃避するという、変な癖くせができてしまったみたいなのだ。

　今、私たちは控ひかえの天幕にいた。外からはお祭り特有の賑にぎやかな活気が伝わってきて、ワクワクしそうになるけれど、ルイスの顔を見ていたら楽しい気分も沈しずんでいく。

「大竜祭っていうのはねえ、領地会議で決まった領主の力をお披ひ露ろ目めするお祭りでね──」

　まだ大竜祭のことがよくわかっていない私のために、ロイさんが概がい要ようを説明してくれる。

　嫌いやな顔一つせずロイさんは説明してくれるけど、何度も同じ説明をしてもらっちゃって本当に申し訳なく思ってる……。

　新しく決まった、あるいは継けい続ぞくしてその座を守った領主を祝うために、領地主評議会という団体が開くお祭りだそうだ。

「お祝いというのは建前で、実質は領地主たちが領主へ課す試練のようなものなんだけどねぇ」

　領地主評議会によって、シュテルーン領から三か所の州が選ばれて、一戦ずつ試合を行う。

　試合というのはお題に合わせた竜りゆう鱗りん作りで、竜族の一いつ般ぱん市民が優ゆう劣れつを評価する。

　投票するんだって。選挙みたいなものかな？

「私は来年十八歳になるから、私の国の選挙に投票できるようになるけど……竜族も大人にならないと投票できないんですか？」

「いやいや、竜鱗を作れる者なら誰だれでも投票はできるよぉ。作れるなら、子供でもねぇ」

　つまり、その竜鱗というのが作れない私たち人間は投票できないってことだ。

「私にできることは……やっぱり光精を渡わたすことだけ？」

「それがとても大事なんだよぉ、エミくん」

　領主がボロ負けすると、緊きん急きゆうの領地主評議会による会議が開かれちゃう。

　この人を領主のままにしておくの、まずいんじゃない？　って。

「領地主評議会は調査委員会を設置して、領主のことを調べさせるんだよねぇ。ここで問題がなければ調査委員会を解体すればいいだけの話なんだけど、領地主たちは調査委員会を設置した時点でもう領主を更こう迭てつする気満々だから、何かしら問題をほじくり返されるねぇ」

　領地主の子分みたいな調査委員会がアウト！　って審しん判ぱんを下すと、最後に竜族会議というのが開かれるそう。

「万が一竜族会議まで開かれちゃったら、エミくんの協力が輝かがやくだろうねぇ」

　私が力を分けて、ルイスが大竜となるのは、大事なことらしい。

　竜族にとって、竜の姿になった時の大きさは重要な価値基準らしくて、大きな竜になれるとそれだけで人気や信しん頼らいに繫つながるという。

「竜族会議は、シュテルーン領の竜族全員による投票だ」

「つまり、国民投票というやつですね？」

「うん？　まあそんなところかな。国民というより、ここはシュテルーン領だから、領民投票と言った方が正しいだろうけれど」

　私の公民の知識が試される。

　難しいけれど、なんとなく理解できたような気がするよ！

「わかりました……私は私にできることを、精せい一いつ杯ぱいやるしかないってことが！」

「それが一番大事だねぇ。エミくん、よく気づいたよぉ」

　ロイさんは手放しで誉ほめてくれた。ついニコニコしてしまう。

　大おお袈げ裟さだなぁと思うけれど、褒ほめて伸のばすタイプの先生だったのかもしれない。

　ロイさんに褒められると嬉しいから、ロイさんの授業は面おも白しろそう。

「竜族会議は、本当に難関だからねぇ……全体の投票の八割がルイスくんの続投を拒こばんだら、領主を強制的にやめさせられてしまうんだ」

「あれ？　でも、逆に言えば二割の人がやめないでーって言ったら……」

「領主は続投できるねぇ、でも、普ふ通つうの領主は竜族会議が開かれた時点で、支持基き盤ばんの領地主に見捨てられたも同然だから、竜族は領主に失望しちゃって、投票するのは領主をやめさせたいと考える人くらいなんだよねぇ」

「つまり……投票率が低い、ってことですか？」

「エミくん、よくわかったねぇ。その通り、有権者の一割もいかないんじゃないかなぁ」

　投票率の低さは日本でも問題になっているからね。

　最近だと社会人より十代の学生の方が投票率が高いっていう話題を、選挙の度たびにテレビが報道しているくらいなのだ。

「よほど大人気の領主なら竜族会議で挽ばん回かいもできるだろうけれどねぇ」

「えーとえーと、つまりルイス……人気、ないの？」

　ヨアヒムさんには睨にらまれたけれど、ルイスは平気な顔をして頷うなずいた。

「そうだな。後ろ盾だてもないし、領地主の中でも有力な者たちの支持はほぼない」

「だけどねぇ、ルイスくんって、一般的な竜族には結構な人気があるんだよぉ」

「そうなんですか、ロイさん！」

「うんうん、ルイスくんはつまり、ほぼ実力だけで領主の座にのし上がったようなものだからねぇ。確かに前領主の息むす子こだけれど、そのことはなんの足しにもなってないって、誰でも知っているから」

　ルイスとお父さんの仲がよくないことって、有名みたい。

　悲しいけれど、今回ばかりはそれがプラスに、なる？

「じゃあ……！」

「ただ歴代の領主に比べれば、比ひ較かく的てき、という程度でもあるんだよねぇ。ルイスくんが領主になった時、正直マシな候補が他ほかにいなかったから……ゲルティくんと比べるとねぇ」

「あぁ……」

　ルイスの兄の、ゲルティ・ブルド・シュテルーン、だっけ。

　ちょっと変わった人だったよね……ルイスに喧けん嘩か腰ごしで、お兄ちゃんなのに優やさしくなかった。

　落ち着きのない人で、仕事を放ほうり出したりしていたみたいだし、偉えらい立場や重要な仕事を任せられそうな人ではないように見えた。

　私がルイス贔屓だからそう見えただけかもしれないけどね！

　──つまり疑義があがって竜族会議を開かれてしまったら、普通の竜族は領主に問題ありとみなしてしまうそうだ。

「それじゃ、ルイスが領主に相応ふさわしくないかもしれないだなんて、そんなことを思わせないくらい圧あつ倒とう的に勝てばいいんだね！」

「そうだけど、万が一のことを考えて、民衆の人気取りもしとこうねぇ。つまり、エミくんの力を借りた大竜の姿のお披露目だ。あれは確かにボクら竜族を魅み了りようする姿だよぉ」

　ロイさんが少し遠くを見るような目をした。

　あの夜、少年のルイスが空を飛んで見せた時のことを思い出しているのだろうか。

「……美しく巨きよ大だいな竜の姿は、そのまま偉い大だいなる権けん威いと力の象しよう徴ちようだ。ボクたち竜族にとって、永遠の憧あこがれの──」

　夢見るような眼まな差ざしだ。領地会議でルイスが大きな竜になった時に、ロイさんもいたのかな。

　私がロイさんを覚えてないってことは、少なくとも領地会議でルイスにブーイングをかけた人たちじゃないってことだろう。
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「あのう、ご準備はよろしいでしょうか……？」

　ヨアヒムさんに尋たずねられたルイスはよろしくない、と言いたそうな顔をしている。

　いくらヨアヒムさんでもそれぐらいのことはわかったみたい。

「よろしくなくてももう時間ですよ、ルイス様！」

「あいつは、ユーグは竜鱗作りに殊ことの外ほか長たけている。それに、票集めも上手うまいんだ！　あいつの口八丁や人気取りにご機き嫌げん取とりで何人の竜族がコロリと騙だまされたことか……！　それを間近で見てきたが、俺はあいつと同じようなことはとてもできない……！」

　ルイスとユーグは同じ時に学校に在ざい籍せきしていたみたいだった。ユーグという人のことをよく知っているような口ぶりだし、学生時代からライバルだったのかもしれない。

「ここで負けても、後二回勝てればいいんでしょ？」

「おまえも俺が負けると思うか……エミ……！」

「そういう意味じゃなくって、もう、ルイスってば！」

　竜りゆう鱗りん作りというのが何なのかはわからないけれど、つまり、ルイスがくれたネックレスやブレスレットみたいなのを作るってことだよね？

「ルイスならできるよ！　だって、ルイスの鱗うろこはこんなにきれいなんだもん！」

「それを作るにしたって大量の失敗作がある……だがこちらの本番は一回だけだ……」

　椅い子すに座って落ち込んでいるルイスは、なんだかすごく嬉うれしいことを言ってくれた。

　たくさん失敗しながら、このネックレスや指輪を作ってくれたの？

「まあ、ルイスくんが二回負けても、一回の勝ちが圧倒的ならなんとかなる……かなぁ？」

　ロイさんのフォローを聞いても、ルイスは元気にならなかった。

「第二回戦はイザベルの町、ダブロフスキー。第三回戦はユーグの町、フロックだと！　仕組まれているとしか思えない。イザベルの町ダブロフスキーに関しても外野から見れば俺との仲は悪化しているものとみるだろう。誰かが細工したに違ちがいない……！」

「イザベルさんと仲が悪化？」

　私にとって異世界での唯ゆい一いつの女友達のような存在であるイザベルさん。

　彼女と関係が悪くなっているとは思わなくて、驚おどろいて尋ねると、ルイスは「実際には悪くはない」と言ってくれた。

「……だが外から見れば、俺はイザベルとの婚こん約やくを直前でぶち壊こわしたことになっている。いや、外から見なくとも、ぶち壊したことに変わりはないが」

「あれから、もう一度婚約しなかったの？　その、イザベルさんと結けつ婚こんしたかったんでしょ？」

　ルイスは強い後ろ盾が欲しいと言っていた。その点、イザベルさんの家はちょうどいいって、婚約の話が来た時喜んでいたよね。

　私の指し摘てきに、ルイスは私を見て何かを言いさしたけれど──試合開始の合図らしい、ほら貝を吹ふいたような音が高らかに鳴り響ひびいたから、その言葉を聞くことができなかった。

　ルイスは私を一いち瞥べつしてから天幕の外へと出ていってしまった。

　追おうとした私に、ヨアヒムさんが言った。

「イザベル様はな……実のところルイス様がそれほど好みのタイプではないらしい！　年下は好かないのだと……ならばなぜ先にそうおっしゃっていただけなかったのか!!」

「それなら縁えん談だんを用意なんてしなかったのにな！」とがっくり溜ため息いきを吐つくと、ヨアヒムさんもルイスに続いて天幕を出て行った。

　たぶんそれは、イザベルさんがそういうことにしてくれているだけだと思うけど。

「……そっかぁ」

　イザベルさんとの婚約がなしになったと聞いたら、身体からだから力が抜ぬけてしまった。

　もしかしたらフラついていたりしたのかもしれない。

　ロイさんが支えるようにそっと私の肩かたに手を置いた。

「キミとルイスくんって、本当に演技が上手いよねぇ！　どこからどう見ても相思相愛の夫ふう婦ふ！　いや、許いい嫁なずけだったっけ？」

　ロイさんは「どっちでもいいけど！」とニコニコしながら言うと、天幕から出ていった。

　その場に取り残された私は、せっかく支えてくれたロイさんには悪いけれど、結局その場にしゃがみ込んでしまった。

　顔が燃えるように、熱い。

「……演技なわけ、ない」

　ロイさん、わかってて言っているんじゃないかな？　わかってないの？　どっち？

「私……ルイスのこと、好きなんだ」

　ルイスは演技が上手いんだろう。

　偉い立場の人だから、そういうものも身につくんだと思う。

　嫌きらいな相手だからって邪じや険けんにしていたら政治家になんてなれなそうだもんね。

　だけど私は、ただの高校生でしかない。

　だからずっと、元の世界に戻もどっても、実のところ不思議だった。

　デトレフさんは──以前、ルイスに毒を盛ろうとしたあの人は、どうして私の演技に騙されてしまったんだろうって。

　あの人は私がルイスに恋こいしていると信じ込んでいた。

　だから、私を唆そそのかせば、婚約話があったイザベルさんからルイスを取り戻すために、竜りゆう族ぞくの力を奪うばう薬だと言えば必ずルイスにそれを飲ませるだろうって思っていたみたいだった。

「演技なんかじゃ、なかったから……！」

　私、あんな時から、もうルイスのことが好きだったんだ。それが、デトレフさんにはバレバレだったんだ。

　ヨアヒムさんには絶対にバレていないだろう。いや、元々騙しているから一周回ってバレているのかもしれない。ロイさんにはたぶんバレている。

　だけどルイスには、どうだろう。

「どう、しよ……っ」

　イザベルさんとの婚約の話が破は棄きされたのが、すごく嬉しい。

　だけど、あくまで私はルイスにとって偽いつわりの許嫁でしかないことが、こんなにも苦しい……！

　その時、外でひと際きわ大きな歓かん声せいが響いた。お祭りは始まっていて、いつルイスの出番が来てもおかしくない。

　慌あわてて目に浮ういた涙なみだを拭ぬぐうと、私も天幕の外へ飛び出した。

　すると丁度、お題が発表されるところだった。

『第一回戦、竜の町シュテルーンにて、出されたお題目は……「大好物」!!』

「……だいこうぶつ？」

「遅おそかったねエミくん。ここ席取ってあるよぉ」

　ロイさんの声のする方にいくと、最前列に座れる場所があった。

　絨じゆう毯たんのようなものを敷しいて、地べたに座れるようにしていた。

「あの、ロイさん、だいこうぶつって？」

「大好きな食べ物のことだねえ。どんな白熱した戦いを見せてくれるか、楽しみだねぇ」

「たべもの」

　これから竜族の力を使って領主の座を巡めぐる熾し烈れつな戦いを繰くり広げるにあたって、出されたお題が『大好物』。

　色々悩なやんでいたけど一気に気が抜けてしまった。

　もう立っていられなくて、崩くずれるようにその場に座り込んだ。
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『今年もまた晴れの舞ぶ台たいがやってきたぁぁぁああ!!　今年の領主は噂うわさのあの方！　ルイス・シュテルーン閣下は次期竜りゆう王おうの座を狙ねらい、竜王選に向け現在虎こ視し眈たん々たんと準備を進めていらっしゃるとの噂ですが、具体的にはどのような準備をされているのでしょう？』

「それをここで言って他領主の間者に聞かれたらどうする？」

『冷静沈ちん着ちやくそのもののお言葉ァ！　得意げにひけらかさないところに安心感すら覚えます。あなたの御お力ちからがあれば私たちは導いてもらえるぅ!!』

　司会をしているハイテンションな男性は手にマイクを持っているわけじゃないのに、その声は不思議と響いていた。

　なんでだろうと少し考えたけれど、その喉のどが一部分だけ緑色の鱗に変わっているのを見つけてわかった。

　あの人、竜の声で司会をしているんだ！

　竜の声の方が大きく響く。普ふ通つうの人間には、竜の声じゃなんて言っているかわからないらしいけれど、ここには竜族しかいないからいいのかも。

　私は人間だけど、竜りゆう鎮しずめっていう種類の人間だから、わかっちゃうよ！

『対する挑ちよう戦せん者はァ!!　参加賞の木き彫ぼりのルイス様を求めて参加するチビっこからガチで領主の地位を狙っているくさいヤローまでたくさん!!　今年の大竜祭は面おも白しろくなりそうです!!』

「木彫りのルイス!?　人の形？　竜の形!?」

「ここから見るにどうやら竜のお姿のようだな……欲しい！」

「私も欲しい!!」

「俺も参加してくるか……」

「ずるいヨアヒムさん！　私も参加したいのに!!」

「はーっはっはっは！　そこで指をくわえて見ているんだな、人間!!」

　流石さすがに竜族でもない私が参加しちゃいけないお祭りだというのはわかる。

　わかるけれど、それでも言う。ヨアヒムさん、ずるい……!!

「悔くやしい～！　ヨアヒムさんにできることが私にはできないだなんて～！」

「キミってヨアヒムくんと仲良しだよねぇ」

「そう見えます??」

　私も一周回ってすごく仲良しな気がしてきてる！　初めての喧けん嘩か友達!!

　参加者は広場の各所に散らばった。

　空を見上げたり、逆に俯うつむいて地面を見つめたり、各おの々おの好きな体勢で竜りゆう鱗りんを作り始めた。

　竜鱗というのが竜の鱗うろこ、つまり、ルイスで言うなら赤い宝石のような石のことを言うのは間ま違ちがいないみたい。

　身体の中にある力を操あやつって、身体から出して、形を作る技術を競きそうお祭りらしい。

　会場を見み渡わたしていると、ロイさんはいきなり私の腕うでを摑つかみ、その場から立ち上がった。

「なんですか、ロイさん!?」

「ルイスくんだよ。ほら、見に行こう！」

　ロイさんに腕を引かれて人ひと混ごみをすいすい搔かき分けて進んでいくと、片手を翳かざしたルイスの前には巨きよ大だいな赤い石のオブジェが出来上がっていた。

　お屋や敷しきにある机の形、その上に並ぶお皿の模様、その上に盛りつけられた料理に至るまで、細部も再現されている。

　全部が真っ赤だから、その料理が何なのかはよくわからなかったのだけれども、ともかく精せい巧こうに作られていて、食品サンプルのようにリアルだった。

　だけど、なんだか──？

『流石ルイス様！　その無む尽じん蔵ぞうの竜気を惜おしげもなく使い、好物を乗せる皿や机にも妥だ協きようはしなぁあい!!　精せい緻ちな彫ほりの入れられた杯さかずきなんてそのまま持って帰りたくなるほど美しいです！』

　確かに精緻だった。機械で作られたみたいに細かい模様までくっきりと描えがかれている。

　けれど、私が身に着けているネックレスに嵌はまった宝石ほど美しくはない。

　それに、なんだか、お皿の上のご飯があまり美味おいしそうじゃない。

「ん～、ちょっと濁にごっちゃってるね……ルイスくんはあまり食べ物の好すき嫌いがないからなぁ」

　ロイさんの言葉はしっくりきた。ロイさんの言う通り、そのルイスが作った竜鱗は、薄うつすらと灰色がかったように濁って見えた。

　……私の世界まで落ちてきたルイスの力の源は、コロンとした石ころのような形をしているだけで、あんなに美味しそうだったのに。

　目の前にあるこのお題の産物は、やっぱり何度見ても、美味しそうには見えなかった。

「ロイさん……どうしてルイスは」

「あのねぇ、竜鱗って、ボクらの気持ちが強く反映されてしまうんだよねえ。ルイスくんの場合、量も操作技術もずば抜ぬけてるんだけれど、一番肝かん心じんな質を上手うまく表現できない」

「竜気の、質？」

「そう。ボクたち竜族が一番重要視するものだねぇ。シュテルーン領では量を重要視することが多いから、ルイスくんは領主に選ばれたんだけれど……あれがルイスくんの限界だと思われたら、ちょっと竜王選は厳しいかなぁ」

「ルイスはもっときれいな鱗が作れます！」

「そうだよねぇ。キミの持ってる装そう飾しよく品を見ればわかるよぉ」

　私はネックレスを握にぎりしめた。ルイスの本当の鱗は、もっともっと綺き麗れいなのに。このネックレスより、竜になった時の鱗より、その掌てのひらの宝石は何より美しくて、力の源は美味しそうで、こんなの全然ルイスの実力じゃない。

　そこへ、ユーグが現れた。両手をズボンのポケットみたいなところに突つっ込んで、肩かたをそびやかして近づいてくる。

「相変わらず、お前の作るモンって死んでるよなぁ。うえっ、まずそう」

「なんだとユーグ！」

「いっちょオレがお手本ってやつを見せてやるよ!!」

　ユーグは場の視線を集めると、その両手を地面に翳した。

　次の瞬しゆん間かんその場で熱を帯びた空気が渦うず巻まき、その形を成していく。

　ユーグの竜りゆう気きは地面に触ふれたところからパキパキと音を立てて、みるみるうちに空へと伸のびていった。

　美しい、透すき通るエメラルドのような碧みどりの結けつ晶しようが形作ったのは──。

「作品名……『胸のふくらみが零こぼれ落ちそうなお姉さん』!!」

『き、来たああああああああああ毎年いるバカが、遂ついに、来たあああ！　しかし例年とは比べものにならないほどの高品質!!　竜鱗のあまりの美しさにお姉さんの悩ましい造形を一いつ瞬しゆん忘れるくらい、目を奪うばわれます！』

　そこに現れたのは司会が叫さけんでいる通り、私よりも少し背の低いお姉さんが手て袋ぶくろをした手でなぜか露あらわになっている胸を隠かくしている像だった。

「ユーグ貴様!!　題目を聞いていなかったのか!?　大好物だ!!　せめて食い物を作れ!!」

「はああ!?　大好物です、お姉さん！　みんなも大好物だよなぁ!?」

　抗こう議ぎの声をあげるルイスに、ふざけた答えを返すユーグ。

　そんな二人に対する聴ちよう衆しゆうの答えは、好意的な野太い歓かん声せいだった。
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　だから司会はユーグのお題無視とも取れる問題をスルーすることにしたみたいだけれど、観客の中でも女性の目線は冷たいものばかりだ。

　……女性票はもはや存在しないと考えてもらいたい、ユーグ！

「最低……」

「だけど、ありゃすごいねえ。実在する人物じゃなくて想像上の人物かな？　……とても美しい竜鱗だよ」

　ロイさんの言うように、確かにそのお姉さんを形作る緑色の宝石は美しかった。

　美しい海から紺碧の部分だけを永遠に切り取ったかのように、太陽の光を受けて艶つや々つやと輝かがやく姿は……ユーグのバカげた台詞せりふを聞いていなければ、美術館に飾かざられてもおかしくない彫ちよう刻こくの美術品にだって見える。

「ルイス、お前だって婚こん約やくしてるんだろ？　許いい嫁なずけを見て美味うまそうだって思わないなんて、たとえ許嫁が人間だとしても可か哀わい想そうだぜ!!」

「なっ、下品なことをぬかすなッッ!!」

『ルイス様、まさかの赤面──!?　おおっとここで集まる女性からの熱い視線！　昨年成人されたばかりの初心うぶなルイス様に女性からの好意的票が集まることが予想されます!!』

「げっ、しくじったか」

　ユーグが女性票が離はなれたことに気づいたタイミングで、投票が開始された。

　竜族は自分で投票用の竜りゆう鱗りんを作るからか、時間は一時間くらい取られている。

　投票台に置ける程度の数センチ角の竜鱗に、自分の名前を書いているみたいで、ロイさんも白い竜鱗を作っていた。

　ロイさんは白い竜になるのかもしれない。でも目の色は赤いね？　髪かみは桃もも色いろだ。

「私は投票できないんですね……」

「ボクの票をキミが代わりに入れてもいいけれど、どちらにしても入れる箱は同じだねぇ」

「はい……」

　私たちはルイスを応おう援えんするに決まっている。

　投票が終わるまで、心配でとてもじゃないけどじっとしていられなかった。

　スタッフさんが開票している時にはもっとソワソワしてしまった。

　気を紛まぎらすためにヨアヒムさんの作った竜鱗を見に行ったら、掌サイズの緑色のトマトだった。未完熟でまずそう。

『投票結果が出たようなので、発表しまぁぁあす！　……おっとこれは、初戦から面おも白しろいことになりました！　票数的にはユーグさんの方が多いですが、どうしてもあなたを勝たせたくない女性票がルイス様を熱ねつ烈れつ支し援えん！　投じられた竜鱗の量と質を鑑かんがみて、これはすなわち──引き分けです!!』

　机の上に、投票された竜鱗が並べられた。その形も大きさも様々で、投票台に乗らない大きさの竜鱗まであった。その大きな竜鱗が投じられているのはルイスの机だ。

　緑色の竜鱗が多いけれど、その中に交じる様々な色の竜鱗が重なり合い、虹にじ色いろの輝きを放っている。その輝きは竜の塔とうのそれと同質の物に見えた。

　もしかすると、キラキラ輝く竜の塔は色んな人の竜鱗で造られているのかもしれない。

　司会が負けていないと言ったことで、ひとまず私はホッとしたけれど、ロイさんは笑え顔がおながらに困ったような顔つきになっていた。

「う～ん、これは厳しいなぁ。ルイスくんが負けのところを、かなり強ごう引いんに引き分けにしてもらったって感じだねえ」

「強引、確かに……票の数は、ルイスの方が少ないって言ってたのに」

「とても感動したから応援するという意味で、投票する竜鱗を大きくしたり良質なものにする人がいたら、それを票に加算することは普ふ通つうにあるから、十割贔ひい屓きとは言わないけどねぇ」

　一票は、そのまま一票分の価値しかないというわけではないみたい。

「それなら、ロイさんも大きくしたらよかったのに」

「身内がそれをやっても意味はないよぉ」

「……そっか。そうですよね」

「ルイスくん、これは厳しい戦いになるねぇ」

　戻もどってきたルイスもそれはわかっているみたいで、とても険しい顔つきをしていた。

　……とても、恐こわい顔だった。

　そんなルイスを前にしてもニコニコご機き嫌げんなヨアヒムさんは本当にすごいと思う。

　参加賞の木き彫ぼりの、ちっちゃいトーテムポールのようなルイス人形をもらえたヨアヒムさんはご満まん悦えつだ。もう片方の手には緑色のトマトを握りしめている。

　そんなヨアヒムさんを見て舌打ちすると、ルイスは私の手首を取って歩き出した。

「ルイスっ？」

　その足取りは速くて、私は小走りになってしまった。

　……いつもは歩ほ幅はばを合わせてくれていたみたい。

　そのことに気づいて胸が変な風に痛んだり、だけど今は優やさしくしてもらえないことに悲しんだり、ルイスのせいで簡単に頭の中がゴチャゴチャになる。

　控ひかえの天幕に入ると、ルイスは私の手首を離した。

　分厚い天幕は外の音をかなり遮しや断だんしていて、喧けん騒そうが遠くなる。二人きりのその空間で、機嫌の悪い顔をしたルイスに見下ろされた私は、完全に委縮してしまった。

　心臓がすごい速さで動いてる。

　何を言われるんだろう……ルイスはやっぱり私の気持ちに気づいていたのかもしれない。

　ううん、気づいていたとしても、こんなタイミングで指し摘てきはしないよね……？

「エミ」

「ひゃい!?」

「……何を驚おどろいている。予定通り、これから大竜の姿を披ひ露ろうする」

「あっ」

「忘れていたのか？　競技終しゆう了りよう後、おまえの光精を受け入れ大竜の姿を皆みなに披露するという話だったろう」

　そういえば、そうだった。

　ルイスは袖そでの中でゴソゴソとやって、手て袋ぶくろを脱ぬいだみたいだった。

「エミ……俺は深呼吸の後、袖から手を出す。しかし目を閉じていることにする。そうすれば自分が何をしているのかを直視せずに済むからな！」

　そんなことを言いながらも、すでにルイスの頰ほおには若じやつ干かんの赤みがさしていた。

「俺はこのままの状態で大竜への変へん化げを成功させてみせる……！」

「えっと……頑がん張ばって？」

「おまえにもどうにか努力してもらいたいところだが──いや、そもそもこんなことで子供時代に逃とう避ひをするように変化してしまうことがおかしいんだ。俺が努力する」

　手袋をしまったルイスは、目を瞑つむると、深呼吸を始めた。三回深呼吸を繰くり返した後、そっと袖をめくって、手を出していく。

　ルイスは真っ赤になって震ふるえていて、なんてことのない動作なのにまるでいかがわしいことをさせているような妙みような気分になってくる。

　袖をめくっているだけだよね？

　真夏の日本人なんか路上のそこら中で袖をめくりまくるからね??

「さ、さっさとやれ、エミ！」

　別に、私が相手だからというわけじゃなくて……竜りゆう族ぞくにとっては誰だれにされても恥はずかしいことだからルイスは照れているだけなんだろうけど。

　掌てのひらの宝石を私に差し出すような恰かつ好こうで、目をギュッと瞑ってプルプルと震えているルイスを見たら、可愛かわいくて好きでたまらなくて、思わずクスッと笑ってしまった。

　次の瞬しゆん間かん、まだ触ふれてもいないのに、ルイスの肌はだがパキッと赤い鱗うろこに変わっていき──ルイスはまた少年の姿になってしまった。

「──また会ったな、エミ！」

　少年ルイスに事情を説明して、光精を分けると、天幕の中で変化をしてもらい、外へと飛び立ってもらった。
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　シャツに腕うでを通させて、銀色のボタンを一つずつ留めていく。

　その上から冷えないようにストライプのベストを着せ、最後に上着を肩かたにかけてあげる。

　服を着せてあげる時、長い袖の服に腕を通す少年ルイスはウキウキとした顔をしていて、凝こった服を着る喜びが隠かくしきれていないのが可愛らしい。

　上手うまく変化できるようになるまで、裸はだかでいさせられるわけじゃないけれど、ボロ布に頭を通すための穴が開いただけのような作りの服をずっと着させられるみたい。

「まだ触さわってもいなかったのに、どうして変化しちゃったかなぁ」

「……羞しゆう恥ち心しんのあまりということだったな？　うーん、自分のことながら、よくわからないが」

　私と少年の姿になってしまったルイスは現在、竜の町にあるシュテルーン領主の屋や敷しきの一室に閉じこもっている。

　領主は、大竜祭の参加者や見物人の有力者を集めた晩ばん餐さん会を執とり行うのが慣例で、今この屋敷には外部から大勢の竜族が入ってきていた。

　準備の段階ではルイスは絶対に小さくならないと息巻いていたけれど、ロイさんたちの方で万が一の時のためにルイスがいなくても大だい丈じよう夫ぶなように準備を進めてくれていたらしい。

　お客さんたちのことは、ロイさんとヨアヒムさんたちが対応してくれている。

「竜族にとっては誰だって恥ずかしいようなことなんでしょ？」

「そう、らしいが……実のところ、俺は竜族のことをまだよく知らないんだ」

「知らない？」

　ルイスは竜族なのに、竜族のことをよく知らないというのは不思議な話だった。

　ルイスは眉まゆをハの字にして困ったように笑った。

「……俺は、ここでは不思議と上手く竜になれるが、夢から覚めると上手く竜になれないんだ」

　少年のルイスにとって、ここで起きることは夢の中の出来事のようなものらしい。

　私が頷うなずくと、ルイスは唇くちびるを嚙かみしめながら言葉を続けた。

「竜になれないやつは竜族として認められない……竜族としての勉強も、させてもらえない」

「それじゃ、そのまま竜になれなかった人はどうなるの……？」

「そんなやつはいない。きっと俺だけだ。──みんな俺に見向きもしなかったけど、ロイ先生だけは、俺の竜気を調べて人より竜気が多いから操あやつりにくいんだろうと言ってくれた」

「……そっか。それでルイスはロイさんのことを信じているんだね」

　疑ぎ心しん暗あん鬼きなルイスがロイさんのことはとても信しん頼らいしているみたいだったから、どうしてだろうと思っていたけれど、こんなに小さい頃ころから付き合いがあって、まだルイスが偉えらくない時から助けてくれたみたい。

　ロイさんはふざけた人に見えるけれど、優しい先生だったんだろうなって最近思う。

　真ま面じ目めな時は真面目そうだし、頼たよりたい時にはきっと頼れる人に違ちがいない。

「ああ、だからロイ先生がエミのことを信じていいというから、エミのことを一応信じることにした」

「えっ、一応？」

「そうだ。ロイ先生から見た限りは信じられるということだが……未来の俺がどう思っているかはわからない」

　ルイスは、笑え顔がおで言った。

　その笑顔に騙だまされかけたけれど、ルイス、私のこと本当に信じているわけじゃないって、なんだか悲しくなるようなことを言われている気がする。表情と言ってる内容の落差に混乱していると、ルイスは笑みを浮うかべたまま言った。

「未来の俺なら必ず物の配置が変わっていることに気づく」

　そう言いながら、ルイスは棚たなの上にあった花か瓶びんを隣となりの机に移した。

　そういえばその花瓶、数日前は机の上にあった気がする……いつの間に棚の上に移動していたんだろう？

「なぜ変わっているのか。その意味を、変えた者の意図を探さぐろうとするだろう」

　これまでちょこちょこ部屋の中のものを触ったらすぐにバレてしまったのは、そういうルイスの癖くせ？　のためらしい。

「だからそこに、未来の俺への手紙を隠した」

　花瓶の下に敷しいていたらしい紙を拾い上げ、掲かかげてみせた。

「俺が書いたものではない。これは返事だ」

「……大人のルイスからの？」

　少年ルイスは青年のルイスと文通をしているらしい。未来の自分への手紙って、小学生の時に書かされた気がする。二十歳はたちになる頃送ってくれるって先生は言っていたっけ。

　どんなことを書いたのか全然覚えていないけれど、面おも白しろいなあと思いながらルイスの持っている手紙を見ていると、ルイスはちょっと拍ひよう子し抜ぬけしたような顔をした。

「焦あせったりしないんだな？　俺に知られて困るようなことが書いてあると思わないのか？」

「えっ？　知られて困るようなこと……？」

「ないのか？　まあ、この手紙を見ればわかることだが」

　青年のルイスに知られていることなら、今のルイスに知られても別に困るようなことは何もない気がする。

　唯ゆい一いつ知られない方がいいことといえば、ヨアヒムさんに黙だまっている関連の話だけど……それはルイスとも相談して、話すとややこしくなるから話さないでおこうということになってるし。

「ロイ先生を抱だき込んで、成人した俺では制せい御ぎよできないからこの姿にさせて利用しているというわけではなさそうだな……？」

「そんな心配してたの!?」

「ロイ先生は面白い方だが、研究のためならなんでもしそうなところがあるからな」

「そうかなぁ」

「そういう方だ。だから俺は、この手紙を確かく認にんさせてもらおう」

　ルイスはパサッと手紙を開くと、素す早ばやく文面に目を通した。何が書いてあるのか、少しだけドキドキしつつ見ていると、ルイスはパサッと手紙を閉じて首を捻ひねった。

「うん……？」

「どうしたの？」

「……いや、なんというか……これ本当に俺が書いたのか？　俺の筆ひつ跡せきだとは思うが……」

「なんて書いてあるの？」

「……決しておまえに手を出すな、と書かれている。おまえのことばかりだ。俺の前でもロイ先生はおまえに対して親切かどうか教えろと書かれているな……親切だぞ、と」

　ロイさんは他ほかの竜族とは比べものにならないくらい親切だし、優やさしいよ。

　ルイスは大変な時なのに、私と周囲の人との関係を気にしてくれていたらしい。嬉うれしい！

「俺は要注意人物とかが知りたかったんだが。暗号か？」

　ルイスは手紙をひっくり返したり目を細めて見たりと試ためしていたけれど、何も見つからなかったらしい。やがて私を見ると、「おまえを疑ったことは謝る」と言ってくれた。疑いが晴れたみたい。よかった！

「すまなかったな、エミ！」

　急に弾はずむような声こわ色いろになり、スイッチが切り替かわったようにルイスは満面の笑みを浮かべた。

　それを見て、ハッと気づいた。

　これは以前にも見たことがある──成人したルイスも作っていた、完かん璧ぺきに近い笑顔。

「いいんだよ、ルイス？　その、無理に笑顔を作らなくても……」

「……未来の俺が何か言っていたか？」

「うん、前に……笑顔は武装だって。幼い時のルイスにも、できたことだから……私もみんなの前にいる時には笑顔でいろって言われたよ」

「なんだ、知られているのか……ならばいいか」

　そう言った途と端たん、ルイスの顔からあらゆる表情が抜ぬけ落ちて、驚おどろきのあまりのけぞってしまった。すぐにルイスを傷つけるような行こう為いだと気づいて後こう悔かいしたけれど、ルイスの表情は何も変わらなくて、私の態度をどう思ったのかもわからなかった。

　その時、部屋の扉とびらがバタンと開かれた。

「まーだだよ！」

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に、私は驚いて固まってしまった。その子は、お尻しりから私たちのいる部屋に入ってきた。廊ろう下かの方に顔を覗のぞかせて、声をかけている。

　どうやらかくれんぼでもしているらしい。子供ルイスより頭一つ分小さい、フリルたっぷりのスカートを身に着けたその少女は、そろりそろりと後ろ向きに部屋に入ってくると、ゆっくりと扉を閉め、胸を撫なでおろしていた。

　あまりに突然のことで驚きすぎて声も出なかったし、少年の姿をしているルイスを隠かくすこともできなかった。

　振ふり返って私の存在に気づくと、彼女は私が驚くより先に驚いていた。

「ひゃ!?　お姉ちゃんは誰だれ!?」

「わ、私たちは──」

「たち？」

　少女が首を傾かしげて初めて、ルイスの姿が見当たらないことに気づいた。

　すごい！　ルイスはこの子が振り返る前に隠れてくれたらしい。よかった。

「私はこの部屋に暮らしてる人、だよ。あの、何をしてるの？」

「わたしは影かげの竜りゆうの幻げん想そうごっこをしてるひと！」

「かげ？　げんそう？」

「そうだよ。影の竜においつかれると、幻想にとりこまれて、もう二度と出てこれないの……！」

　少女は怖おぞ気けをふるった。たぶん、言い方は違うけど、鬼おにごっこか隠れ鬼のような遊びじゃないかな。まーだだよ、って言っていたし……この世界では影の竜の幻想ごっこと言うみたい。

「私はエミっていうんだけど、あなたはなんていうのかな？」

「ヴァレンティーナだよ！　エミはいいにおいがするねっ」

「ありがと。入にゆう浴よく剤ざいのにおいかな。えっと、ご家族が心配しているんじゃない？」

「しらなーい」

　少年のルイスがどこに隠れているのかもわからない。できたらこれ以上部屋を歩き回らせず、追い出したかったのだけれど、彼女は私に近づいてくると抱きついて「やっぱりいいにおい！」と言って笑った。抱きつきながら私を見上げる笑顔はとても可愛かわいいけれど困る。

　それにしてもなんだか、この子の笑顔に見覚えがある気がする。

「私たち、どこかで会ったことがある？」

「わかんない。でも、エミはわたしの友達とおんなじ、いいにおいだね」

　話があまり通じていない気がする。見た目は小学校低学年くらいだけれど、口調がとても幼く思えるから、もっと年少かもしれない。

　この世界の竜族の年ねん齢れいって、本当にわけがわからないんだけどね。

「エミのにおいかいでたら、お腹なかへってきちゃった」

「食べ物系の匂においだったんだね!?」

　フローラル系だと勝手に勘かん違ちがいしてたから恥はずかしい。

　ともかく彼女を外に連れ出すために、腰こしに抱きつかせたままずりずりと移動する。

　抱き上げるにはちょっと重い……。

　廊下へ出ると、猛もう然ぜんと近づいてくる人ひと影かげがあった。

「ヴァレンティーナ、お前そこで何をしてる！　こっちに来い！」

「やだ！　影の竜がおってくるもん！」

　それは、ユーグだった。恐おそろしい形相をしていたから庇かばうように彼女を抱きしめたけれど、ユーグは私の素そ振ぶりに目ざとく気づいて「そいつはオレの妹だ！」と怒ど鳴なった。

「あ、妹さん……？」

　足を踏ふみ鳴らして近づいてきたユーグが、乱暴に私からヴァレンティーナを引きはがす。ヴァレンティーナは「やだああああああ！」と私に向かって手を伸のばして泣き出したけれど、お兄さんが迎むかえに来てしまった以上は私にはどうすることもできない。

　それに、ユーグには早急に私たちの部屋の前から立ち去ってほしかった。

　この部屋の中には、変へん化げに失敗してしまったルイスがいる。

「妹が迷めい惑わくをかけて悪かったな。ガキすぎて、頭の痛い妹だ。権力欲しさにゲルティ様と娶めあわせたが、アホ同士の結けつ婚こんだからな。どんな夫ふう婦ふになるのかを考えるだけでゾッとするぜ」

「そんな！　妹のことをそんな風に言うなんて」

「なんだよ、お前にも兄弟がいんのか？　まぁ、兄弟っつったって、所しよ詮せんは他人だ。だが兄きよう妹だいだからこそオレが権力を手に入れるためのいい駒こまにもなってくれる」

　あまりにもひどい言い草に、開いた口が塞ふさがらなかった。

　弟てい妹まいを利用するだなんて、口が裂さけても言えないし、考えられないことだった。

　ここは黙だまってスルーして、さっさとどこかへ行ってもらった方がいいのはわかっていたけれど、どうしても何か言ってやりたかった。
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　だけどユーグの顔を見ていると非難の言葉も喉のどに詰つまってしまった。

　なんでだろう？　叫さけびたいくらい不ふ愉ゆ快かいなことを言われたのに。

　私が言いしれない違い和わ感かんのせいで反論しあぐねていると、ユーグの肩かたに担かつがれたヴァレンティーナが泣きながら私に手を伸ばした。

「助けてお姉ちゃん!!」

「あ……っ」

　小さな少女にそんな風に呼ばれたら、助けたいと願ってしまう。

　虐ぎやく待たいされてるの？　それとも政略結婚をさせられたことなの？　本人の心を無視した結婚も、いつかルイスが言っていたように、竜族の繁はん栄えいのためなら仕方のないことだって思われているのかもしれない。でも、こんなに小さな女の子が助けを求めている──とそう思ったけど。

「やだよ、お腹減ったよ──ここになら、何か」

「黙だまれっつってんだろ、ド阿あ呆ほうが!!」

「うわあああああん！」

　ヴァレンティーナはお腹が減って泣いてるだけみたい……なんだそれなら、早くお兄さんに食事に連れて行ってもらった方がいいんじゃないかな？

　私から食べ物的ないい匂いがするみたいだし、私が何か持っているのならあげたいくらいな気持ちだけど──そう思った時、私の指先からふわりと光精が湧わいて出た。

　金色の光の塊かたまりを見ると、ヴァレンティーナはピタリと泣くのをやめた。

　光精は、飛んでいくと彼女の唇くちびるにくっつき、溶とけるようにして消えていく。

　まるでおしゃぶりを銜くわえさせられた子供のように、ヴァレンティーナの涙なみだは止まり、暴れるのもやめた。

「なんだ？　どうしたんだよ……いつになく静かだな」

「わたし……淑しゆく女じよだもん」

「はあああ？　お前が淑女？」

「淑女なんだもん!!」

　ヴァレンティーナを米俵のように抱かかえてたユーグには何が起きたのかわからなかっただろう。あなたの妹さんはお腹が減って気が立っていたみたいだけど、光精を食べたら機き嫌げんが直ったみたい……って、伝える必要もないかな。

　私が食べさせたんじゃなくて、光精が勝手に飛んでいっただけなんだけどね。

　勝手に変なものを食べさせて！　って怒おこられるかもしれないし。

　彼らが立ち去るのを見送り胸を撫でおろしていると、寝しん室しつへ逃のがれていたルイスが戻もどってきた。

「ユーグ、か……まさかこんな形で会おうとは」

「もう知り合ってるの？」

「友人だ。──だった、と言うべきなのか」

　顔をくしゃりと歪ゆがめた少年のルイスは、か細い声で言った。

「これはいい夢だと思っていたのに、違ちがったみたいだ……」

「ルイス？」

「これは悪夢、だったんだな……ユーグがまさか、あんな風に変わってしまうだなんて」

　脱だつ力りよくしたようにソファに座り込んだルイスが、くいくいと指先で私を手招いた。

　近づくと腕うでを引かれてソファに座らされて、膝ひざに頭を乗せられた。

　膝ひざ枕まくら！　わあ……可愛い……！

　よしよしと喜んで赤いサラサラの髪かみの毛を撫なでてあげる。

「子供には甘く優やさしくするものなのに……それが血の繫つながりのある竜の子であればなおさら、大事にするのが普ふ通つうなのに」

「竜族は家族愛が強いんだね」

「だけど俺の父は例外だったし──ユーグまで、そんな大人になってしまうとは思わなかった」

　子供特権を使って私に甘えながら、肩を震ふるわせるルイス。

　その肩を撫でながら、私はちょっとだけ、ルイスの言葉に違和感を覚えた。

「そこまで……仲が悪いようには見えなかったけど」

「妹をあんなふうに罵ば倒とうするようなやつじゃなかった。妹が生まれた時は、はしゃぎすぎて手がつけられなかったんだ」

「……そう。でも」

　ついぞ反論の言葉が出て来なかった理由──。

　確かにユーグの口はものすごく悪かったけれど──なんだか、こう。

　ヴァレンティーナ、あの妹との間にある雰ふん囲い気きは不思議と、柔やわらかく感じた。

　憎にくまれ口を叩たたき合う弟妹を見ているような感覚。微笑ほほえましくて可愛らしいやり取り。

　──ふと窓の外に視線を向けて、そこから見える広場に飾かざられたままのユーグの作った女性像が、松明たいまつの光を受けて輝かがやく姿を見て、気づいた。

「……あっ、あの像に、似てるんだ」

　ヴァレンティーナに見覚えがあるなと思ったけれど、どこかで会ったわけじゃない。

　私があの、ユーグが作ったふざけた像から受けた印象が、彼女ととてもよく似ていたのだ。

　柔らかそうで、ふわふわで、幼い表情をした優しげなあの像は、ヴァレンティーナを成長させた姿と言われると、ぴったりな気がした。
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　第二回戦が行われる町の名は、ダブロフスキー。

　ルイスと婚こん約やくをしかけた女性、イザベルさんが暮らす町だ。

　町に着いて竜りゆうの落おとし子ご車を降りると、すでに到とう着ちやくしている竜落子車がいくつも確かく認にんできた。

　なんとなく空を飛ぶ気分じゃないとか、大事な荷物がある人は、荷物と一いつ緒しよに移動している。

　ダブロフスキーの町で行われる大竜祭二回戦目の会場はダブロフスキー家が用意し、滞たい在ざい場所もダブロフスキー家が提供するらしい。

　今回用意されたのはダブロフスキー家の別べつ邸ていらしいけれど、それでもすごく大きなお屋や敷しきだ。

「ようこそいらっしゃい、ルイス様──それに、エミ」

「イザベルさん！」

「会えて嬉うれしいわ、エミ！　あなたの部屋は私が用意したの。きっと喜んでもらえると思うわ」

「ありがとうございます。私も会えて嬉しいです」

　キラキラと輝く金色の髪の毛、エメラルドのような瞳ひとみ。

　気持ちよく出で迎むかえてくれる、明るい笑え顔がおの美少女。

　どうしてルイスはこんなに可愛かわいらしい人と婚約できる機会を逃してしまったんだろう。

　もちろん、デトレフさんのことがあって、私が二人の婚約の前祝いを台無しにしてしまったせいだとはわかってる。

　でも、イザベルさんならきちんと事の経けい緯いを話せばわかってくれるだろうに。

「エミ……かなり厳しい状じよう況きようだと聞いているけれど、でも大だい丈じよう夫ぶよ。家族にしても私の婚約がおじゃんになるのは慣れっこになっているから、先日のことでルイス様にとやかく言うことはないし、公平に判断するわ」

「慣れっこっていうのは……？」

「私、婚約の話が消えるのはルイス様で三人目なのよ……私も含ふくめてみんな慣れてしまったけれどね。そんなことよりエミ、ルイス様、皆みなさんも、部屋に案内するわ。ついてきて！」

　竜落子を預けバイバイと手を振ふって、イザベルさんの案内を受けた。

「他ほかの参加者の方はあちらの庭園にいらっしゃるわ。うちで栽さい培ばいしているシュリフの花が見み頃ごろを迎むかえているの。この町の東にある人間の農園が、それは美しいシュリフの栽培をしていたから、株をわけてもらったのよ。とても綺き麗れいだから、エミもぜひ一度見てちょうだいね」

「はいっ！　楽しみです」

　私たちが話をしている後ろで、ヨアヒムさんがルイスにそっと伝えた。

「──ルイス様、あちらにゲルティ様がいらっしゃいます」

「ああ……エミ、庭園の花を見るのはあいつらがいない時でいいな？」

「うん、勿もち論ろん」

　イザベルさんの花を見る時間をとってくれるみたい。ルイスと二人で花を見られたらいいな……そんなことを考えながら横目で庭園の方を見たら、ゲルティと目が合ってしまって、睨にらまれた。その横にいたヴァレンティーナが私を見つけると笑顔で手を振ってくれたから、思わず手を振り返した。そうしたらゲルティにギョッとした顔をされてしまった。

　あなたに手を振ったわけじゃないからね!?
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　イザベルさんが私のために用意してくれたという部屋だけれど、残念ながら使わないことになった。なぜならルイスと別部屋になっていたからだ。

　それでもいいんじゃないかと思ったんだけれど、ロイさんが反対した。

「キミとルイスくんが一緒にいた方が、何かあった時に部外者の部屋への侵しん入にゆうを防ぎやすくなるからねえ」

「侵入を防ぐ？」

　大反対するイザベルさんをなんとか説得というか、押し切って同じ部屋に入った私たちに、ロイさんが理由を説明してくれた。

「ルイスくんが子供の姿になっちゃってる時に急に部屋に入られたりしたら困るよねぇ？　ユーグくんとかズケズケ入り込んでいきそうなところがあるし」

「私が一緒の部屋にいて、通路を塞ふさいで、邪じや魔まをすればいいんですね！」

「いやあ～、そうじゃなくてねぇ。……ほら、夫ふう婦ふの部屋って入りにくくない？」

「ロイ先生は思いっきり寝室に入り込んでいたと思いますが……」

　ヨアヒムさんがお茶を淹いれながらボソリと言うと、ロイさんは「世の中ボクみたいに厚こう顔がん無む恥ちな人ばかりじゃないよ～」と爽さわやかな笑顔で応こたえた。すごい。

「恋こい人びとが二人でいる部屋に入ろうとして、今ちょっと無理ですぅとか言われたら、取り込み中だって思うでしょ？　まともな人なら中に入ろうとしないよぉ」

「取り込み中？」

「そう、取り込み中。それでも中に踏ふみ込まれたら、ベッドの中に潜もぐり込んで裸はだかだから出てって～とかエミくんが叫さけべば、イザベルくんあたりが飛んできて助けてくれるんじゃない？」

　意味をなんとなく理解して、シチュエーションを想像したら、顔が燃えるように熱くなった。

　つまり、そういう大人な関係だって、みんなに思われちゃうってことじゃない!?

「あ～、でもキミたちのその顔を見られたら噓うそだってバレちゃうかもなぁ……エミくんはともかくルイスくん、キミはもう少し堂々としててよぉ」

「堂々とならしている！」

「顔に初心うぶって書いてあるのがダメ～」

「……どうしろと言うんだ!!」

　そう叫んだルイスの顔も、赤くなっていた。お互たがい横目で顔色を確認しあってから、すぐに顔を逸そらしあった。

　だって恥はずかしいもんね……！

「ルイス様、全く興味のない女で想像してみてください！　別に男でも構いませんが！」

「うえっ」

　ヨアヒムさんのアドバイスに従ったらしいルイスは気持ち悪そうにえずくと顔の赤みが一いつ瞬しゆんで引いた。一体誰だれで想像したんだろう？

　……私が相手ではないことはわかっているから、ルイスの反応を見ても心こころ穏おだやかでいられる。

　もしもルイスに気持ち悪がられたのが自分だったとしたら、耐たえられる自信がない。

「何をどういう理由があったら貴様と同どう衾きんするはめに陥おちいるんだ」

「今ルイス様が想像されたのって俺ですか!?　いや光栄ですが……光栄!?　うえって言いましたよね今!!」

　どういうことですか！　とヨアヒムさんがルイスに迫せまるけれど、そういう意味じゃないかな。

　とりあえず、私が部屋にいることでルイスの役に立つことがあるのなら、これまでも一緒の部屋だったし……同じようなものだから、私は全然構わない。

　一緒にいられる時間が一秒でも長くなったら嬉しいと思っているから……一緒の部屋で過ごせるのは、私にとって嬉しいことだ。
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　第二回戦の会場はダブロフスキー家別べつ邸ていの広い庭園。

　青々とした芝しば生ふが広がり、ところどころに花が植えてある。シュリフの花の花か壇だんとは別のところだ。シュリフの可愛い白い花の花壇は、屋や敷しきに入ってすぐ見えるところに造られていた。

　小さいけれど特別に手入れされている庭だったみたい。

　会場となる庭園はどちらかというと草花はあるがままの自然な状態に見えた。

　季節を過ぎた花が枯かれているのをわざわざ摘つんだりはしないみたい。

　そこかしこに机が並べられ、その上に軽食や飲み物が用意されていた。

「ルイス、大丈夫かなあ」

「ルイスくんって動物の好き嫌きらいもないから、どうかなぁ」

　今回の竜りゆう鱗りん作りのお題は『動物』だ。

　思い入れのあるものじゃないと心の映る竜鱗は美しくならないらしい。

　ルイスはずっと難しい顔で何を作るか悩なやんでいて、私に動物に対して思う感想を根ね掘ほり葉は掘ほり聞いてきた。私がこの世界にいる動物で名前がわかる子って竜りゆうの落おとし子ごくらいしかいないから、その子を見た時に思うこととか。

　すごく賢かしこいのに、背中に乗せて運んでくれて、可愛かわいくていい子だよね、竜落子って！

　それにしても、私ってすごくアウェイな気がする。ダブロフスキーの町には竜の町と違ちがい人間もいる、というか大勢がそうみたいだけれど、ここに集まるのは竜族だけで、大体知り合いみたいでそこかしこで歓かん談だんしているのだ。ここが敵地だとしても、ここにいる人たちはルイスにとっても顔見知りみたいで、私に比べれば受け入れられている。

　中央の一帯は開けていて、そこにルイスとユーグに、見物人や参加者が交じり合っていた。

　そこでルイスが作り出したのは、移動する時いつも一いつ緒しよのピンクの竜落子を模した像だ。

　私が勝手に心の中でロロちゃんと呼んでいる子だった。

　本物のロロちゃんそっくりだったし、第一回戦の時の竜鱗よりずっと透すき通っていて綺麗に見えた。私たちのために頑がん張ばってくれているロロちゃんへの優やさしい感謝の想おもいが伝わってくる。

『優美な姿の竜落子を作られましたね、ルイス様』

　実じつ況きようをするのは、イザベルさんによく似た、イザベルさんより年とし嵩かさの女性だった。イザベルさんのお母さんだ。

　落ち着いた声こわ色いろでされる実況は、竜の町シュテルーンで行われた実況とは全く質の違うものだった。

　次に彼女はユーグの作り出した竜鱗の説明に移ろうとし……一瞬言葉を詰つまらせた。

　その理由はおそらく……ユーグの作り出した竜鱗の方が明らかに美しかったからかもしれない。それに──。

「可愛い……」

　彼が作り出したのもまた竜落子だったけれど、尋じん常じようではなく可愛かった。

　何しろ、彼が作り出したのは、竜落子の赤ちゃんだったから。

「赤ちゃんなんてずるい……！　可愛すぎる……！　ずるい……！」

「ずるいというか、あざといなぁ。竜落子を抱だいてるあの女性はなんなんだろうねぇ」

　ロイさんの言うように、竜落子の赤ちゃんは満面の笑えみの女性の腕うでに抱かれていた。

　ユーグが第一回戦に作ったのと同じ女性のように見える。

　男性票を求めてか、また彼女の胸の造形は非常に凝こっていて、赤ちゃんの竜落子を胸に抱くことで潰つぶれる胸の柔やわらかさの表現に明らかに熱を入れている。

　けれど、その造形に嫌けん悪おを覚えるより前にまず、その竜落子は可愛らしく、その赤ちゃんを胸に抱く女性の笑顔は見る者も幸福にするほど、幸せそうに見えた。

「ヨアヒムさん、あの女性の像、ヴァレンティーナに似てない……？」

「はっ？　冗じよう談だんだろ。見るからにでかさが違う」

　ヨアヒムさんは即そく答とうで否定しながらその手で胸の前に曲線を描えがいた。最悪……。

　蔑さげすみの目で見ると「なんだその目は！　……なんなんですかイザベル様!?」と四方から向けられる女性からの視線に慌あわてていた。

　ユーグは大好物っていうお題なのに女性の像を作るし、動物っていうお題なのにまた同じ女性の像を作ってきた。

　初めはどういう意図なのかわからなかったし、ルイスをバカにしているのかとすら思ったけれど、もしかしたらあの女性像には意味があるのかもしれない。

「まっずいなぁルイスくん……次の会場はユーグくんの故郷だから、ここで勝っておかないといけないのに──今回の彼の竜鱗は、お題を全く無視しているというわけでもないし」

「ロイさん、まずいんですか？」

「うん、すっごくまずいかなぁ。やっぱり票をいくらか事前に買収しといた方がよかったんじゃないかなぁ」

「それっていけないことですよね!?」

「勿論やったのがバレたら即失格。だけど、それぐらい状じよう況きようが悪いからねぇ」

　ルイスが作った竜落子の像の形の方が好きな人も絶対にいると思う。

　だけどその造形に乗った感情を表す輝かがやきが、ルイスの竜落子とユーグの竜落子とでは段だん違ちがいだった。

「……負けたらすぐに、ルイスは領主じゃなくなっちゃうんでしたっけ？」

「領地主会議は間ま違ちがいなく開かれるだろうねえ……そして、調査委員会の設置も覚かく悟ごしておくべきかなぁ。でも、たとえ一引き分け二敗になっちゃうとしてもまぁ、竜族会議の開かい催さいは大おお事ごとだから、他ほかに何か面めん倒どうな問題でも起きてれば積極的に回かい避ひされるかな……」

「面倒な問題……？」

「今は何も起きてないけどねぇ。竜族会議が開かれちゃったとしたら、うーん、上手うまく有権者の関心を摑つかめばどうにかなるかな……？　キミの光精を分け与あたえられての大竜になるお披ひ露ろ目めが、どれだけ効果的かによるかなぁ。見る者にかなりの感動を与えないといけないかもねぇ」

　空の上で、見る人たちを魅み了りようするパフォーマンスとかをすればいいんだろうか？

　……少年のルイスは、あまり上手く飛べない。空の上で複雑な動きはできないみたいなのだ。

「エミくん、投票時間だ。──ボクはルイスくんに入れてくるよぉ……友人として」

　友人じゃなかったら、ルイスには投票しないってこと？

　ヨアヒムさんでさえ難しそうな顔をして竜鱗の票を作っていた。

「エミ」

「イザベルさん」

　声をかけられて振ふり返るとそこにはイザベルさんがいて、申し訳なさそうな顔をして私を見ていたから、何を言われるのか、聞く前にわかった。

「ごめんなさいね、エミ。もし実力が僅きん差さなら……ルイス様に投票しようと思っていたのよ」

「……ルイスに、入れてくれないんですね」

「ええ、これは、竜族にとって誇ほこりの問題だから」

「ルイスが嫌いなわけじゃ、ないんですよね？」

「絶対に。勿もち論ろんエミのことも嫌いじゃないわ……それだけは伝えたかったのよ」

　まだ投票結果も出ていないのに、泣き出してしまいそうだった。

　けれどそんなことは絶対にしちゃいけないことだとわかっていた。

　ルイスは堂々とみんなの視線を受けて立っている。

　視線の中には気の毒そうな眼まな差ざしや、嘲あざけりさえあるように見えた。それでもルイスは気け圧おされた様子なく、俯うつむかず、顔をあげていた。それってすごいことだって思う。

　──その時、後ろからすごい勢いで何かがぶつかってきて、前のめりに倒たおれそうになった。

　後ろからぶつかってきたその何かが、抱だき留とめてくれたから倒れなかったけれど。

「エ～ミ！」

「ヴァレンティーナ……！　けほっ、どうしたの!?」

　こんな小さな女の子が私を抱き留める力を持ってるとか、竜族ってホント、すごすぎる。

「やっとユーグと旦だん那なさまから逃にげられたから、会いにきちゃった！」

　ニコッと笑うヴァレンティーナが可愛くて、体当たりされた痛みはすぐに忘れてしまった。

　妹もこのくらいの年の頃ころは本当に可愛かった……今だって当然可愛いけど！

　でも、小学校高学年くらいから身長がぐんぐん伸のびて、私の背せ丈たけを越こえたくらいから、可愛いっていうよりかっこよくなっちゃったんだよね。

「エミ、わたしのこと隠かくして！」

「隠すって、またユーグに追いかけられてるの？」

　ユーグは広場で竜落子と女性の像の傍そばで票集めの口上を述べている。

　私の言葉に、無む邪じや気きなヴァレンティーナは首を横に振った。

「おってくるのは幻げん影えいだよ、影かげの竜！　竜じゃない竜！　影の竜の幻影ごっこ、知らないの？」

　この世界の遊びだよね、たぶん。なんとなくならわかるけど。

　人間にとっても当たり前の知識だとしたら困るし、知らないと言うのはやめておく。私は曖あい昧まいに肩かたを竦すくめた。

「どうしてこっちに逃げてきたの？」

「エミのそばなら、逃げられるきがする！　エミってすっごくいいにおいがするから！」

　言ってることが支し離り滅めつ裂れつだ。

　幼くて気分屋の、無邪気な可愛いふわふわの女の子が、政略結けつ婚こんさせられただなんて何度考えてみても信じられない。

　それにしても私、まだ食べ物系の匂においがするみたい……人によっては嫌いやな匂いじゃない？　歯は磨みがきはきちんとしてるし、食べこぼしもついてないと思うんだけど……。

「あっやだ。ユーグが来る！」

　どうやら妹が私のところにいることに、ユーグが気づいたらしい。

　人ひと混ごみを搔かき分けて猛もう然ぜんとこちらに近づいてきていた。それに気づいたヴァレンティーナが私から離はなれて再び人混みに紛まぎれると、ユーグはそれを恐こわい顔で追っていった。

　口とガラの悪いお兄さんだけど、あれはヴァレンティーナを心配しているだけじゃないかな。

　少年のルイスはユーグがひどい大人になったと嘆なげいていたけど、そんなんじゃないと思うな。

「こんな場所でガキを遊ばせるなよな。怪け我がをしたらどうするんだ」

　ぶつくさ言いながらヨアヒムさんが戻もどってきた。ヨアヒムさんの口が悪いのも、やっぱり心配しているからだもんね。

　他の竜りゆう族ぞくの人たちもみんな、微笑ほほえましそうに足の間を縫ぬうように走るヴァレンティーナを見送っていた。

　子供を慈いつくしむ竜族の人たちの温かい目に心が和なごんだ。

　あれだけ動き回っていたら、すぐにお腹なかが減っちゃいそうだよね。またお腹が減ったって騒さわいでお兄さんを困らせそう。

　そんなことを思っていたら、私の肩かた口ぐちから光精が一いつ匹ぴきひょこりと湧わき出した。人混みの頭を越えてふよふよと飛んでいく。

　ヴァレンティーナのところへ行ってあげるのかな？　竜族は竜気が主食だから、竜気たっぷりの光精も大好物だ。他の竜族に捕つかまらないように気をつけてね。

「ヨアヒムさん、お帰りなさい。投票してきたんですね」

「ああ。──まあ、確かに今回は接戦だったかもしれないが、やはり俺の目にはルイス様の作られた竜りゆう鱗りんが至高のものに見えるな！」

「……ヨアヒムさん、それ本気で言ってますか？」

「本気に決まっているだろ。何を勝手に暗い顔をしてるんだ。人間のくせに！」

　腕うで組ぐみをして朗々と言って見せるヨアヒムさんは、確かに本気の顔をしているようにしか見えなかった。ヨアヒムさんのそういうところ、本気で見習わなくちゃと思ってる。

『皆みなさん、投票は終えましたね？　それでは開票を始めます──』

　イザベルさんのお母さんが竜の声を響ひびかせてそう言い終えるや否いなや、その言こと葉ば尻じりを消すかのような大音量の雷らい鳴めいが轟とどろいた。

　そして一いつ瞬しゆんの後、スコールのような大雨が降り出した。

　あまりの激しさに一瞬で身に着けている布は全すべてずぶ濡ぬれになり、首を伝って服の中に入ってくる水の冷たさに悲鳴をあげずにはいられなかった。

「キャーッ!?」

　空はあっという間に分厚い雲に覆おおわれて暗くなり、土ど砂しや降ぶりの雨は重く打ちのめすようで、視界があっという間に悪くなった。

　建物の方角もわからないまま、建物の方へと退散していく人に肩を押されてフラついていると、ヨアヒムさんの声が近づいてきて背中を押してくれた。

「わっ、ヨアヒムさん！」

「さっさと歩け！　あんたは人間なんだから、少し濡れただけで死ぬだろう！」

「それくらいじゃ死なないってば!!」

　廂ひさしのあるところまで逃げ込むと、改めて雨の降り注ぐ庭を見て、その激しさに驚おどろいた。

「今って梅雨つゆなの？」

「ツユ？　なんだそれは」

「梅雨じゃないなら、雨季？」

「ウキ？」

　ヨアヒムさんは猿さるの鳴き声みたいな発音で言うと首を傾かしげた。とその時、視界の全てが黄色く光るほど大きな稲いな妻ずまが空を縦に割り、すぐに激しい轟ごう音おんが響いた。

「ひゃあ……あはは、こわーい……！」

「エミ、ここにいたか！　何を笑っている!!　ヨアヒム、どうしてさっさとエミを乾かわいた部屋へ連れていかない！」

「も、申し訳ありません、ルイス様！」

「すごい雷かみなり！　恐いけど、雷って綺き麗れいだよね……！」

「何をバカなことを。さっさと部屋に戻るぞ!!」

　突とつ然ぜんの雨に降られて混乱している人の合間を縫って、ルイスが私の肩を抱いてその場から離り脱だつしようとするから、私は慌あわてて聞いた。

「投票はいいの？　今、お祭りの最中でしょ？」

「それどころではないはずだ。──今は部屋へ戻り、着き替がえるぞ」

　それどころではない？　ルイスの言葉に疑問を持ちながらも、ぐいぐいと肩を押されて部屋に戻ると、すぐ風ふ呂ろ場ばに叩たたき込まれた。

　私が温まって出る頃には服が用意されていて、服を着替えて部屋に戻ると、ルイスが入れ違ちがいに「俺も入る」と言って風呂の中に消えていった。

　一人着替えた私は、未いまだに降り続く雨と黒く染まった雲に走る稲いな光びかりを見上げ、バルコニーの窓越ごしに、見み惚とれていた。

「……そんなに好きか、雷が？」

　しばらくして、出てきたルイスが呆あきれたように言うから少しだけ羞しゆう恥ち心しんを覚えたけれど、それでも好きなものは好きなんだから、仕方ない。

「非日常って気がして、好きなの……いつもと違うことが起こるような気がして」

　だから私はこの不思議な異世界のことも好きだし、ここで過ごせる時間を大切に思っている。

　普ふ通つうだったらこんなことは起こらないよね？

　ここにいる間は私の世界でほとんど時が進まないから、私は弟てい妹まいのためにやらなきゃいけない全ての役割を忘れることさえできるのだ。

　二人のために何かをするのが嫌だなんて言うつもりはないけれど……こんな風に、お姉ちゃんとしてじゃなく、ただのエミとして過ごせる時間があるのって、すごく新しん鮮せん。

　この奇き跡せきみたいな出来事に、出会いに感謝しながら、早めにやってきた私だけの夏休みを、嚙かみしめるように過ごしているのだ。

「いつもと違うこと、か……確かにな」

「ルイスは雷が嫌きらい？」

「空を飛んでいる時に当たると痛いぞ」

　それは雷が嫌いにもなる。ていうか、痛いだけで済むのはすごいね？

「よく治められた、竜気に満ちた土地ではこんな天候になることはほとんどないんだがな」

　ルイスはひどく苦々しげに言った。

　……部屋の気温が下がった気がした。もしかしたら、外の気温も急激に下がっていっているのかもしれない。何しろ天候は、最悪だ。

　震ふるえていたつもりはなかったけれど、ルイスは私の肩に毛布をかけてくれた。

「おまえの世界では違うのかもしれないが、この世界では、こんな作物を押し流すような激しい雨が降ることも、当たれば死人が出そうな雷が落ちることもない。──その地に竜気が満ちているならば」

　そういえば竜族は、竜気という力を操あやつることができて、この力が土地に満ちるように調節しているという。

　そうすることでその土地は暑くなりすぎることも寒くなりすぎることもなく、いつも暮らしやすく快適に過ごせるようになるみたいなこと、言っていたっけ。

　だから私は、竜族って神様みたいですごいなって思っていたんだった。

「……竜気、満ちていないってこと？」

「先日視察に来た時には問題はなかった。ダブロフスキーが何かヘマをしたとも考えにくい」

　竜気が不足していたりすると、暑くなったり寒くなったり、突然大雨が降ったりすごい雷が鳴ったりするらしい。

　それ自体は、私にとってはたまにあっても仕方のないことだと思うくらいだけれど、竜族にとっては大問題みたい。

「ルイスくん！　エミくん！　乳ちち繰くり合ってるところすまないけど──」

「乳繰り合ってなどいない!!」

　バシンと扉とびらを開けて入ってきたのは、ロイさんだった。

　反射的に叫さけんだルイスに「それどころじゃないからねぇ？」とロイさんは咎とがめるように言うけれど、それならルイスが赤くなるような変なことを言うのをよしてほしいよね！

　ロイさんみたいな人が押し入ってきたら、私が部屋にいても全然意味がないんじゃない？

　私がいることで侵しん入にゆう者の押し入りを防ぐことって、本当にできる??

「事件発生だよぉ、ルイスくん！　……竜気の強ごう奪だつ事件だ！」

「なんだと!?」

　ロイさんを睨にらんでいたルイスが、一瞬にして真しん剣けんな顔つきになった。

　その表情の険しさに驚いていると、ロイさんが補足してくれた。

「エミくんにもわかるように言っておくと、ものすごく悪い犯罪だよ！　犯人は捕つかまったら死し刑けい間ま違ちがいなし!!」

　殺人事件並みにとてつもない事件が起きたということがわかった。

　驚いて、ルイスと共に急いでロイさんについて行く。

　事件現場となっているのは、庭園のようだった。人だかりができている。イザベルさんが初日に出で迎むかえてくれた時、シュリフの花か壇だんがあると教えてくれた場所だった。

　ルイスを目の敵かたきにしている兄ゲルティたちがいたから、今度ゆっくり見させてもらおうと思っていたのに。

「何これ……酷ひどい……！」

　花も草も、無残にも枯かれて茶色く干ひからびていた。元々は焦こげ茶ちやだったらしい土の色は赤茶色に代わり、枯こ渇かつし果てていた。

　その花壇の中央の方は砂になってしまっていたけれど、乾いているというわけでもなかった。

　ただ何か、生命のようなものが吸い尽つくされて、四方五メートルくらいは死の土地のようになってしまっている。

　何かおかしなことが起きているのは見てすぐにわかった。

　おかしな、恐おそろしいことが起きている。

「あいつがやったに違いない!!」

　鬼おにの首を取ったように叫ぶ人がいた。ゲルティだった。

　ルイスのお兄さんだからという理由ではもう好きになれない。

　そんな人がまっすぐ指差しているのは、私だ。

　彼は歪ゆがんだ笑えみを浮うかべて私を示し、吐はき捨てるように続けた。

「あの人間は、竜りゆう鎮しずめ！　光精を取り込んで隠かくす邪じや悪あくな生き物！　あいつがやったに違いない！　ルイスが連れ込んだ、信じられないことに許いい嫁なずけだというあの人間の女が!!」

　犯人と目されたら死刑になる、そういう罪の濡ぬれ衣ぎぬを着せられそうになっている……？

　反論しなきゃいけない。けれど、濡れ衣を着せられたという事態の、その恐ろしさのあまり喉のどが塞ふさがってとっさに言葉が出て来なかった。

　ゲルティは私が何も言えないのを見るや否いなや「ほら！　何も言えないのはこれが真実だからだな？　認めたも同然だ!!」と高らかに叫んだ。

　その場にいる、竜りゆう族ぞくの人たちがみんな、私を見ていた。

　イザベルさんも、イザベルさんと手を取り合っているイザベルさんのお母さんも、その隣となりにいるお父さんも。

　ゲルティや、その傍そばにいる、眠ねむるヴァレンティーナを抱だきかかえるユーグも。

　そんな中、私の肩かたを摑つかんで、抱き寄せる人がいた。その温かさに涙なみだが出てきた。

「ルイス……！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、エミ。──ロイ、説明しろ」

「勿もち論ろんだよ、ルイスくん。みんな、聞いてほしいというか、普通にここにいる多くの人は知ってると思うんだけど、竜鎮めは竜鎮めだなんて呼ばれてるけど、竜族の身体からだから固有の竜気を抜ぬくことはできないし、土地を殺すような形で光精を吸い上げることもできないんだよねぇ」

「何が言いたい！　お前などに何がわかるんだよ！」

「ゲルティくん。ボクはゴッドヴィーンの元教師で、研究者だ。キミよりは詳くわしいと思うよぉ」

　ロイさんにぴしゃりと言われて、ゲルティは怒おこった顔のまま固まった。

　それを見届けると、ロイさんは淡たん々たんと、講義を開始した。

「──竜鎮めが光精を溜ため込むのは単なる体質。竜鎮めの意志というより、それは光精の意志なんだよぉ」

　ロイさんの言う通り、そこに私の意志はない。

「肥えた土地から溢あふれる光精が新しい住すみ処かとして竜鎮めを選んでその中に入るだけなんだよぉ。光精にとっては、住処として竜脈やその水と竜鎮めは大して変わらないものなんだろうねぇ」

　難しいことはわからない。でも私にできることじゃないってロイさんが説明してくれているのはわかる。

　足の感覚がなくて、倒たおれるようにルイスの胸にしがみついたら抱きしめてもらえた。──自分が震えていることに、そこで気づいた。

「光精の意志でこの土地を殺そうと決めたんでもない限り、竜鎮めによってこんな風になることはないんだよぉ。つまり何が言いたいかっていうと……これはどちらかというと竜族の仕し業わざだし──」

　ロイさんが意味深な目でルイスを見て、そして、ユーグに視線を移してから顔を上げた。

「こんなに人目のつく場所でこんなことをしたのは、犯人が〝竜星病〟だからじゃないかなぁ」

「竜星病……!?」

　悲鳴じみた声がそこかしこから上がる。

　それは確か、ロイさんが興味はあるけど研究にあまり乗り気ではない病の名だった。

　その単語を聞いたゲルティは、言葉も失うほどに驚おどろいて、凍こおりついていた。

　イザベルさんたちも青ざめた顔をして顔を見かわしていた。

　小さく悲鳴をあげてこの場から逃にげ出した人が出た。その人を見たロイさんは叫んだ。

「イザベルくん！　参加者の名前を控ひかえているかな!?」

「ええ先生！　招待客も全員名前を控えています！」

「ならいいかな……いやよくないけどぉ……う～ん、これって、大竜祭をやってる場合じゃないんじゃないかなぁ！」

　ロイさんの言い方に違い和わ感かんを覚えていると、すぐにその正体を言い当てる人がいた。

「ルイスが不利になっているからと、まさか逃げるつもりじゃないだろうな！」

　ユーグが挑ちよう発はつするように叫ぶ。それを聞いた瞬しゆん間かんのロイさんの冷めた表情を見たら、まさにその通りのことをロイさんが考えていたのだと、私にもわかった。

「確かにルイスくんが不利になりそうだから有う耶や無む耶やに勝負を流したいという気持ちもあるんだけどさぁ……竜星病を放置しておくまずさもわかってるよねぇ？」

　ロイさんも、他ほかの多くの竜族も恐れて逃げ出したくなるほどの病。

　私一人だけどんなものなのかわからずにいると、そんな私一人のために、ロイさんが詳しく説明を付け加えてくれた。

「えーと、エミくんにわかりやすく言うと……竜気を取り込みにくくなる竜族の謎なぞの病気なんだよねぇ」

「竜気って、竜族にとって空気みたいに絶対に必要なものじゃなかったですか？」

「そうそう、エミくんの言う通り。息が苦しくて呼吸したいのに、吸っても吸っても必要なだけの量が吸い込めなくて、無理やり吸い込もうとして、土地から竜気を吸い上げすぎるんだ」

　そう言って、ロイさんは干からびたようになっている土地を見下ろした。

「この患かん者じやは不足した竜気を取り込もうとし、やりすぎて、結果ここの土地を殺しちゃった」

　それが本当か噓うそか、ロイさんの作り話なのかはわからない。

　けれど真剣な面おも持もちでロイさんの言葉を受け止めたイザベルさんは、震ふるえる唇くちびるを開いた。

「ロイ先生、この土地は、元に戻もどるのでしょうか……？」

　イザベルさんが拳こぶしを握にぎりしめながら尋たずねると、「一度死んだ土地に光精が戻ることはほとんどないんだよねぇ」と残念そうにロイさんは答えた。

「永い永い時間をかけて、自然と元に戻るのを待つしかないけど……ボクが生きている間に蘇よみがえるかどうか」

　竜族にとって土地に光精が戻らないということは、受け入れがたい事態らしい。イザベルさんのお母さんが蒼そう白はくになって倒れかけ、傍にいた顔色の悪いお父さんが受け止めていた。

「エミくん、どうにかできないかなぁ？」

「えっ!?　わ、私ですか!?」

　深刻な事態の中、どうしたらいいのか、右も左もわからない──と不安に思いながら周りを見み渡わたしていた私に、ロイさんからとんでもない無む茶ちやぶりがきた。

　名指しをされた私も含ふくめて、みんなが啞あ然ぜんとしていると、ロイさんが解説を始めた。

「キミってルイスくんに光精を分けることができるよねぇ？　その要領で、土地にもえいっと」

「そんな簡単に言われても……竜族の皆みなさんはできないんですか!?」

「ボクらの竜気って、光精が取り込んでる竜気と呼び方は同じでも別物なんだよねぇ。ボクらの固有の竜気なんだ。この世界に満ちるまっさらな竜気を取り込んで消化して、ボクらは自分の中にある器うつわの容量に合わせた固有の竜気を作り出しているんだよぉ」

　ロイさんは白い手て袋ぶくろを嵌はめた自分の掌てのひらの中央を指差してみせた。

「それを他の竜族にあげたり、土地に戻したりすることはできないんだよぉ」

「でも、竜族は土地の竜気をならすのが役目だって！」

「ああそれは、死んだ土地には効果のない方法だねぇ」

　でも、竜族だって人間に竜気を渡わたすことはできた──ルイスは私に力を分けた。

　私がそう考えていることがわかったかのように「竜鎮めは色々と特とく殊しゆだけれど」とロイさんは付け加えた。

　先ほどとは全然別の意味あいで私に視線が集まった。わけがわからなくて、プレッシャーで、逃げ出したい。──身体は自然と逃げ出そうとしていた。

　けれど、親しみを込めて名前を呼ばれて、動けなくなってしまった。

「エミ、お願いよ」

「イザベルさん……だけどそんなこと、できるのかどうか」

「挑ちよう戦せんしてみるだけでもいいの。できなかったからってあなたを責めたりはしないわ。お願いよ。死んでしまった土地は、広がるのよ！　光精がどんどん逃げていく……そんなことになったら、私たちダブロフスキーだけでなく、シュテルーン領すべてに迷めい惑わくがかかるわ！」

　駆かけ寄ってきたイザベルさんに、手を摑まれて懇こん願がんされる。

　たくさん親切にしてくれたし、失礼なことをしても許してくれたイザベルさんの恩に報むくいたくて、私は頷うなずいてしまった。何もせずに逃げ出したいだなんて、どうしても言えなかった。

「やってみます……でも、何かができる自信なんて、本当に全然ないんです……！」

　イザベルさんにそう言いながら、私の視線はロイさんに吸い寄せられた。

　ロイさんは不安と恐おそれにざわめく周囲を見渡して、どこか満足げに見えた。

　ルイスのために、勝負の行方ゆくえを晦くらましてしまうために、この場を搔かき乱そうとしているの？

　だとしたら、もしかして、私も協力するべきなの？

　でも、なんだか納なつ得とくがいかなくて、自分が何をするべきなのかわからず躊躇ためらいが生まれてしまったけれど……今、私に助けを求める友人のために、できることをするのは、きっと悪いことじゃないって、信じたかった。
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　その道を見み極きわめるのに一日、習得に二日を要し、遂ついに自由自在に光精を出す技わざを習得した。

　鍵かぎはカメ●メ波。すべては部屋で練習していた弟のおかげ！

　自分より先にお姉ちゃんが手から光の玉を出せるようになったと知ったら弟に羨うらやましがられてしまいそう……。

　とはいえ一度に出せる光精は一いつ匹ぴきがやっとだ。

　これじゃ全然、ルイスの大だい竜りゆうへの変へん化げには足りないらしい。

　私がやるべきは、出てきた光精の説得だった。

　ルイスの次の試合があるから、そんなに時間はかけられない。

　向き合っていると、この光精という生き物には意志があるんだっていうのをすごく感じる。

　理由はわからないけれど、ともかくこの子はこの荒あれた土の中に戻るのを嫌いやがった。

「でも、元はここにいたんでしょ？」

　私は一人濡ぬれた庭園の片かた隅すみに戻り、そこで光精とコミュニケーションを取っていた。私の問いに光精は横よこ揺ゆれする。違ちがうという意味みたい。

　まあ、あなたは私が竜の町にある竜脈の洞ほら穴あなから連れてきた子だから、違うんだろうけど。

　でもここは元々、光精が住んでいた土地ではあるんでしょ？

「何が嫌なのかはっきり言ってくれないと、私にはわからないからね！」

「大変そうね、エミ……」

「イザベルさん！　ちょっと待ってください。イザベルさんが近づくと、光精が逃げちゃう！」

　光精をキャッチすると、せっかく出したのにまた私の中に吸い込まれて消えてしまった。

　それを見て、そっと近づいてきたイザベルさんは、お茶のカップを手て渡わたしてくれた。

「ありがとうございます、イザベルさん」

「お礼を言うのは私の方よ……当然、エミがやり遂とげられるかどうかは別の話だとわかっているのよ。ただ、光精と対話だなんて、竜族にはとてもできないことだもの」

　お茶を私に渡すと、イザベルさんは離はなれたところに佇たたずんで、様子を見守る姿勢に入った。

　私も喉のどを潤うるおすと、再び光精を出して、説得に入った。

「えいやっ！　出たね！　ほら、観念してちゃんと何が嫌なのか言いなさい！」

　とは言ってみたものの、どうしたら光精の意志を確かく認にんできるのか、そして、その意志をどうやって変えればいいのか、さっぱりわからなかった。

　光精も意地悪をする気はないんだろうけれど、意地悪をされている気分になる。

「どうしたらここで暮らしてくれる気持ちになる？」

　体育座りで光の玉に話しかけるのって、私自身からしてみるとすごく滑こつ稽けいだ。なんだかものすごくバカなことをしているような気分になってくる。

　そんな姿をイザベルさんに見られていると思ったら恥はずかしくて涙なみ目だめになった──その時、不意に勢いを付けるように宙を動いた光精が、私の額にぶつかってきた。

　光精には質量がないはずなのに、ぐわんという衝しよう撃げきを頭に感じた。

　ひどい眩暈めまいのような衝撃に目の前が真っ暗になる──その暗いスクリーンに、一いつ瞬しゆん白い花畑の映像が映った。

「エミ!?　大だい丈じよう夫ぶ？」

　気づくと私は地面に倒たおれていたようで、イザベルさんが抱だき起こしてくれていた。

「ん、大丈夫、です……あれは、シュリフの花畑……？」

「シュリフがどうかしたのかしら？」

　肩かたを支えながら、イザベルさんは心配そうな顔をして言う。

　私はくらくらとする頭を押さえながら、考えるより前に湧わいてきた言葉を口に出していた。

「シュリフの花をたくさん植えれば、光精は戻ってきてくれる」

「それは、本当……？」

「あっ、えっと。たぶんなんですけど……」

　くらくらが治まってくると、途と端たんに自信がなくなってくる。

　けれど光精が頭にぶつかった瞬しゆん間かんは、そうに違いないと確信していた。

「光精が頭に飛び込んできた後に、瞼まぶたの裏側に白い花畑が見えたんです。あれは光精が私に、これを用意してくれるんならいいよ！　って言いたかったんだと思います。ううん、絶対にそう……！」

　まるで、私の頭の中に入った光精が、語りかけてくるのを聞いたかのような気分だった。

「あの白いチューリップの首が折れたみたいな花は、シュリフですよね！」

「ちゅーりっぷというもののことはわからないけれど、もしそれで解決するなら話は早いわ。人間の農家と契けい約やくしているのよ。美しいシュリフの花の苗なえを定期的に送るよう──今すぐにもらえないか交こう渉しようしてくるわ！」

　イザベルさんは叫さけぶと、その場でその肌はだを瞳ひとみと同じ美しい緑色の宝石へと変化させた。

　次の瞬間、首に衣服を引っかけた姿の緑色の竜になると、空へと飛び立っていった。

　イザベルさんの羽ばたきが雲に影えい響きようを与あたえたわけじゃないだろうけれど──最近不安定になってしまった空模様が移り変わり、東の空へ飛んでいくイザベルさんを後しり目めに、大おお粒つぶの雨がまた降ってきた。

「キャー！　冷たい！」

　走っていると、まだ屋根に辿たどり着かないうちから私に降り注ぐ雨は遮さえぎられた。

「あっ、ルイス！」

　それは、大竜へと変化しているルイスだった。

　──警けい邏ら、つまりパトロールと称しようして、ユーグより大きな竜になれる姿を披ひ露ろうしているのだ。

　万が一、竜族会議が開かれてしまった時のために、関心を集めるためにもこの町の竜族全員に姿を見せるために飛んできてくれたのだろう。

　ユーグはといえば、初めは対たい抗こうするみたいに警邏に名乗り出ていたけれど、比べると明らかにユーグの方が小さく見えてしまうと気づいてやめたみたい。

　ルイスは翼つばさを広げて滑かつ空くうしてくると私の傍そばに降り立ち、雨あま粒つぶが当たらないようにしてくれた。

　私が屋根のあるところまでくると、また飛んで行った──竜の姿から人の姿になると、ルイスはまた少年になってしまうのだ。

　まだ羞しゆう恥ち心しんを克こく服ふくできていないから、ルイスは少年になった後で大竜になっている。ひと目があるかもしれない場所では人の姿に戻もどれない。

　ルイスをバルコニーで出で迎むかえるために、私は急いで部屋へ戻った。

　用意された部屋に戻ると、ちょうどルイスも元に戻るところだった。

　少年になってしまったその姿を見られないよう──というか、そもそも裸はだかなので他ほかの人に見られないよう、すぐその身体からだに毛布を巻きつけてもらい、私はバルコニーのカーテンを引いた。

「さっきはありがとう、ルイス。濡れちゃったね……」

「おまえもびしょびしょだな。一いつ緒しよに風ふ呂ろに入るか」

「えっ!?」

　言いながら、ルイスは私の腕うでを引く。けれど私はその場に全力で踏ふみ留とどまった。

「エミ、何か問題があるか？」

「ほら、大人のルイスと私はまだその、婚こん約やく状態で、結けつ婚こんしているわけじゃないからね……!?」

「本当に？」

「へ？」

　肩を押されて簡単に後ろに倒されてしまった。

　すごく驚おどろいたけれど、幸いすぐ後ろにソファがあったから、床ゆかに頭を打たずに済んだ。

　すぐに起き上がろうとしたけれど、上からルイスに押さえつけられて身動きが取れなくなってしまった。

　少年にしか見えないのに、彼は竜りゆう族ぞくだから、人間の私とは比べものにならないほど力が強い。

「本当に、まだ婚こん姻いんしていないのが理由なのか？　俺の前での服の着ちやく脱だつを拒こばむのは、服に何かを仕込んでいるからじゃないのか？」

「え？　……えっ!?」

「成人した俺は甘すぎないか。これまでは大丈夫だったとしても、どこかで唆そそのかされたかもしれない。金や権力を与えると吹ふき込まれたかもしれないじゃないか。そして俺を殺すための暗器か何かを隠かくしているとか。だから無防備な姿になるのを嫌がるし、服に触ふれられるのも嫌がる」

「そ、そんな理由じゃ……!?」

　弁解の言葉を口にしようとした私の喉を、ルイスが細い指で軽く押さえる。

　私の顔を覗のぞき込むルイスの表情には幼さがなく、裏切りを警けい戒かいする緊きん張ちよう感かんに張り詰つめていて、私は言葉を失ってしまった。

「ユーグだって俺から離れたんだろう……!?　理由はなんだ!?　わからないけど、あいつがいなくなるなら、他のやつのことだって信じられない！」

「……何かきっと、理由が」

「理由がなんだって、俺は嫌だ！　嫌だ……ロイ先生はおまえなら大丈夫だって言ったのに！　なんでだよ……!!」

「ルイス……ごめんね、ルイス」

　その小さな頭を抱だきしめると胸がルイスの涙で濡ぬれるのがわかった。

　私が自分のことばっかりで、ルイスのことを考えないから、不安にさせてしまった。

「おまえも裏切るのか。俺の許いい嫁なずけなのに……家族だって言ったのに！　俺を一番には、選ばない……！　こんな未来は、嫌いやだ、こんなの、嫌だ、嫌だ、認めない、俺は絶対に、認めな──！」

　ルイスに申し訳なくて胸が潰つぶれるほど悲しかったけれど、胸に抱きしめているルイスの身体からパキッと音が聞こえた時は、流石さすがに嫌な予感がした。

　嫌な予感はしても、振ふり払はらうことはとてもできなかった。私の腕の中、ルイスは現実を拒む言葉を吐はきながら、パキリパキリと音を立てる。

「こんなの、嫌だ。嫌だ、嫌だ、嫌だ──！」

　成人した姿に上手うまく変へん化げすることができず自然と戻るのを待つしかなかった少年のルイス。

　けれど、今の己おのれの姿を拒むことで、彼は変化を、ある意味成功させてしまった。
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「エミ!!　聞いてちょうだい！　人間の農家でシュリフの花の収しゆう穫かくを手伝ってどうにか一株を分けてもらってきたの、よ──」

　バタンと遠えん慮りよなく開かれた扉とびらの向こうに、興奮気味のイザベルさんがいたけれど、その顔からはすぐに表情が抜ぬけ落ちて、その手にある植うえ木き鉢ばちを今にも落としてしまいそうだった。

「き、きゃあああああああああああっ!!」

　イザベルさんは植木鉢を抱きしめたまま絶ぜつ叫きようして走り去っていった。

　そうなるのも、無理はないかも。

　少年のルイスの姿を見られなかったのは不幸中の幸いというか、幸い中の不幸というか──。

　私も絶叫して走り去りたい……。

「私が目を閉じてるうちに、服を着ていただけると、とても助かるなぁ……！」

「どうしてこうなった!?」

　私はゆっくりルイスの頭から手を離はなして目を閉じた。

　少年のルイス……空を飛んで帰ってきたばかりで、腰こしに引っかかる毛布以外何も身に着けていなかったの……！

　少年ならそれでもいいけれど、成人したルイスはダメ!!

「悲鳴が聞こえたからと来てみれば、昼間っからお盛んだねぇルイスくん」

「ロイさっさと扉を閉めて立ち去れ!!」

「エミくんの貞てい操そうを守るためにいた方がよくない？」

　結果的にいてもらうことになったけれど、その後なぜかイザベルさんとご両親がいる居間に連行されるはめになった。

　さながら職員室に呼び出された生徒が私とルイスで、生活指導の先生がイザベルさんのお父さんとお母さん……。

　ロイ先生は板いた挟ばさみになった担任の先生かな？　それにしては楽しそう。

「あー、お呼び立てして申し訳ない、ルイス様。我々も娘むすめの悲鳴が聞こえたのでお話を伺うかがいたいと思ってとっさに人をやってしまったのだが、どうも娘の話を聞いていると──」

　恰かつ幅ぷくのいいお父さんは髭ひげをよじりながらすまなそうに言った……怒おこってはいないみたい。

「結婚前とはいえ許嫁ですよ、イザベル……同じ部屋にご案内した以上、そういうことはあってしかるべきでしょう。それともあなたはまだルイス様に未練があったというの？　そういうことでしたら、私に言ってくれれば」

「違ちがうわお母様！　まだエミはとてもとても若いのよ！　ええと、いくつだったかしら、エミ？」

「えっ!?　じゅ、十七歳、です……」

　矛ほこ先さきが向いて慌あわてて答えると、イザベルさんは白いハンカチを手に涙なみだながらに嘆なげいた。

「十七歳！　まだほんの子供なのよ！　そんなうら若い娘に裸で無理やり迫せまるルイス様……！　エミは抵てい抗こうできずに……なんてことなの!!」

「誤解があるようなので訂てい正せいさせてもらいたいんだが──」

「黙だまってルイス様！　こういう時の男の言葉ほど信しん頼らいできないものはないわ！　エミ！　どうしてあんなことになったのかしら!?」

「ええっと、その──」

　なんて言えばイザベルさんが納なつ得とくしてくれるのかわからなくて混乱した頭で考えてみたけれど、やっぱり答えが全然出ない。

「エミ……あなたが自分から誘さそったというの？」

「ち、違います!!」

「あちゃぁ～、そこで頷うなずいておけばこの話は終わったのにねぇ～」

「ひぇ、ロイさん!?」

　ロイさんは絶対に事の経けい緯いを理解しているはずだ。

　ニヤニヤと面おも白しろがっていないで何かフォローを入れてほしい……！

　そこでヨアヒムさんは進み出ると、真ま面じ目めな顔で余計なことを言い出した。

「ルイス様……あなたのお心がエミの上にあることはもうわかりましたので、別に素す直なおになられてもいいんじゃ──」

「逆にどうしてヨアヒムさんはそうなの!?」

「ああ？　あんたのことを認めるって言ってやってるんだろうが！　何が不満なんだ!!」

　本当に状じよう況きようを理解していないの？　ルイスが少年の姿になっていたのを隠そうとしているだけなの？

　なんか違う気がする。ヨアヒムさん、本当にルイスが私を押し倒たおそうとしたと思ってそう!!

「なんでそもそも、ルイス様は裸はだかだったのよ！」

「お風ふ呂ろに、入ろうとしてただけなんです！」

「だからって、エミの前で裸になる必要があるかしら!?」

「えーっと」

「エミ、素直に白状しなさい。証しよう拠こはあがってるのよ!!」

「そ、それは、あの、い、一いつ緒しよに入ろうって言われて──!?」

「おい待てエミ深呼吸をして落ち着いてから発言をしろ」

　追い詰められた犯人の気持ちになって、どうにか問題ない範はん囲いで正直に説明をしようとするけれど、言葉選びを間ま違ちがえたかもしれない。

　ルイスが早口で言うけれど口から出た言葉は戻もどらないしイザベルさんに聞かれてしまった。

　でも、一番バレたらいけないのは、少年の姿になってしまうことだよね!?

　生なま温ぬるい笑えみを浮うかべて見守ってくれるイザベルさんのご両親の横で、イザベルさんはわなわなと震ふるえ出した。

「ルイス……様!?　なんてことを……！」

「違う、待て、違うだろうエミ!?　イザベルに説明しろ！」

「無理、やり？　引きずり込もうとしたというのね!?　許嫁なんだからいいじゃないと！　毒どく牙がをむき出しにして襲おそいかかったのね!?」

「ち、違います……！　無理やりなんかじゃ……！」

「無理やりでは、ないというの……!?」

「!?　そ、そうだ……ご、合意の上、だ……!!」

　ルイスは目を白黒させながら話を合わせてくれたけれど、真っ赤になってしまった。

　私も顔が熱くてたまらない。でも、とっさの噓うそとか、どうしても考えつかなかったの……！

「いいわねぇ、若いって。私たちにもこのような時がありましたね、あなた」

「ああ、そうだね、おまえ」

　イザベルさんのご両親は仲なか睦むつまじい様子で見つめ合い手を取り合うと、そっと顔を近づけ、キスをした。えっ!?　いきなりキス!?

「ル、ルイス様……責任は、きちんととるつもりでしょうね……？　エミが人間だということもあって、この婚こん約やくはそのうち破は棄きされるものだと思っていたのよ。だから私はエミのことが心配だったの。でも、そこまでのことをされているのなら──！」

　イザベルさんは隣となりでご両親が濃のう厚こうなキスシーンをしていることに気づいているのかいないのか、まったく触ふれない。他ほかの人も誰だれも気にする素そ振ぶりを見せない。

　えっ!?　私がおかしいの？　こんな時にすることかな？　人前だよ？　みんな見てるよ？




　ソワソワしている私の横で、ルイスは赤い顔で咳せき払ばらいをすると、口を開いた。

　──イザベルさんを適当に誤ご魔ま化かす噓を口にするために。

「もし、エミにその気があるのであれば──俺の方の用意はしておくつもりだ」

　そう、噓だよ。噓だって、異世界人である私にははっきりわかってる。

　わかっているのにどうして身体からだが震えてしまったんだろう。勝手に心まで震わせて。

「どうして泣く？　エミ──喜んでくれ」

　この部屋にはイザベルさんとそのご家族がいる。

　だから喜ぶ演技をしろってことだよね？　わかってる──泣いていてもきっと、今の私は嬉うれしそうに見えるだろうから、大だい丈じよう夫ぶだよ、ルイス。

「ありがとう、ルイス」

「おまえにも、その気はあると考えていいのか？」

「うん、勿もち論ろん……！」

　ルイスにとってこれは演技。

　何もかもが噓だってわかっているのに、そのプロポーズのような言葉を嬉しく思って、心を震わせているだなんて、すごく滑こつ稽けいだった。

　喜びに震える私の演技はきっとアカデミー主演女優賞だってとれそうなほどの名演技だ。

　だけど、ルイスがダメ押しとばかりに唇くちびるへのキスをしてこようとしたのは、俯うつむいて避よけてしまった。

　だって何もかも噓だとわかっているのに、これ以上幸せな気分に浸ひたるのは辛つらすぎる。

　いきなり人前でキスをしようとしたルイスにイザベルさんが何か言うかなと思ったけれど「まあ、微笑ほほえましい」と流された。

　手を繫つないでるのを見ただけで慌てふためいたイザベルさんが、微笑ましいで済ますの??

　イザベルさんのご両親はまだキスしているし、ロイさんもヨアヒムさんも特に何も特別なことはないって感じの態度だった。

　なんで？　手を繫いだだけであれだけみんな騒さわいでいたくせに、なんでなの!?




　その後、イザベルさんは問題の土地にシュリフの花を植えた。

　そのうちここはシュリフの花でいっぱいの花畑に戻るからと説得すると、渋しぶ々しぶといった感じだけれど、光精はシュリフの花に吸い込まれるようにしてその枯かれた土地に戻ってくれた。

　それを見て、イザベルさんもご両親も、涙を流して喜んでくれた。
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　領主であるルイスの直ちよつ轄かつ地のスタブはゴチャゴチャとした都会っていう感じで、竜りゆうの町は洗練された都会という感じだった。

　イザベルさんのお父さんが治める町ダブロフスキーは、白い石造りの街並みが美しく、色しき彩さいや建物の高さも統一されていて、観光都市といった感じだ。

　ユーグとヴァレンティーナの故郷、フロックは──。

「すっごい大自然……！」

「ド田舎いなかだな」

「おいルイス！　悪口聞こえてるからな!!」

　前を行くユーグが馬の上から振ふり返って睨にらんできた。

　私は軽く頭を下げたけれど、ルイスはそっぽを向いている。

　私とルイスは竜りゆうの落おとし子ご車に乗っているけれど、背中に乗せる箱の種類を変えていて、オープンカーみたいな状態になっている。山の上から風が吹ふき下ろしているのか、涼すずしいのが心ここ地ちいい。

「二回戦、オレに負けて悔くやしいのはわかるが、仮にも領主として特定の地域を貶けなすのはどうかと思うんだが！　まあ！　その地位はすぐにオレのものになるんだが！」

「貶しているのではなく事実を述べたまでだ。前を向いて操縦した方がいいんじゃないか？　馬は竜落子ほど賢かしこくはない」

　ルイスの言葉がわかったみたいにルイスの竜落子ロロちゃんが、首だけひねって振り返ると、大きな目でウィンクしてくれた。

「可愛かわいい……！」

　少し心を和なごませてもらって、ホッと息を吐つく。ルイスとユーグはずっと険悪なムードだった。

　少年のルイスは、成人後にユーグと仲なか違たがいすると知って、とても悲しそうだった。あれからルイスは少年になっていないから、話ができていない。少年のルイスは現状を受け入れられず、自分の意志で大人に変へん化げした。変化できたのはいいことかもしれないけれど、あんな形で少年のルイスと永遠にお別れだなんて、寂さみしすぎる。

「それにしてもよ、ルイス。竜星病ってお前なんじゃねーの」

　唐とう突とつに、ユーグの罵ば倒とうの質が変わった。ルイスもまた憎にくまれ口ではなく冷静に応じた。

「何を根こん拠きよにそう考えた？」

「竜星病だから、その人間の女を許いい嫁なずけだなんて言い出したのなら納なつ得とくがいく」

　言いながら、ユーグは周囲の人を意味深に下がらせた。

　警けい戒かいした顔つきになるルイスだけれど、ユーグは言いがかりをつけようという感じじゃない。

　ゲルティとは違ちがって決めつけようという風ではなく、ユーグはとても真しん剣けんな顔つきでルイスと向かい合った。

「お前は愛だの恋こいだの言うタイプじゃないだろう？　だから人間に惚ほれただなんて冗じよう談だんだって初めから思ってたんだぜ？　自分の役割に相応ふさわしい女を選ぼうとするはずだ。だから何か裏があるんだろうとは思っていたが、それが何なのかわからなかった……竜りゆう王おう選に向けた、なんかの仕込みじゃないかと想像していたんだが」

　ロイさんが言っていた。竜族が抱かかえる問題を解決する糸口をつかんだ人が次の竜王に選ばれるだろうって。出生率や竜気の減少だったっけ。

　私が何をどうしたらみんなの問題が解決できるのかなんてわからないけれど、竜りゆう鎮しずめをそのために用意したんだろうと思う人がいるみたい。

　ユーグもその一人だったらしいけれど、考えが変わったみたいだった。

「だが、何らかの理由があって、人間の女だろうと傍そばに置いておかないといけないとしたら？　人間の女を傍に置いておく理由がお前の弱点になるからお前はそこを隠かくし、表面的には恋の惚れた腫はれたが原因だと主張することにした──そう考えれば辻つじ褄つまが合う」

　ユーグは、ルイスのことをよく知っていると思った。

　ルイスが奥さんを選ぶ方法についてもそうだし、私を傍に置いている理由も、ある意味ドンピシャだった。

　ロイさんはともかく、傍で聞いているヨアヒムさんは少し前のルイスと私を知っている。

　ユーグの言葉から、あの時の私たちの様子を思い出して、ルイスの力が一時的に私の中に紛まぎれ込んでいたことに気づいてもおかしくない。

「なあヨアヒム、お前は何か知っているんじゃないか？」

「はあ？」

　──だからヨアヒムさんに探さぐりを入れられてドキッとしてしまったけれど、私たちの右手側を馬で並走するヨアヒムさんはものすごく退たい屈くつそうな顔をしていた。地平線の向こうで草を食はむ竜落子を見つめていて、ユーグに返したのは生返事だった。

「随ずい分ぶんと気が抜ぬけているんじゃないか、ヨアヒム？　お前は仕える主人の許嫁が人間ってところに引っかからないのか」

「そりゃあ引っかかったし反対したさ！　だがもう……仕方ないだろ……」

「ルイスは竜星病で、傍に置いておきたくて人間を置いているんじゃないかもしれないぜ？　ルイスを助けたいとは思わないのか？　忠実な部下として」

「ああ、この二人はそういうんじゃないからな。俺はもう諦あきらめてる」

　ヨアヒムさんから見て、私たちってどんな風に見えているんだろう。何を諦めてるんだろう……。ユーグも気になったらしく、目を細めて問い質ただす。

「諦めてるってのはつまり、ルイスの病のことかよ？」

「はああ？　そういうことじゃなく、ルイス様はこの女に惚れてるって話だよ！　人間なのに！　惚れきってる。べた惚れなんだよ！　引き離はなせないし、もうしょうがないだろ!!」

　ヨアヒムさんは盛大に勘かん違ちがいして、私たちの演技に騙だまされてくれているみたい。

　思おも惑わく通りなんだけれど恥はずかしいから声を小さくしてほしい。

「うーん、手て強ごわいな。──ロイ先生！　竜鎮めの人間っていうのは竜星病を治せると思うか？　元生徒として聞きたいんだが」

「そうだねぇ……普ふ通つうの竜族より竜気の吸収効率が極きよく端たんに落ちるという症しよう状じようがみられるから、その原因が光精にあればあるいは、ってところかなぁ」

　竜星病というのは、本当に竜族全体を悩なやませている病気らしい。

　この病の解決もまた、竜王になる条件の一つなのかな？

　敵とか味方とか、そういう壁かべもなく、ユーグとの間に議論が始まってしまって驚おどろいた。

　ヨアヒムさんがぐいと馬の上で身を乗り出して意見を言う。

「竜星病は神に見捨てられた竜族に発はつ症しようする病だと言われているからですか、先生？　光精は神の使いだから？」

「ヨアヒムくん、ボクは現象とか病とかをいちいち神様に結びつけるの好きじゃないんだよ～。知ってるでしょぉ～。ボクの夢はそういう曖あい昧まいな理由付けをされているこの世の全すべての謎なぞを紐ひも解とくことだってぇ」

「そうですが……」

「神様に非のないことまで神様のせいになっちゃいそうだからさぁ～。そういうのは分けて考えようねぇ。死ぬ直前まで考えてもわからなかったらぁ、神様の御み業わざでしたってことにしてもいいからさぁ。ボクは当分死ぬつもりはないけどねぇ」

　司祭という地位の資格を持っていて、私とルイスの婚こん約やく式を取り仕切ったヨアヒムさんは渋しぶい顔をしつつも頷うなずいた。

　ユーグさんは竜りゆう族ぞくの未来を憂うれえているのか、改めてロイさんを見やった。

「その女は光精に纏まつわることで、なんかできるのか？」

「キミも知ってるはずだけどぉ。身体からだから光精を出したり引っ込めたりできるよねぇ」

「竜鎮めの人間が竜星病のルイスに光精を与あたえて、周囲の目を欺あざむいてる、ってことはないのか？」

「う～ん。もしかしたらそういうことはできるかもしれないけど、ルイスくんがもし竜星病だったら、たまに暇ひまつぶしで彼らの部屋に押し入るボクが気づかないはずがないよねぇ」

「ああ……そりゃ、ロイ先生が気づかないはずもない、か」

「随分と興きよう味み津しん々しんだねぇ、ユーグくん」

「もしルイスがそんな病なら──昔の好よしみだ。助けたいからな」

　ユーグの言葉に、ルイスが目を瞠みはる。

　敵対していても、今は戦っていても、心の奥底では友達だってこと？

　少年のルイスにも、今のユーグの言葉を聞かせてあげたかった。

　ううん、次に少年の姿になってしまったら、私が伝えてあげなくちゃ！

　それにしても、ロイさんが暇つぶしで人の部屋に押し入るってところに誰だれもツッコミを入れないのって、すごくない？

　その時、空が一いつ瞬しゆんだけ陰かげり、見上げると小さな緑色の竜が墜つい落らくするような勢いで降りてきた。

『エミー!!』

「っ！」

　受け止めようと腕うでを広げたはいいけれど、すごい勢いだから危ないかもしれない──そう思ったけれど、ルイスが片かた腕うでで竜の姿の彼女を抱だき留めてくれたから潰つぶされずに済んだ。

「おいヴァレンティーナ！　何してやがる、お前！　さっさとゲルティ様のところへ戻もどれ！」

　ユーグは形相を変えて叫さけんだ。けれど、小さな竜の姿のヴァレンティーナは可愛らしくプイと顔を背そむけて拒こばんだ。

『うるさいユーグ！　わたしエミといたいの!!』

「え？　ええと……」

『エミといると楽しくなるの！　影かげも追いかけてこない！　お腹なかもいっぱいで、だから──』

　小さな可愛らしい緑の竜が私に頰ほおを寄せて来ようとする姿はとても可愛かったけれど、妹が敵対している私たちに懐なつくのは、ユーグにとっては許しがたいことだったらしい。

　馬から飛び下りたユーグはすごい顔つきで、私たちの乗る竜りゆうの落おとし子ごを停とめて叫んだ。

「兄の敵と仲良くする阿あ呆ほうがいるか!?」

　その緑の目は見開かれ、瞳どう孔こうは怒いかりによって縦に割れている。

「その女から離れてどこかへ行け！　消えろ！　さもないと影の竜が追ってくるぞ！　そうなったらお前はおしまいだ！」

『ふぇ……ッ』

「泣くのか？　泣けよ！　さっさと行け！　消えろ！　ほら、追ってくるぞ、幻げん想そうが！」

『う、あああ、ああああああああっ!!』

　ユーグは息を切らすほど実の妹を痛つう罵ばして、彼女を追い払はらった。ヴァレンティーナは泣きながら飛んでいった。

　ユーグの言い草のあまりの酷ひどさに、少しの間、関係のないはずの私まで、息をするのが辛つらくなるほどだった。

「なんて言い方を……妹に！」

「お前には関係ないだろう!!」

　竜の恐こわい目で睨にらまれて、震ふるえあがりそうになったけれど、一人の姉として、ユーグの行いは許しがたかった。

　それに──それに、私の中には拭ぬぐい難がたい違い和わ感かんがあった。

「どうして？　あなたは本当は、妹を大事にしているんだと思ったのに……！」

「……なんだと？」

「だって、あなたの作るあの竜りゆう鱗りんの女の人、あの子に似てる。ヴァレンティーナに！」

「……似てないですよね、ルイス様？」

　そこで空気を読まずにコソコソしてるヨアヒムさんは、少し黙だまってくれていいからね？

　──絶対に絶対に、似ていた！

　二回も見たんだから、私はほとんど確信していた。

「一回目、あの女性像を見た後にヴァレンティーナに会って、どこかその柔やわらかくて、甘く可か愛わいらしい雰ふん囲い気きに既き視し感かんがあって……竜落子の赤ちゃんを抱かかえるあの像を見て、確信した！　ヴァレンティーナも竜落子の赤ちゃんを抱えて、あんなふうに可愛らしく、無む邪じや気きな笑えみを浮うかべそうだなって！」

　可愛いものを可愛いと言うのに抵てい抗こうがある私の妹が、動物園のふれあいコーナーでウサギを抱きしめて笑う、その姿を。

　とても可愛いその笑顔を、写真に収めて宝物にする私みたいに。

　ユーグは竜鱗という形で、妹の素す敵てきな一瞬を留とどめておこうとしたんじゃないかと思った。

　その素敵さに、彼の妹への愛に、ルイスは負けてしまったのだと思ったのに。

　私の言葉にユーグは激しい怒りを露あらわにした。

「適当なことをベラベラと！　ふざけんな。あれはただ、票集めのためにだな！」

「本当に素敵だと思っているものを作らないと、竜鱗だって素敵にならない!!」

「人間なんかに竜鱗作りの何がわかる!?」

「権力のために妹を売り渡わたしたわけじゃないんでしょ？　本当は愛しているんでしょう？　でも、何か理由があって──」

「るさいって、言ってるだろう!!」

　──何か理由があって、ルイスと友達でいられなくなっちゃったんだよね？

　それが納なつ得とくできる理由であればいいと願った。未来に友達を失くすと変え難い予言をされてしまって、嘆なげく少年ルイスのために。

　そして今、私を庇かばうように腕を回してくれている、大人ルイスのためにも。

「あの鬱うつ陶とうしい妹を愛しているかって？　愛しているさ。随ずい分ぶん利用させてもらったからな！　感謝しているくらいだぜ？　……だがオレの竜鱗作りにあの妹っていう雑音を混ぜて、質を落とそうっていうお前のやり口は気に食わない！」

「雑音!?」

「人間には竜鱗作りにかける竜族の誇ほこりなんてわからないんだろうが、この女の無礼はお前の失点になるぜ、ルイス！　──気分が悪いんで、オレは先に行く！」

　竜になり、空を飛んで行ってしまうユーグ。彼を見送り、ロイさんはのほほんと言った。

「誇りもクソもないよぉ。勝てばいいんだよぉエミくん。よくやったね！」

「えっ私、そんな失礼なこと言っちゃったの!?」

　決して間ま違ちがったことは言ってない、と思っていたのに、ロイさんの言い方だと私、ものすごく無礼なことを言って試合を妨ぼう害がいしたことになってる！

「──昔の家族を愛するユーグに対してならば、先の発言が無礼になることはありえなかっただろう。エミ、気にするな」

　ユーグの一番大事なものって、なんだろう？　家族を愛していないなら、本人が言っていたように権力？　……どうしてもそう見えないのは、私の目が節穴だからなの？

　そんな私の一番大事なものは──。

「……ごめんね、ルイス」

「気にするなと言っているだろう。あいつが間違っている」

　きっと大人のルイスは気にしないだろうけれど。

　私にはルイスよりもっと大事なものがある。──そのことを、少年のルイスは嘆くだろうと思うと、ほんの少しだけ嬉うれしく思ってしまって、情けなかった。
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　ヨーロッパのどこかにありそうな、灰色の石造りの城の中に色いろ鮮あざやかなタペストリー。

　案内された部屋には絨じゆう毯たんが敷しかれているけれど、どことなく寒々しい。

「なんていうか……すごく、カントリー！」

「田舎いなかだな」

　ルイスはスパッと言う。田舎には田舎のいいところがあると思うな……！

「部屋に荷物だけ置け──行くぞ、エミ」

「あれ？　試合は明日あしたからじゃないの？」

「試合はな。今日は交流会を開くという。それぞれの町のしきたりに従うのが礼れい儀ぎだ」

「うん、ルイス！」

「いい笑顔だな、エミ。──これから行くのは戦場だ。その笑顔、忘れるなよ」

　……そういえば、ここはユーグの故郷だし、この家もユーグの実家だった。

　ここは私たちにとって完全にアウェイで、そのことを忘れていたわけじゃなかったけれど、吹ふっ飛んでしまうくらいただルイスの傍そばに寄り添そえるのが嬉しかった。

　ルイスと一いつ緒しよにいられれば、どんな悪意に晒さらされても私は笑顔でいられるかもしれない。

　扉とびらの外に控ひかえていたヨアヒムさんとロイさんと一緒に向かう。目的地は、この城のすぐ外にある芝しば生ふの広場だ。

　私たちが城に辿たどり着いた時にはもうすでに人が杯さかずきを持って盛り上がっていた。楽しそうだけどちょっとお酒くさい。

「あいつら、前祝いだとか言って飲んでいるんですよ！　ふざけたことを！」

　ヨアヒムさんはカッカしながら近づいてきた。

　私も、直接そんなことを言っているのを聞いたら怒おこってしまうかもしれない。

　ヨアヒムさんにつられてムッとしつつも、ホールから案内されて外へ出た。

　外へ出るなり、待ち構えていたように賑にぎやかな輪の中心にいるユーグが囃はやし立てた。

「よぉルイス！　出てきたところを早さつ速そくで悪いが、例のアレを見せてくれよ、大だい竜りゆうになるあの見世物を！」

「見世物だと！」

「まあまあヨアヒムくん。わかりやすいぐらいただの挑ちよう発はつだからさぁ」

　落ち着いてねぇ～とロイさんに取り押さえられるヨアヒムさんの代わりに、私が表情だけで遺い憾かんの意を表明しておいた。

　ユーグの傍にいたおじさんが私を指差して笑ったけれど、好きなだけ笑えばいいよ！　怒っていることが伝わればいい!!

「アレで点数稼かせぎをしてるんだろう？　ルイス。お前にとってだって、試合と投票の前にアレのお披ひ露ろ目めをしておきたいところだろう」

「……確かにな」

　ルイスは笑顔のまま、挑発的にユーグを睨み据すえた。

　ユーグの方もまた、煽あおるように腹の立つ笑みを浮かべていた。

「だがいいのか？　数字に表れる圧あつ倒とう的な差異によっておまえの矮わい小しようさが露ろ呈ていするだけだが」

「竜の本能を揺ゆさぶるだけの質がないなら、どれだけ量があったところで関係ないぜ。勝敗はどうせ変わらないんだ。だったら、少しはお前に花を持たせてやらないとな！」

　ユーグの周りにいた人たちが、同意するように騒さわぎ立てる。

　本当にアウェイの歓かん声せいって心が削けずられる。

　妹のバレーの試合を観戦する時も、開かい催さい校が相手チームの学校だったりすると、本当に精神的に参ってしまう。

「──仕方がない、行くぞエミ」

「おいおい、どこへ行くんだよ？　ここでやってみせてくれよ。どうしたら竜りゆう鎮しずめから光精を巻き上げられるのか、オレたちも気になっていたところなんでな……どんな怪あやしい技わざを使っているのかってね」

「怪しくなどない」

「どうとでも言えるだろう？　──正直、例の犯人について、オレはお前をどうしても疑わずにはいられないんだよ」

　激しく煽るような言い方ではなくなっていた。

　まだ、イザベルさんたちの土地を〝殺した〟犯人は見つかっていない。

　イザベルさんたちで参加者の名めい簿ぼから調査を行ってくれているけれど、大竜祭があるから、その関係者は捜そう査さを逃のがれてここにいる。

　だから、犯人はこの場にいても全然おかしくはない。

　冷静に、抉えぐるような眼まな差ざしをルイスに向けるユーグ。その疑いを晴らすためには、ユーグたちの見ている前で光精の譲じよう渡とをしてみせるしかないのだろうか。

「えっと、どうする？　ルイス……」

「でっ、できるわけがないだろう！」

　ルイスは動どう揺ようも露あらわに叫さけんだ。

「おまえらだとて、俺たちのやり方は領地会議で見ていただろう!?」

「遠くてよく見えなかったんだよ」

「それでも大体わかるだろう？　……ひ、人前でできるようなことではないんだ！」

「なんだよそれ。やっぱり違い法ほうな薬品でも使ってんのか」

「そういう意味ではなく！　──て、掌てのひらの鱗うろこに口づけをさせる必要があるんだ!!」

　ルイスは少年の姿になるのがバレないようにしているんだろうけれど、本当に恥はずかしがっているようにしか見えなかった。

　言った直後、ルイスは真っ赤な顔で硬こう直ちよくしていた。

　顔も、耳や首まで真っ赤だし、羞しゆう恥ちのあまり白目まで赤くなりかけていた。

　ルイスの動揺を見ていたら私まで釣つられて体温が上がって、顔から火が出そうだった。

「こんな二人を見てあんたらは一体何を疑うというんだよ……ここで永遠にもじもじされたくなかったらさっさと余人に見られない場所に移動していただこう……」

　ヨアヒムさんが私たちを示しながら死んだ目で言う。

　噓うそを吐つくのがあまり上手ではなさそうなヨアヒムさんがそう言ってくれると、周りの人も信じずにはいられないみたいだった。

　ユーグだけは「演技……だよな？　ルイス？　噓だろ？」と疑い深かったけれど。
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　広場の喧けん騒そうから離はなれ、近くにあった扉から中に入ると、そこは薪まきを保管して乾かん燥そうさせておく場所みたいだった。

　薄うす暗ぐらいけれど天てん井じようには換かん気き口があって光が差し込んでくる。

　窓はあったけれど、ガラスが歪ゆがんでいるし明暗の差があるから、外から中を見ることはできないと思う。

「……そろそろ克こく服ふくしなくては、な」

「変へん化げのことだよね？」

「そうだ……その、エミ」

「うん？」

「少し、慣らしをさせてくれないか。そうすれば、勢いで乗り越こえられそうな気がするんだが」

　慣らしというのがどういうことなのかわからないでいる私の頰ほおに、ルイスの手が伸のびる。

　黒い革かわの手て袋ぶくろをしたままの指が頰をなぞり、私の唇くちびるにそっとルイスの親指の腹が触ふれた。

　心臓が口から飛び出すかと思った。

「おまえの唇に触れることに……慣れたい。その、嫌いやならやめるが。無む理り強じいはしたくない」

「嫌じゃない、けど」

　しゃべるとルイスの指に吐と息いきがかかってしまって、息がしづらい。

　でも、本当に、嫌なんかじゃない。

　心臓は、爆ばく発はつしそうだけど……！

「視線が泳いでいる……逃にげたいのではないか？　おまえが嫌だというのであれば、決してしないが」

「恥ずかしいだけ……！　私は、恥ずかしくても、変化も何もできないから……大だい丈じよう夫ぶ、だよ」

「そうであれば、いいんだが……本当ならこんな場所で慣らすつもりではなかったんだが、ユーグのやつめ」

　言いながら、ルイスは両手で私の頰を包み込んで、片手の親指で私の唇をふにふにと押す。

　恥ずかしさのあまり泣きたくなったけれど、私が泣いたらきっとルイスは気にしてしまう。

「おまえの唇は、柔やわらかいよな……」

「誰だれの唇だって、こんな、感じだと──んっ」

「自分で掌の鱗に口づけてみてもこんな気持ちにはならん」

　ルイスは私の両頰を優やさしく両手で挟はさんだまま、何度か深呼吸をすると言った。

「……人間は、掌より唇に口づけられる方が、心を動かされるというのは本当か？」

「本当……だけど、それが何？」

「……竜族にとっては、違ちがう。掌の鱗への口づけの方がより親密な間あいだ柄がらだという証あかしだ」

「うん、そうみたい、だね？」

「──おまえの唇に口づけてはいけないか？」

「えっ!?　なんで……!?」

　思わず後ずさりしたら、ルイスは目を見開いて驚おどろいた。

「そ、そこまで反応するようなことか……!?　もう前にもしているだろう！」

「やむを得ずにね!?」

　ルイスが簡単にしてきたから泣いちゃったよね……。

　竜族にとってキスってどれだけ軽い扱あつかいなんだろ……怖こわい。
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「やはり……だから先日もイザベルの家での俺との口づけを避さけたんだな？」

「そう、だよ。ねえ、そろそろ変化しない？　ユーグたち来ちゃうよ！」

「できたら苦労していない……！　……まだ無理だッ。もう少し、少しだけ頼たのむ」

「ひぁっ!?」

　優しく頰を包まれて、顔を近づけられる。全身の血液が沸ふつ騰とうしそうだった。

　ルイスの顔が近づいてくる。嫌だって言えばルイスは絶対にやめてくれるに違いないって、わかってる。

　だけど言葉が出てこない。

　嫌じゃないけど、身を守るためにするんじゃないなら、こんなことはきっと、間ま違ちがってる。

　好きなのは私だけなんだから、拒こばむべきだと思う。

　でも、拒むことができない。

　震ふるえが止まらなかったけれど、思わず瞼まぶたを下ろしてしまった。

　そうしたら、唇にかかる息も、頰に宛あてがわれたルイスの手も離れていった。

「──エミ、確かく認にんしたいんだけど」

　震える瞼を開いたら、ぶかぶかの服を着る少年のルイスが目の前にいて、頭を抱かかえて考えるポーズを取っていた。

「俺がこうなるのって、成人した俺が羞恥から逃れるためって話だったよな？　──つまりこの状じよう況きようでそうなるってことは、成人の俺は意い気く地じなしってことなのか？」

　キスする直前だったってことは、少年のルイスにもお見通しらしい。

「……成人したルイスは純じゆん粋すいで、紳しん士しなだけ、だと思う」

「言葉を選んでくれて嬉うれしいよ、エミ」

　ルイスがませた仕草で肩かたを竦すくめた時、外から扉とびらがバシンと叩たたかれる音がした。

「お前らいつまでイチャこいてんだ！　さっさと服着て出て来い！」

　どうしてルイスの服が乱れているとバレてるんだろう？

　外にいるユーグが叫び、すぐに離れていく足音がした。

　それを聞いてルイスは「大体状況は把は握あくした」と囁ささやいた。

「俺に期待されてる役目を果たしてくる。終えたらこの前のこと、おまえに謝りたい」

　少年のルイスは竜りゆうへと変化をしながら扉の外へと飛び立っていった。

　上がる歓かん声せいが遠く聞こえるけど、見に行く気になれなくて、その場にへたり込んでしまった。

　身体からだ中に入った力が抜ぬけてしまった。もう、しばらく立てないと思う。

　脱ぬぎ捨てられたルイスの服を抱えながら、ピュア紳士なルイスと比べた時の、少年のルイスの頼もしさに笑ってしまった。
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「ユーグは頭が悪いわけじゃないが、椅い子すに座っての勉強ってやつが苦手だったんだ」

　少年のルイスは穏おだやかな顔をして言う。

　ユーグのお屋や敷しきの一部屋だ。クッションに並んで座って、私はルイスの話を聞いていた。

「……竜族に数えられない俺と一いつ緒しよに、ユーグはできそこないとして扱われていた」

「できそこないだなんて」

「まだ成長の余地がある、ってロイ先生は言ってくれたかな。まあ何でもいい。……そういうやつでも竜族に纏まつわること以外なら教えてもらえるんだ。そこでよくユーグと並んで授業を受けていた。今ああやって偉えらそうに騒さわいでるってことは、これからできるようになるんだろうな。──ユーグはあの学校の中でも基き礎そ的な学習が進まない生徒の内の最年長で、俺は変化できない年数が最長の生徒。なんとなく、気が合った」

　夜、まだ青年の姿に戻もどらないルイスは謝罪すると、話をしてくれた。

　私の知らないルイスの少年時代の話を、元のルイスの許可なしに聞いてもいいものかと思ったけれど──少年のルイスは話したそうだった。

「色んな理由で、俺は色んなやつに嫌きらわれているし、死んでほしいと思っているやつもいる。だけどユーグはバカだから、そんなこと、ちっとも考えていないってすぐに顔に出てた。だから俺は安心して付き合えた」

「ルイスって、バカな人好きだよね」

「エミもそうだしな」

「ちょっっ!?　ヨアヒムさんのことだもん!!」

「あのちょろちょろしてる男か？　まあ、あいつはものすごくわかりやすそうではあるな」

　微び妙みような表情を浮うかべるルイスの顔が、大人の頃ころのまんまで笑ってしまった。

　その時、笑いと同時にくしゃみが出た。

「寒いのか？　気温は確かに下がっている、か──よし」

「わっ」

「ほら、これなら温かいだろう」

　少年のルイスが抱だきついてきたから確かに温かい。胸の奥まで温かくて、自然と笑え顔がおになる。

「ありがとう、ルイス」

「どういたしまして──エミ、大人になると変わるものだろうか」

「……大人になると？」

「友が友ではなくなる理由を、エミは知っているか？」

　抱きついたルイスの顔は、よく見えない。

「ユーグは、根っこはまだルイスの友達なんだと思う」

「まさか」

「だってね、もしもルイスが病気だったら、助けてあげたいって言ってたんだよ」

　昼間にあったことを教えてあげた。立場は違っていても、助けたいと言っていたユーグの言葉を伝えたらルイスは複雑そうな顔をして黙だまり込んでしまった。

　むしろ問題は、ユーグのことより私のこと。

　……ずっと引っかかっていたことを、告げることにした。

「ルイス、ごめんなさい」

「……エミ？」

「前にルイス、私のことを裏切り者って言ったでしょ？　実際、そうなのかもしれない……って。私の一番大事な人は、実は、ルイスじゃないの」

「それを、大人の俺は知っているのか」

「知ってる、と思う。前に少し話したから──私が一番大事にしているのは、弟と、妹なの！」

「……ん？」

「弟てい妹まいのことが一番大事で、天てん秤びんにかけろって言われたら、その、ルイスじゃなくてあの子たちのことを選んでしまうと思うし、それなのにルイスの事が好きだなんて言うのは八方美人みたいだなって思うんだけど、でも──んっ」

　たとえそうだとしても、弟妹の次にはルイスを大事に思っているこの気持ちは、本物だ。

　そう続けようとした私の口に、ルイスがふかっとクッションを押し当てた。

「家族を大事にするのは当然のことだろう。てっきり浮うわ気きかと思ったぞ」

「だ、だけど……！」

　もし天秤にかけるとしたら、ルイスのいる世界を選ばずに弟妹のいる世界を選ぶくせに、ルイスに許いい嫁なずけができるのを嫌いやだと思ったり、ルイスとのデートや、恋こい人びと同士になることとか──結けつ婚こんのことを夢想したりするのって、本当に滑こつ稽けいだし、図ずう々ずうしいと思うのだ。

「あいつが、ユーグが俺と引き比べ選ぶものが家族だから道が分かたれたというのなら、俺も少しは慰なぐさめられる。だけど、あいつは妹を蔑ないがしろにしているだろう？　豹ひよう変へんどころの話じゃない」

「……昔はもっと大事にしていたの？」

「溺でき愛あい、だな。俺の知るユーグなら、俺と天秤にかけた時、間違いなく妹を選ぶ」

「結局のところ、何を一番優先するのかって話だよねぇ」

「ッ──！　ロイさん!?　いきなり部屋に入ってこないでって!!」

　あれほど言ったのに、バルコニーの扉を外から開けて入ってきたロイさんは「だから寝しん室しつじゃなくて居間にしたよぉ？」と悪びれることなく言ってのけた。

「ロイ先生、外を知らない俺ですら非常識だってわかりますよ。どうしたらそこまで厚こう顔がん無む恥ちになれるんですか？」

「うわぁルイスくん。真顔でキミにそんなことを聞かれるだなんてボク泣いちゃいそう」

「えっ？　でもロイさん、以前に自分で言っていましたよね？」

「エミくん、自分で言うのはいいんだよぉ～！　人に言われるのはヤダ～!!」

　素す直なおに駄だ々だをこねてみせるロイさんを逆に尊敬しそうだった。

　そんな風に、言いたいことを好きなだけ言えたら、生きるのはすごく楽だろう。

「ロイ先生、あなたは俺の知るあなたと変わらない。どうしてそこまで変わらずにいられるんですか？」

「うん？　見た目のことかな？　それとも哲てつ学がく的な問いかな？　誰だれでも本質はそう変わるものじゃないから、かなぁ」

「そうは思えません。成人したユーグは権力の亡もう者じやになっているし、俺は彼女に恥はじをかかせる意気地なしになっている」

「おやっエミくん、ルイスくんにどんな恥をかかされたの？」

「目を輝かがやかせて聞かないでください！」

「そういうところも変わりませんね、先生。なぜですか？」

　昔から人のことをおちょくるようなことを言っていたらしいロイさん。

　ジト目の私の視線とルイスの真しん剣けんな眼まな差ざし──特にルイスの視線を受けたロイさんは、降参とばかりに肩かたを竦すくめた。

「他人のことはよくわからないけど、ボク自身のことなら話してあげられるかなぁ。……ボクが変わらないように見えるのは、ボクの目的が昔から一いつ貫かんして変わらないから、だと思うよぉ？」

「目的、ですか……遠い未来を見み据すえた竜りゆう族ぞくの繁はん栄えいのための研究、ですね」

「御ご大たい層そうな目的は掲かかげているけど、結局はボクの知的好こう奇き心しんによる研究だねぇ。できるなら永遠に生きて、竜族の謎なぞを全すべて紐ひも解とくための研究を続けたいと思ってるよぉ」

「えっと、不老不死の研究、でしたっけ？」

「研究を続けるための研究だねぇ。ボクはただでさえ長命の竜族を更さらに永ながらえさせる研究をしている、おかしな研究者だなんて言われることもある。けれど、ボクが永らえたい理由はみんなの知るところだし、それはみんなのためにもなる研究だから、許容してもらえているよねぇ」

「ああ……だから見た目の姿が変わらないんですね」

「そうだよ、ルイスくん。ボク、成人したルイスくんに味方をすれば領の研究費の予算を大おお幅はばに増やしてもらえることになってるんだ。それに、他ほかにも色々と面おも白しろい研究に協力してもらえることになってるんだよぉ。だからボクはルイスくんの味方をしている」

　ただ、と言って、ロイさんはゆっくり目を細めた。

「もっと竜族の研究のためになる事こと柄がらがあれば、ルイスくんから離はなれる可能性もある」

「そんな、ロイさん……!?」

「──だけどねエミくん、ルイスくん。大人のルイスくんはそんなボクをきっと応おう援えんしてくれるに違ちがいないんだ。だって彼は、竜族の研究をするボクを尊敬してくれているし、敬意を払はらってくれている」

　ロイさんはいつになく落ち着いた声こわ色いろで言った。

「だからボクは、ルイスくんのことが大好きだよぉ……たとえ別の道を行くことになっても、それはボクたちにとって裏切りじゃないのさ。まだ子供のキミたちには、わからないかなぁ」

「で、でもロイさん……ルイスのことより、研究の方が好きってことじゃないですか！」

「それが悪いことかな？」

　ロイさんが小首を傾かしげた理由が、私にはさっぱりわからなかった。

「ルイスくんは、何よりも研究を愛するボクのことを尊敬してくれていると思うよぉ。好きで、いてくれていると思うなぁ。だからこそ、竜族の研究に関かかわることなら、ルイスくんは誰の言葉よりボクの言葉を信しん頼らいしてくれると思うんだ。それは、他の人にも言えることだけどねぇ」

　ロイさんは私を見てにっこりと笑った。とても、優やさしい笑顔だった。

「キミの一番好きなものは何？」

「……家族、私が守ってあげなきゃいけない、弟と妹……！　まだ、私よりもずっと子供なの、だから……!!」

「うんうん。ルイスくんは、そのままのキミが好きだと思うよぉ？　そんなに強くなさそうなのに、家族を守ろうとするキミはとても素す敵てきで、それなのにキミを好きになった人が、家族を後回しにするよう望むことはないと思うなぁ」

「……だけど！」

　私が小学生から中学生に上がってしばらくして、家のことを一通りできるようになった頃ころ、両親の仕事が忙いそがしくなった。

　ほとんど家に帰って来なくなってから、小学生の弟妹の世話や家事をするようになったら、遊ぶ時間がなくなった。

　小学生の頃の友人たちはどんどん離れていった。

　それは私が家のことを、弟妹のことを優先して、友達のことを後回しにしたからだ。

　友達を一番大事に、しなかったからだ。

「……家族を大事にするキミを大事に思えなかった人たちはたぶん、キミのことより自分のことの方がずっと大事だったんだろうねぇ」

「なあエミ、それ、俺の話じゃないよな？」

　ルイスが不安そうに聞いてくるから、私は涙なみだを拭ぬぐって笑う余よ裕ゆうが持てた。

「ううん……友達の話」

「そんな友なんていらないだろ。そもそも、友じゃないだろう」

「……そうなのかもしれない。でも、好きだったの。家族ほどじゃないけど……でも、それでも好きだった」

「だけどキミは後こう悔かいしていないはずだよねぇ。だって、キミにとって一番大事なものはちゃんと守れているんだから」

「うんっ……そう！　ロイさんの言う通り、後悔は、絶対にしていないの……！」

　二番目、三番目に好きだった人たちと道が分かたれてしまったことは悲しいけれど、私にとって一番大事なものを守っている事実は誇ほこらしいこと。

　それを間ま違ちがえたくはないと思ってる。

「だけど、たまに寂さみしくて、泣きたくなる……もう誰にも遊びに誘さそってもらえないの。私は忙しいだろうからって。でも、毎日忙しいわけじゃないのに……私が言えばきっと仲間に入れてもらえるけど……みんなの話についていけないから、たぶんそんなに、楽しくない……！」

　ここ数年で、誘ってくれたのは、ルイスだけだ。

　異世界にまた来るようにと、私に手を伸のばしてくれた。

　それが私にとって、どれだけ嬉うれしいことだったか、どれだけ喜んだか、ルイスは知らない。

「まぁ、それは仕方のないことだよねぇ。このボクだって一番大事な研究のために、色々切り捨てなくちゃならないこともあって、たまに泣きたくなるんだからさぁ。キミみたいな若い子が泣かなかったら噓うそだよぉ」

　ロイさんでさえ寂しくて泣きたくなるなら、私が泣くのはおかしくないのかもしれない。

　笑う涙目の私の顔を覗のぞき込んだルイスもまた、優しい笑えみを浮うかべていた。

「エミ、俺はおまえが弟てい妹まいを一番大事にしていたって、気にしない。なんなら、俺も一いつ緒しよに守ってやれるぞ。俺は領主になるんだろう？」

「あっそうそう。ボクってその話をしに来たんだった。ヤバイんだよぉルイスくん。領主の地位から引きずり降ろされる寸前だからねぇ、キミ」

「──俺の、昼の遠とお翔がけは無様でしたか？」

「ううん、結構評判は良かったみたいなんだけどねぇ。何と言っても、ここはユーグくん贔びい屓きの土地だからさぁ」

　ロイさんがここまで言うということは、本当に状じよう況きようは深刻なのかもしれない。

「今のキミに言っても仕方がないんだけどさぁ。はぁ、作戦会議をする間もなかったねぇ」

「……領主ではない俺は、やはり生きられないんですか」

「シュテルーン領では難しいかも。本当にまずい時にはボクの助手にしてあげる。技術者に多額の研究資金を出してくれることで有名な、お隣となりのマルス領にでも行ってみよっか？　キミに誘われなかったら、シュテルーンから出しゆつ奔ぽんして亡命するつもりだったんだよねぇ」

「……本当に好き勝手言いますよね。ロイ先生らしい」

「うん、でしょ？」

　嘆たん息そくするルイスに頷うなずきながら、ロイさんが私にウィンクした。

　ロイさんが、ロイさんらしく生きることは、きっとロイさんを好きになった人にとっては魅み力りよく的なのかもしれない。

　そのせいで嫌きらわれることはありそうだけど……そんな人は元から、ロイさんのことを好きにはならないだろう。

　だってロイさんって本当に失礼だったり無ぶ遠えん慮りよだったりたまにすごいことするし……。

　本当に好きになってくれる人なら、私が遊べないとか、スマホを持っていないとか、アプリで連れん絡らくを取れないからとかいう理由で、私に興味を失くしたりしないのかもしれない。

　そういう人たちは元々、私に興味がなかったんだ。

　そう思ったら、心がスッと軽くなった。変な話だけど、両手の上に載のっていたものが私の不義理のせいでポロポロと零こぼれ落ちていると言われるより、初めから手の上には何も載ってなかったって言われる方が、諦あきらめがついた。

「なあ、もし俺が領主の座から引きずり降ろされたら、エミの家族と共に暮らせないか？」

「えっ!?　ルイス本気!?」

「ああ、本気だ。俺が領主の座から降りれば、エミとはむしろ結けつ婚こんしやすくなるんじゃないか？　あの男も、人里に降りた俺をわざわざ殺しには来ないだろ」

「いい考えだねぇルイスくん！　それは面白い！」

「ロイさんまで!?」

　少年のルイスには黙だまっているけれど、私は異世界の人間で、ロイさんはそのことをわかっているはずだ。

　私は元の世界に戻もどる時にルイスに分け与あたえられた力によって、再びこの世界に引き戻されることで、この世界に来ることができたみたいだった。

　だけどその逆ができるだなんて話は聞いてない。

「やってやれないことはないよねぇ。実は興味があって、ルイスくんにも内ない緒しよで研究していたんだよ！　ふふっ……万が一の時は、試ためしてみるのも悪くはないよねぇ。大だい丈じよう夫ぶ！　真っ先にボクが自分自身で実験台になってやってみるからさぁ！」

「ロイ先生？　どういうことですか？」

「それはキミが大人になってからのお楽しみ！」

「……先生がそう言うのなら、未来を楽しみにしておきます」

　ルイスが私の世界に来て、一緒に暮らす？

　大人のルイスがそうしたいと言うところは全然想像できなかったけれど、想像するだけなら許してもらえるだろう。

　弟と妹とルイスと、私にとって大事な人たちが全員いる世界で暮らしていけるとしたら、それは本当に、夢みたいに幸福な話だった。
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　朝、あまりの寒さに目が覚めた。

　近くに山があるし、標高が高い場所だから、少し涼すずしいのはわかるけれど、今朝の冷え方は凄すさまじくて、雪でも降ったんじゃないかっていう寒さだ。

　白いモコモコのジャケットを借りて着ると少しは寒さがマシになった。

　この地方の人間が着ている服らしく、竜りゆう族ぞくは普ふ段だんと同じ服を着ている人ばかりだった。

　空高い寒い場所を平気な顔をして飛ぶことができるんだから、みんな寒さには強いよね。

「昨日はオレの勝利の前祝いのために集まってくれてありがとう。感謝してるぜ。だがまだ勝利が確定したわけじゃない。これから行われる試合が厳正なもので、八百やお長ちようだなんて疑われることがないように、司会の役目を叔父おじに頼たのみたい」

「ああ、やらせてもらうよ」

「おばさん、おじさんが困ってたら助けてやってくれ」

「ええもちろん」

　若すぎるけれど、ユーグの両親だと思っていた男女は親しん戚せきだったらしい。

　イザベルさんの町では家族全員が出てきていたけれど、土地によって流りゆう儀ぎが全然違ちがうらしい。

　むしろイザベルさんは友達で、八百長の心配なんて全然していなかったけれど、この土地ではどうなんだろう？

「あいつが、この土地の竜族に根回しをしていたりしたらどうします？」

　疑うなんて悪いことだと思うし聞きづらいなと思っていたらヨアヒムさんが聞いてくれた。

　本当にヨアヒムさんってもう……ありがとう。

「その時は全力で抗こう議ぎするしかないな。もはやここまできたら全力を尽つくすのみだ。──後のことは、後で考えればいい」

　ルイスは潔いさぎよく言うと、城館前の広場へと進み出ていく。

　領主のルイス贔屓の竜の町では、やっと引き分けに持ち込んだ。

　そんなルイスが、このアウェイな土地で勝たないといけない。

　勝てなかった時には二敗一引き分けの成績を判定され──ロイさんの読みでは、領地主によって調査委員会を設置されてしまい、竜族会議が開かれてしまうだろうということ。

　それでもシュテルーン領の人たちの支持を得られればいいけれど、悪ければ領主の地位を引きずり降ろされてしまう。

　領主の地位を降ろされたら殺されてしまうと思っているルイスにとって、それはとても残ざん酷こくな結果だ。

「勝てなかった時にはひと騒そう動どう起こす予定だから、合わせてねぇ」

「……ロイさん？」

「例の竜星病の騒さわぎを大きくして、色々有う耶や無む耶やにするつもりだからさぁ」

「その、そういうのって──」

「キミはいい子そうだから思うところはあるかもしれないけど、正々堂々と戦うこととルイスくんの命どっちが大事かなって話だからねぇ？」

　ロイさんは私の顔を見て笑った。でも、その目は笑っていなかった。

「どちらにせよ竜星病のことはどうにかしなくちゃいけないからねぇ。ボクとしては竜星病の恐おそれのある存在が見つかった時点で、領主権限で緊きん急きゆう事態宣言を発令して、試合どころじゃないって感じにしてほしいくらいだったけど──ルイスくん、戦いたいみたいだったからさぁ」

　初めから勝負を投げ出していないルイスにホッとすると、ロイさんの言葉をゆっくり考える余よ裕ゆうができた。

　確かに、ルイスの命とずるをしないこと、どちらが大事かなんて聞かれたら、ルイスの命に決まってる。だけど心に引っかかるものがどうしても残ってしまうから、ルイスがきちんと最後まで戦いたいと思ったことが嬉うれしい。

「ルイスくんが竜星病の問題を先送りにしようとしてるのかなって思って、ボク、ルイスくんが患かん者じやの可能性も疑ったんだよねぇ」

「そ、そうなんですか!?　ルイス、病気なんですか!?」

「ボクの診みたところほぼその恐れはなしって感じだね。……問題はルイスくんが病気かどうかってことじゃなくて、病気だったらボクはその場で解かい剖ぼうしていただろうってことなんだけど」

「かっ……!?」

「ルイスくんはわかっていただろうけれど、素す直なおに診しん察さつに応じてくれたよぉ。誰だれもがみんなルイスくんくらい素直に診察を受けてくれたらいいんだけど。そうしたら、診察を受けたくないって逃にげるのは患者だけだろうし」

「解剖！　今、ルイスを解剖って!!」

「ルイスくんをというより患者をね。どうせその病の患者は殺される運命だからさぁ。その前にボクの研究に寄き与よしてくれてもいいと思うんだよねぇ。この世から竜星病を失くすためにも」

　竜族にとって竜気は人間にとっての空気のようなもので、限りある資源。

　だから、他ほかの土地の竜気を盗ぬすむと重罪になって、そのせいで死し刑けいになると言われるのはまだわかる。でも、病気なだけで殺されるだなんて信じられない。

　そんな私の心を読んだようにロイさんは眼鏡の奥で赤い瞳ひとみを細めた。

「だって、竜星病になると竜気の摂せつ取しゆが上手うまくできなくなって、無理やり取り込もうとするあまり、自分の意志に関係なく土地が死ぬまで竜気を吸い込んでしまうようになるからねぇ……生きていれば確実にどこかで、罪を犯おかしてしまうんだよぉ」

「でも、それは病気で仕方なくじゃ……!?」

「その病を治す手立てがあればいいんだけど、ないからねぇ。寿じゆ命みようのある限りこの世の竜気を貪むさぼり食われたら、ボクたち竜族は滅ほろんじゃうよぉ」

「だからって、殺されるだなんて……治る方法が見つかるまで、どこかに隔かく離りしておくとか」

「でも、処しよ刑けいされる方が隔離されるよりマシみたいだよぉ？　必要な竜気を吸い込めずに閉じ込められるの、すごく苦しいみたいなんだよねぇ。ボクの知り合いは隔離されて自害しようとしたけど、研究のために拘こう束そくされて自害を禁じられて……気の毒な最さい期ごになったからねぇ」

　あまりにも凄せい惨さんな話に、開いた口が塞ふさがらなかった。

「だから人道的に、殺してあげるのさ。辛つらいけど、それがボクらなりの優やさしさなんだよぉ」

　ロイさんの言葉に、横からひょっこり出てきたヨアヒムさんは深く頷うなずいた。

「だから竜星病になった者は自覚した時点で自害するべきだと思うんですがね！」

「ヨアヒムくんが今言ったこと、みんな自分がそうじゃない時はそう言うんだけどねぇ。いざ自分が病気にかかると、途と端たんに我が身が可愛かわいくなっちゃうんだよね」

「俺は必ず自害しますよ！」

「ああ、ヨアヒムくんはきちんと自分の始末は自分でつけそうで好感が持てるよ」

　ドヤ顔で胸を張るヨアヒムさんだけれど、私にはそれが褒ほめられるようなことなのかもわからなかった。

「……土地が、死んでしまうから？　蘇よみがえらせることはできるみたいなのに」

「ああ、うん、エミくんがやってのけるまで、あれは誰にもできなかったことだから。キミがやったことはすごいことだよ。これまで蔑ないがしろにされていた竜りゆう鎮しずめの価値が、どんどん見直されていくだろうねぇ」

　ロイさんはあっさり言うから、大おお袈げ裟さに話を膨ふくらませているようにしか聞こえなかった。

　ともかく、竜星病の人がいる恐れがある時点で、本当なら大竜祭どころじゃないっていうのは、噓うそじゃないみたい。

　みんなを誤ご魔ま化かすためだけじゃなく、研究者であるロイさんなりに考えてのことなんだろう。

　この勝負でルイスが勝てば、ルイスが領主として、竜星病の問題解決に当たれるけれど、もし勝てなければ領主ではなくなってしまうかもしれない。

　そんな中で問題を解決するために、必要なことをしたいってことなんだろう。

「なら、もういいです……今はルイスを応おう援えんしましょう！」

「そうだねぇ、勝つかもしれないし」

「勝ちますよ！　ねっ、ヨアヒムさん！」

「ああ、勝つに決まってる!!」

　客観的に見て、負ける可能性の方が高いと思う。

　それでも堂々と言い張るヨアヒムさんに負けないように、私も堂々と胸を張った。

「よし、応援しなきゃ……なのにここからじゃよく見えない！」

「ボクらのために席を譲ゆずろうだなんて考えの人はいなそうだねぇ」

「あちらの高台からならよく見えそうだぞ」

「うんっ、移動しよう！」

「キミたち元気だねぇ」

　ひょいひょいと坂を上っていったヨアヒムさんに続いていこうとした。

　けれど、急に目の前が明るくなりすぎて見えなくなった。

「きゃっ！」

「やぁ危ない……光精？　エミくんいつの間に出したの？」

「出してません……わっ、また！」

　坂を上ろうとして足を踏ふみ外した私を、ロイさんが支えてくれた。

　けれど再び光精が私の鼻先をかすめて飛んでいったと思ったら──。

「何をしているのかと思ったら光精か。むぐ」

「ヨアヒムさんが食べた!!」

「食べたが何か悪いか？　こんなところで光精を出しているのが悪い」

「それ、私が出した光精じゃないと思うんだけど……他所よその土地の光精って食べていいの？」

「あー、あんまりよくないねぇ」

「うわっ、ここの土地のものか!?　まぎらわしいなあんた!!」

　ヨアヒムさんが怒おこっているけれど、それどころじゃない。

　気づくと、光精が私目がけて飛んできている。光精が私を見つけると近づいてくるみたいだ。

「どうして……？　ルイスの竜りゆう鱗りんのアクセサリーがあるのに」

「ちゃんと身に着けてるぅ？」

「着けてます。ネックレスも、ブレスレットも、指輪も、全部！」

「う～ん。この土地の竜りゆう気きや光精が多くて溢あふれているとはとても思えないんだけどなぁ」

　周囲の竜族の注目を変な風に集め出して、私たちは慌あわてて少し離はなれた場所へと移動した。

「ロイさん、あっちから流れてくるみたいなんですけど……」

　それは、城館から少し離れた場所にある雑木林だった。

　チラホラと光精の輝かがやきがちらついて、溢れ出して近づいてくる。

「変な言いがかりをつけられたくないからねぇ。場所を移してみたけど、どうしよっか。ボクの竜鱗も身につけてみる？」

「やめてください先生。ルイス様がどのように思うかわかりますよね!?」

「えっ、どう思うかな？」

「どう考えても嫌いやがるに決まっていますから!!」

　ヨアヒムさんは今日も私とルイスの卓たく越えつした演技に騙だまされている。

　……それにしても、光精が鬱うつ陶とうしい。なんて、そんなことを言ったら可か哀わい想そうなのかもしれないけれど、すごく顔に集まってくる。

「うう……目に飛び込んでくる。目に！」

「ルイスくんの鱗うろこがあるから嫌がって身体からだの方からは入り込まないんだねぇ。一応鱗に効果はあるみたいだけど、なんだろうねぇ。ボクは竜族の永遠の繁はん栄えいを目指す研究家だから竜鎮めの研究にはちょっとしか携たずさわってないんだけど、興味出てきちゃったなぁ」

「解剖はお断りします！」

　私のお断りにロイさんが何かを言いかけた瞬しゆん間かん、目を閉じている私には何が起きたのかわからなかったけれど、強い突とつ風ぷうが吹ふき、直後とてつもなく寒くなった。

「ひゃあ！　寒い!?」

「なん……なんなんだこれは!?」

　ヨアヒムさんが動どう揺ようの声をあげる。すごく慌てた様子だったから、状じよう況きようを見たくて恐おそる恐る目を開くと、私の息が白く凝こごった。

　空からはらりと降りてくる白く美しい自然の造形物に、すぐに気づいた。

「これは……雪？　えっ!?　今、夏じゃなかったですか??」

「ユキ!?　あんたは何を言っている？　なんだよこの白いのは!!」

「ヨアヒムくんって立ち入り禁止区域とかに無断で入ったりしなそうだよねぇ」

　ロイさんが急に変なことを言う。ヨアヒムさんは混乱した様子だったけれど、すぐに答えた。

「はあ？　立ち入り禁止なんですよね!?　それなら入るわけないでしょう！」

「光精不足で立ち入り禁止になってしまったような土地では降ることがあるんだよ。この雪という、凍こおった水の結けつ晶しようが──」

　遠目に見える広場は、パニックになっているようだった。怒ど号ごうが響ひびき、みんなに建物の中に入るように誘ゆう導どうしている。

「どうしてあんなに慌ててるの？」

「それは、大半の竜族にとって雪なんて見た事も聞いた事もないものだからかなぁ。雲の形が変わっただけのものなんだけど、普ふ通つうの竜族は見ることのないものだから」

「えっ？　冬に雪、降らないんですか？」

「……降らないねぇ。キミのいたところは降るんだろうね、その口ぶりだと。こういう異常なことが起きるのって、その土地の竜気が極きよく端たんに減っているってことで、人間風に言い直してみるなら、竜族にとっての空気がなくなってるのと同じような意味なんだよねぇ」

「それは怖こわいですね!?」

「人間が空気を失った時と比べると、即そく座ざに死ぬってわけでもないけどねぇ」

　それでも、竜族がパニックに陥おちいるほどの出来事だというのはわかった。

「でも、これまでだって寒くなることはあった気がしますけど」

「どうしても竜気の偏かたよりはできてしまうからね。暑くなったり寒くなったり、それをならすのが領地主の仕事だ。土地の竜気を操あやつる儀ぎ式しきを司祭に執とり行わせたり、あるいは原始的なやり方で、光精を含ふくむ土地の土を移動させてみたり……」

　ロイさんが天に向かって指を伸のばし、その指先で雪を溶とかした。

　それがなんとなく不思議だった。ロイさんの指は冷たそうだから、雪の結晶も溶けないんじゃないかと思ったのに。

「そんなことをしても、死んだ土地にはもはや竜気も光精も戻もどらないものなんだよねぇ。気候がこうまで変わるほどの偏りだと相当な土地が死んでいる可能性が高いよぉ」

「それって、竜族のみんなが、恐れていることじゃ……？」

「そうだよぉ。それを放置するだなんて、ここの領地主の仕事は疎おろそかだねぇ。この一件だけでこの土地の責任者を責められる。ユーグくんはたとえ勝利したとしても、ルイスくんを引きずり降ろせないかもねぇ」

「そんなに悪いことなんですね……私、雪好きなのに」

「あんた寒いだけで死にかけるくせに何を言ってるんだ。こいつ、氷じゃないか。冷たいぞ！」

　ヨアヒムさんが抗こう議ぎの声をあげるけれど、防寒着を着ればいいだけの話だ。

「たくさん降ったら雪を集めて雪だるまを作ったり、かまくらを作ったりするんです！」

「死ぬだろ！　やめろよ！　ルイス様が驚おどろくだろ!!」

「死にませんっ!!」

「何を物ぶつ騒そうな話をしている」

「ルイス──わふっ」

　ルイスが上着を頭にかけてきて「着ていろ」と言ってくれたけれど、私は元々モコモコの上着を着ている。

「ルイスだって寒いでしょ！」

「快適とは言い難がたいが、俺たち竜族は身体を壊こわしはしない。だが、おまえは風か邪ぜを引くだろう」

　モコモコの上着の上からルイスの外がい套とうを被かぶって更さらに重装備になった私のところへ、まだしつこく光精が飛んできた。ペシペシと払はらっても近づいてくる。

「なんだこれは……光精？」

「寒い風が吹いてきた方から光精が来てるみたい、で、私の目から私の中に入ろうとするの。もう、また！」

　ブンブンと手を振ふってみてもあまり意味がない。

　その手首を急にルイスにとられて驚いて顔をあげたけれど、ルイスは顔を赤くすることもなく、真しん剣けんな面おも持もちで光精が来る方角を見み据すえていた。あるのは雑木林くらいに見えたけど。

「……あちらに何かあるな」

「エミくんを置いていくかい？」

「いや、ロイ。離れる方が心配だ。連れていく。──エミ、俺の傍そばを離れるな」

　ルイスに手を引かれて歩き出したところで、広場にいた人たちを城館内へ誘導していたユーグが、息を切らして走ってきた。

「おい！　何を人の土地をうろつこうとしているんだ！　お前らもさっさと中へ入れ！」

「何か見られて困るものでもあるのか？　ユーグ」

「そりゃあるに決まってる！　他ほかの土地のやつらには見せられない、オレたちの秘密がな!!」

「ある意味潔いさぎよいところ悪いんだけどねぇ、ユーグくん。ちょっとうちのお姫ひめ様が困っていてね」

「竜りゆう鎮しずめの女がどうした？」

「あっちから光精が飛んでくるんだよぉ。まるで何かに追われて、逃にげてくるみたいに。──それで、竜鎮めのエミくんを慕したって飛んできては、エミくんの中に入り込むんだ」

「目から入ってくるんです！　そこが大事！　きゃっ、また来た!!」

「──というわけで、もしも本当に光精が何かに追われているとするならば、その何かとエミくんは最後には合流することになるだろうねぇ。光精の目的地はエミくんのようだから」

「えっ？　私、何と合流するんですか？」

「さあ、なんだろうねぇ。気になるかい？」

　ロイさんはわかっているみたいなのに、教えてくれない。

　そっと指の間から覗のぞき見ると、ユーグが恐こわい顔で私を睨にらんできていた。

　その視線を身体で遮さえぎり、ルイスは言う。

「ユーグ──俺たちが城館へ戻れば、その何かとやらは光精を追って、城館へ来ることになるのではないか？　大勢の者の前で面めん倒どう事が起きることになるかもしれないが、それでいいのか」

「……その女だけを寄よ越こせって言っても──はぁ、無理だよなあ！　お前の許いい嫁なずけだもんな。クソッ、上手うまい肩かた書がきをつけたもんじゃねーか!!」

　ユーグは苛いら立だったように髪かみをかき回し、泣きそうな笑えみを浮うかべ、舌打ちした。

　狼ろう狽ばいし、迷っていた。迷った末に、ユーグは大きな溜ため息いきを吐つき、諦あきらめたように言った。

「ついてこい……もうどうせ、わかってるんだろう」

「確証はないがな」

「こうなる前に、領主になりたかったぜ……!!」

　私には何が起こっているのかわからないけれど、ルイスとロイさんにはわかっているみたい。ただヨアヒムさんはわからないみたいで親近感。

　お互たがい顔を見合わせて、何が起きているんだろうね？　と視線でやり取りした。
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　足取り荒あらく歩いていくユーグ。

　足が速くて何度も置いていかれそうになる私を見て、ルイスが「ユーグ」と声をかけた。

「なんだよ、ルイス！」

「歩くのが速すぎる」

「人間なんか置いていけ！　──ああはいはい、とろとろ歩けばいいんだろ！」

　ルイスの顔を見て舌打ちしたユーグが歩くペースを調節してくれた。

　私が見上げたら、ルイスは優やさしく微笑ほほえんで私の前まえ髪がみにそっと触ふれてきた。

　──私の心臓がきゅうと音を立てて痛むから、こんな時までルイスは演技をしているんだと思う。流石さすがはルイス、ぬかりない。

　そんな風にたくさん演技をしなくちゃならないくらい、辛つらい思いをたくさんしてきたんだろうって、少年のルイスといっぱい話したからわかる。

「ああ、また光精が逃げてきたねえ──この先に、竜族にも光精にも嫌きらわれる竜星病の患かん者じやがいるってことだねぇ」

「酷ひどい言い草だなぁ、先生!?」

「そうかい？　ただの事実だけどねぇ」

　額に青筋を浮かべるユーグに、ロイさんは笑みだけは穏おだやかに返した。

　とても冷たい目をしているのは、この先に竜星病の患者がいるからなの？

「キミたちフロックは重大な罪を犯おかしていたんだねぇ。竜星病の患者を隠かくすだなんて、竜族全体に対する背反行こう為いだ」

　雰ふん囲い気きの悪い二人をハラハラとしながら見ていた私の肩かたを、ルイスが抱だき寄せた。

　驚いたけれど、すぐにその行動の意味は理解できた。

　林の奥から光精がわさっと私に向かってきたのだ。けれど、私がルイスの腕うでの中に抱き込まれると、光精の群れは目的地を見失ったようにその場に漂ただよった。

「光精を受け入れるのが負担ではないなら、エミくんにどんどん吸い込ませちゃダメかなぁ？」

「竜鎮めであるエミに、光精を目いっぱい溜ため込まれても困るだろう。この土地の者たちも」

「そうだな。後で返せよ」

「ユーグ、おまえには悪いが、エミの意志では難しい」

「はあ？　テメエ他人ひと様さまの土地から竜気を奪うばうことの意味、わかってんのか？」

「お互い様だろう、ユーグ」

　ルイスが淡たん々たんと言うと、ユーグは悔くやしげに口を噤つぐんだ。

　この背の高い針葉樹の連なる林の奥に、光精を取り込もうとして、逃げられてしまっている竜星病の竜族がいる。

　何か恐おそろしいものが待ち受けているかのように、林の先はとても暗く、空気が冷たい。

「エミの場合は光精の意志で飛び込んでくるだけだからな……神の使いとも呼ばれる光精の判断を疑うというのなら、裁判にでもかけてみろ」

「どうして人間なら許されるんだ！　竜鎮めだって、竜気を取り込むのに変わりないだろ!?」

　ルイスの言葉にユーグは激しく取り乱した。

　責めるように私とルイスを見据えるその目を見て、私にはもうほとんど、林の奥に誰だれがいるのかがわかってしまった。

　彼がこんな風に必死になって庇かばうのが誰かなんて、彼の作った竜りゆう鱗りんを見れば明らかだ。

「それはね、ユーグくん。……やっぱり竜鎮めは、光精によって、神によって選ばれた存在だからじゃないかと、ボクは最近思い始めているんだよねぇ」

「なら、竜星病にかかった者は……!?」

「──神に見捨てられたとでも言うべきかなぁ」

「ロイさんッ！」

「……なんだいエミくん？　ボクはエミくんの味方をしていたつもりなんだけど」

　それはとてもありがたいことだけれど、だとしても、伝え方が悪すぎる。

　ユーグの目には光るものがあって、けれど私たちに見られないようにだろう、すぐに顔を背そむけて拭ぬぐうと涙なみだ声ごえで言った。

「殺すつもりか！」

「そうすべきだよぉ、この先にいるのが誰であっても。──ねぇ、ルイスくん？」

「……まずは当人と話をしよう」

「話なんかしたら情が移って辛いだけだと思うけどなぁ。特にキミみたいな子は」

　それは少し小高い丘おかの上にあった。

　石組みの祠ほこらがあった。もう何度も見た覚えのある、竜脈の祠だとすぐにわかった。

　特別な水が湧わいているんだろう。そこは光精の住すみ処かで、私のような竜鎮めが近づくと身体からだの中に入ろうとして出てくるけれど、竜族が近づいただけでは水や宿った木石、その土地から出てくることはないものだ。

　普ふ通つうなら──。

「きれい……」

「不気味な程ほどにな」

　雪にうっすらと覆おおわれた白い祠から、無数の光精が溢あふれて空へ飛んでいく。

　まるで輝かがやく蛍ほたるが舞まうように。

　金色の光がいくつも空へ立ち上る姿は、もしもその現象が起こる理由を知らなければ幻げん想そう的な美しさだった。

　けれどそれが、竜気に飢うえた竜族を嫌きらって逃にげる光精の群れだと言われると、ルイスの言うように恐ろしく不気味だった。

「待って、待って！」

　その不気味さとは見合わないほど明るい声が祠の穴の奥から響ひびく。

　神に見捨てられた者の声には、聞こえない。

「おい、ユーグ」

「言うなルイス。あいつは──ヴァレンティーナは状じよう況きようを理解していないんだ。オレが情報を、制限している」

　そう、私たちの誰もが想像できていた通り、洞どう窟くつの中を走り回るのは、ユーグの妹ヴァレンティーナだった。ヨアヒムさんはびっくり顔をしているかもしれないけど、確かめない。

「……このことをゲルティは知っているのか」

「知らない。婚こん姻いんが整いそれを公的に発表した時点で伝え、オレたちの災さい禍かに巻き込み協力させようとしたが──あいつは噂うわさ以上の阿あ呆ほうで伝えられなかった」

　祠の奥から笑い声が響く。追いかけっこを楽しんでいるかのように無む邪じや気きな声。

　その声に被かぶせるようにユーグが苦く悩のうに満ちた声で言う。

「苦しくなったら影かげの竜が追ってきてる証しよう拠こだから竜脈に逃げろと伝えた。竜脈に逃げろ、光精を追えと。光精を捕つかまえればお前の勝ちだ、影の竜に攫さらわれない──あいつはバカみたいに幼くて、オレのその言葉を信じてる。自分が病気だなんて、これっぽっちも思ってない」

「理解できないとは思えないが。それなりの年ねん齢れいのはずだろう」

「竜気が足りず、成長できないんだよ。心も身体も、現状維い持じが精せい一いつ杯ぱいだ」

　祠から、蝶ちようを追う子供のような笑え顔がおで出てきたヴァレンティーナは、すぐに私たちを見つけ笑顔で手を振ふった。

「……竜りゆう鎮しずめの女の傍そばにいると、苦しさが軽減されるんだそうだぜ、ロイ先生」

「それは興味深い言げん及きゆうだねぇ」

　私が手を振り返してあげると、ヴァレンティーナは更さらに大きく手を振り返してくれた。

「──どうしてすぐに、俺を頼たよらなかった？」

　ルイスの言葉を、ユーグは嗤わらった。

「お前は、何度も非難したことだが、竜族のためなら個を犠ぎ牲せいにしそうなところがある。お前のそういうところは昔から不安だったし、だからこんなことになってからは、とても頼ろうとは思えなかった。だからオレたちフロックは、目的を誤ご魔ま化かすために、お前の敵として名乗りをあげることにしたんだ」

「どうして俺たちを素す直なおにここへ連れてきた？」

「その女がいればどうせすぐに場所が割れる。──そうなれば仕方ないから、最後の一いち縷るの望みにかけて、お前の情に訴うつたえることにした」

　ユーグが手招くと、ヴァレンティーナはむくれたような顔になった。

　兄がどんな思いでいるのか知らないで、冷たい態度を取るようになったことを責めていた。

　……領主の地位を目指す理由が、妹にあるということを誰にも知られないようにするための、ユーグの演技だなんて思わないで。

　そんなヴァレンティーナを、これまでになく優やさしい目をして見つめると、ユーグはしゃがんでヴァレンティーナに視線を合わせ、両りよう腕うでを広げた。

「オレが悪かったよ、ヴァレンティーナ」

「いつだってユーグが悪いんだよ！」

「ああそうだ、オレは悪い兄貴だからな。許してくれよ。抱きしめさせてくれ。仲直りしよう」

「いっつもそう言う!!」

　むくれて、拗すねて、怒おこりながらも、ヴァレンティーナは駆かけ寄ってユーグの腕の中に飛び込んだ。ギュッと強く抱きしめ合う二人の姿を見ていたら、涙が零こぼれた。

　地面にポタリと私の涙が落ちた場所からぴょこんと光精が飛び出して、それを見たヴァレンティーナが手を伸のばそうとするのをユーグが抱き留めて遮さえぎった。

「ほら、光精ならオレが捕まえといてやったから、これを食うんだ」

　ユーグは道中捕まえていた光精を一つ摘つまみ上げる。

　その光精はユーグの手から逃のがれようとしていた。まるで身をよじっているかのように見えた。

　竜りゆう族ぞくが手を伸ばすとふよふよとゆっくりと飛んで逃げようとはするけれど、あんな動きをするのは見たことがない。

「やったぁ！　あー、ん？　あっ、にげたー！　もう、ユーグ！」

「悪い悪い、逃がしちまった。もう一度、ほら、早く食え」

　光精はヴァレンティーナから逃げようとしていた。

　身をよじり、光を抑おさえ、消えてしまおうとする。けれど、ユーグの手からは逃れられず、ヴァレンティーナの口へと吸い込まれる。

「んっ、美味おいしい！」

「ああ、よかった」

「ユーグ、もっと！」

「そうだな──」

　ヴァレンティーナに光精が食べられた瞬しゆん間かん、周りの土地の中にいたらしい光精が、そっと湧き出し逃げ出していく。

　彼女はその光景に違い和わ感かんを覚えないらしかった。

　きっと、ユーグはそれを普通のことだと教えてきたんだろう。

　いつの間にか姿が見えなくなっていたヨアヒムさんが林の奥から戻もどってくると、ルイスに小声で囁ささやいた。

「奥はもっとたくさんユキが降り積もっています。気温の低下も酷ひどい。竜気のかけらも見当たりません」

「……土地が、死んでいるのか。おまえは、妹のためにこの土地を端はしから殺しているんだな」

「見み逃のがしてくれないか、ルイス」

「ユーグ、おまえは」

「わかってる！　竜星病を患わずらったという罪がどういうものか、こうして土地を殺していく罪の重さもよくわかっているんだ！　わかった上で昔の好よしみに免めんじ許してくれないかと頼たのんでる！」

　安易に見逃してあげてほしい、と思ってしまったけれど、簡単な問題ではないんだろうと薄うす々うす理解している。

　イザベルさんの別べつ邸ていの、ほんの数畳じようの土地が死んでしまったというだけで、イザベルさんたちは信じられないほど落ち込んでいた。

　恐きよう怖ふしていたと言っていいかもしれない。だから、絶対にいけないことなんだろう。

　けれど、子供の頃ころのルイスにとってユーグは唯ゆい一いつ無二の親友だったってことも、知ってしまっている。

「頼む、ルイス。頼む！　お前のことはずっと大切な友人だと思っていた。だが、迷めい惑わくをかけると思ったしお前の情じよう緒ちよには不安もあった。だが人間とはいえ恋こい人びとなんて作れるくらいになったお前なら、オレが妹を大事に思う気持ちに昔よりもっと共感してくれるんじゃないか？」

　きょとんとした顔をしている妹を抱だきしめながら言うユーグは、卑ひ怯きようだと思った。

　ルイスの気持ちを利用しようとしているから。

　でも、大事な妹のためにどんな手でも使おうとしているユーグの姿には共感した。とてもとても、その気持ちがよくわかる。

「ただ何も見なかったことにしてほしいって、それだけなんだ。お前ならきっとオレを助けてくれる。そうだろう？」

　私だってそうする。絶対に。

　大事な友達に、心からお願いする。

　何より大事な妹と弟を助けてくださいって。そのお願いのせいで、友情が壊こわれてしまうとしても、関係ない。

　弟てい妹まいを守るために弟妹に冷たくするだなんて、そんなことができるかどうかはわからないけれど、弟妹が神様に見捨てられてしまったとしたら、ユーグと同じように立ち回って、神様を敵に回しても、親友を利用することになっても、頑がん張ばりたい。

「なあ、頼む……人間の女、エミよ、あんたもどうか、ルイスに言ってやってくれ！　こんなに幼い子を殺すなって！　手にかけるのはやめろって！」

　すごいと思う。ユーグを、弟妹を持つ姉として心から、尊敬する。

　──弟妹を持たない人だって、彼の必死の懇こん願がんを、妹への愛を、尊いと思うだろう。

　妹への愛のために利用されようとしているルイスにとってもきっと、同じだったに違ちがいない。

「ユーグ……俺は」

　ルイスが苦痛に満ちた顔をして言い淀よどむのは、ユーグの想おもいを尊いと感じたからだろう。

「ルイス、お願いだ。一生の頼みだ」

「聞け、ユーグ」

「見逃してくれ。妹が、健すこやかに生きて、死ぬまでの間！」

「──その間に無数の土地が光精の寄りつかぬ死の土地に変わり、その土地の死が周囲に広がっていくのを、黙だまって見ていろと言うのか」

「ああ、そうだ!!」

「……その頼みは、聞けない」

　ルイスの断りの言葉には苦く渋じゆうが滲にじんでいた。

　過去の友情を引っ張り出されたことへの怒りはなく、ただその願いを受け入れてあげられないことへの悲しみに満ちていた。

　できるのであればその願いを聞いてあげたかったのだと、その声を聞けばわかった。

　私だったらここで諦あきらめてしまうかもしれない。けれどユーグは、諦めなかった。

「ほんの少しの間だけでもいい。今フロック領では全力を挙げて竜星病の治ち療りよう法を探している！　この治療法は竜族全体の宝となるに違いない。何しろこの病にかかるのはヴァレンティーナだけってわけじゃないからな。お前だって今後かかる可能性はある」

　ルイスだってかかる可能性がある、というユーグの言葉にハッとした。

　私の顔色の変化を目ざとく認めて、ユーグは言い募つのった。

「むしろ、可能性は高い方だ！　竜族の中でも地位の高い者ほどかかりやすい。一時期大流行したもんな。なあ？　覚えてるだろ？」

「ああ……そうだな」

「この研究はお前のためにもなる。ヴァレンティーナは大事な被ひ検けん体だ。なあ先生！　なんならあんたの研究に協力してもいい。むしろ大だい歓かん迎げいだ！　是ぜ非ひフロック領の秘密の研究成果を見てくれよ。これまでどこにも発表したことのない成果が溜たまってるんだ！」

「おっとそれは、興味深いねぇ」

　そう言いながらも、ロイさんの目はやっぱり冷たい。

　まるでユーグの言葉が届いていないみたい。言葉の意味は伝わっても、込めた心が、伝わっていないみたい。

「ロイさん──」

「待ってエミくん。何を言うつもりかなぁ？　何度もキミに教えたと思うけれど、竜星病は患うだけで大罪だよぉ？　だからなんとかならないかなんて聞かないでくれると嬉うれしいなぁ」

　言おうとしていた言葉を先に紡つむがれ、言葉が出ないでいる私にロイさんが微笑ほほえんだ。

　その目は、笑ってない。

「無責任なこと、言わないでよぉ？　ボクは竜族研究者。キミがこうして患かん者じやに直面するずっと前から、長らく頭を悩なやませて心を痛めて何度も患者に縋すがりつかれて、その末に死なせれば家族に詰なじられてきたんだからさぁ」

「あ……ロイさん、そんな」

「ボクが悪いんじゃないのにさぁ……ボクだって病が伝染うつる恐怖に耐たえて、耐えて耐えて頑張って診みてあげたのに、そんなのって酷くない？　ボクがどんな気持ちで患者に向き合ったと思ってるのかなぁ？」

　その赤い目は暗い色に染まっていて、私は言葉を吞のみ込んだけれど、それでもロイさんは強い語調で続けた。

「まるでこれまでボクが悩んだことも努力したこともなかったみたいに、身勝手な正義感を振ふりかざしてボクを責めて、彼らのために何かをした気になるのは、やめてねぇ」

　身体からだが震ふるえた。寒さが原因じゃなかった。

　ロイさんは静かな口調で言ったけれど、強い怒いかりが伝わってきた。

　ルイスは私の肩かたを抱く腕うでを伸のばして、外がい套とうで包んでくれようとした。けれど、本当に寒くはなかったから、その手はそっと押し戻した。

　ロイさんに強く言われた私を慰なぐさめるためだったら、もっとその腕は必要がないから。

　申し訳なさと恥はずかしさで顔が火照ほてり、熱くて眩暈めまいがするほどだった。

「ごめんなさいロイさん、私──」

「いいんだよぉ何も言わなくて。彼らのためには少しもならないから」

「ロイ先生、言い過ぎでは？　先生の努力とか普ふ通つうに見ていただけでは本当にわからないですし、俺さえそんなに努力していたとか初耳ですし」

「ヨアヒムくんは本当に少し黙っていた方がいいと思うよぉ」

「エミに対してきつすぎる物言いを改めてくださるんなら」

「へぇえ？　いつの間にか仲良くなったんだねぇ？」

「ルイス様の許いい嫁なずけなので、仕方なく気き遣づかっているだけです」

　ズケズケ言うヨアヒムさんの言葉で少し冷静になれた。火照った頰ほおも雪まじりの風で、すぐに熱が冷めていく。

　ロイさんはこれまでもずっと、たくさん、頑張っていたみたい。

　恐こわくてたまらなくて、それでも頑張っていたけど、どうにもできなかった……それなのに、何もしていない私に色々と言われたらすごく嫌いやな気持ちになるよね。

　私は、自分で何ができるのかを探すべきだったんだ。

「……ごめんなさい、ロイさん」

「んん？　だからさぁエミくん。ボクに謝られても」

「私は私にできることを、します」

　私はルイスの腕から抜ぬけ出した。

　とても寒かったけれど、心臓は煩うるさく鳴っていて、思いつきがうまくいくのかどうか心配で不安で、考えと一いつ緒しよにめぐる血のせいか身体は熱かった。

「ユーグ、お腹なか減った……胸が苦しいよぉ」

「悪いヴァレンティーナ、もう光精はないんだ。──落ち着け、深呼吸をしろ！」

　ヴァレンティーナが苦しげに胸を押さえると、周囲の色が赤くなったように見えた。

　それは、苔こけや雑草までもが枯かれて瑞みず々みずしさを失ったからだった。

　彼女が土地から竜りゆう気きを吸い上げているのだ。実際に見ると、それは恐おそろしい光景だった。

　妹を腕に抱きながら、自分の足元から生命が失われていくのを見ているユーグが一番、怯おびえた顔をしていた。

　ルイスもヨアヒムさんもロイさんも、怯えたように後ずさりした。

　竜気によって生きているという竜族にとっては震えるほど恐ろしい光景に違いない。

　けれど、竜気がなくても本来生きていける人間の私は、恐がらなくってもいいはずなのだ。だから、近づいた。おそらく『死んだ』と言われるような状態になった土地に足を踏ふみ入れても、何も起こらなかった。

　ヴァレンティーナを抱かかえて蹲うずくまる恐きよう怖ふに満ちたユーグの顔を、覗のぞき込んで声をかけた。

「私、ヴァレンティーナに光精を分けてあげられるかもしれません」

「お前が？　ヴァレンティーナに？　──ルイスにやっているようにか」

「そう」

「エミ、一体何を言っている!?」

　ルイスは怒おこって私に手を伸ばそうとしたけれど、足元に土地の死が迫せまって来るととっさに身を引いた。それをいいことに、私もルイスから更さらに離れた。

「ルイスの大事な友達のことを助けてあげたいの」

「おまえに何ができる!?」

「何かできるかもしれない。イザベルさんのところで、光精を説得して、土地に戻もどってもらえたみたいに」

「──あの土地、蘇よみがえったのか？」

　ユーグがかすれた声で言った。そういえば、ユーグは観戦者を案内するためにこの町フロックに先行していたから、私がイザベルさんの別べつ邸ていでやったことを見ていない。

　まるで縋るようなその言葉には、正直「わからない」と返すことしかできなかった。

「もしかしたら、蘇るかもしれない。でもわからないの。これから様子を見ていくしかないけれど──可能性がありそうっていうだけで、イザベルさんたちはすごく喜んでくれた」

「お前が何かやったのか？　光精を、説得？」

「うん。お話ししたの。光精は嫌いや々いやだったけど、またシュリフの花畑を作ると約束したら、戻ってくれた」

「……光精と話？　ふざけてるのか？」

　ユーグは怒ったような顔で、泣きそうな声を出した。

「──エミ、本当にやめろ。こちらに戻れ!!」

「ルイス様！　エミはもう近づきすぎました！　危ないですよ！」

「離はなせヨアヒム!!　エミ！　引き返せ！　やめろ!!」

　弟てい妹まいを持つ姉としてユーグのことを尊敬する。

　けれどそんな理由だけじゃ、きっと私は手を差し伸べられなかった。

　ヨアヒムさんに羽は交がい締じめにされているルイスの言葉を無視して、私はヴァレンティーナを抱だきしめるユーグの傍そばに近づいた。

「……お前がルイスを愛しているなら、オレたちを助けるべきじゃないんじゃないか？」

　ユーグは、泣きそうな顔になる。そこにルイスへの思いやりが垣かい間ま見みえて、今ここにいてよかったと思った。

「ルイスは、本当は、あなたのことを大事に思っていると思う……とても大事な友達だって」

「だから、助けるって？」

「うん。私にできるかもしれないことがあるなら、試ためしたい」

「……ルイスを想おもうならお前は見けん当とう違ちがいなことをしていると思うが、オレはそんなお前を、利用するぜ」

　すべては大切な妹のために。──理解できてしまうからこそ、助けたい。

「だけど約束して、ユーグ。うまくいったらルイスの味方になるって」

「いいだろう。あいつのために働く。どうすればいい？」

「ヴァレンティーナの手て袋ぶくろを脱ぬがせて」

「……おい、どうしてそんな必要がある」

　じっとりとした目で見られたけれど、そういえば手袋を外すのってスカートをめくられるくらい恥ずかしいことみたいだよね。変なことするつもりじゃないんだからね!!

「光精を渡わたすのに、掌てのひらの鱗うろこにキスする必要があるの！」

「領地会議ではそんなことしてなかったろお前ら！　あのやり方でやれ！」

「あれは、あそこに行く前にやっていたからできたんだと思うの！」

「はああああ!?　ってことは、お前ら、事あるごとにそんな破は廉れん恥ちなことをしてんのかよ!?」

　ちょっと恥ずかしいとは思うけど……破廉恥とまでは言わなくてもいいんじゃない!?

「オレの可愛かわいいヴァレンティーナの掌に？　口をつけるのか？　お前が？　人間の女が??」

「嫌ならやらないもん」

「……オレだってやったことないんだぞ」

　ぶちぶちと文句を言いながらも、ユーグはヴァレンティーナの手袋を脱がせた。

　小さな掌には美しい緑色の、エメラルドのような宝石が握にぎられていた。

　兄きよう妹だいなのに、ユーグはそれを見ないように目を背そむけている。

　掌の宝石が竜族にとってどんなものか、正確にわかってない気がして本当に怖こわい……。

「ヴァレンティーナ、今光精を分けてあげるからね」

「やめろ、エミ、やめろ!!」

「ルイス様がエミのことを愛していらっしゃるのはわかります。ですが相手は女児ですよ！　別にいいじゃありませんか!!」

　ヨアヒムさん本気で言っているのかな？

　声をあげていたルイスも黙だまり込み、一いつ瞬しゆん静せい寂じやくが漂ただよった。

「……面おも白しろいから様子を見ようよぉ、ルイスくん」

　ロイさんはこれまで病気のみんなのために研究をしてきたみたい。

　けれど、竜りゆう鎮しずめの人間に研究の協力をしてもらったことはなさそうだよね。

　私が一人目の協力者になるから、後で頭のいいロイさんが何が起きたのかを考えてくれたら嬉うれしいな。

　少なくとも、鱗に口づければ竜気を含ふくんだ光精を渡せるのは、ルイスで証明されている。

「エミ？　……うう」

　私が近づいただけで、少し呼吸が楽になった様子のヴァレンティーナ。それでも、苦しげな姿を見せる彼女の手を取って、唇くちびるを寄せる。

　ユーグは複雑そうな面おも持もちで私のすることを見守っていた。少なくとも私には変な気持ちなんて少しもないから許してほしい。

　私はそっとその掌の宝石のような緑の鱗に唇をつけた。

　その瞬しゆん間かん、野球のバットで頭を殴なぐられるような衝しよう撃げきに襲おそわれ目の前が真っ暗になった。




　──そして私はヴァレンティーナに父親を殺されたことに強い憎にくしみを感じていた。
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「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか!?　人間！　おい!?」

　ユーグの声が、頭に響ひびく。

　痛む頭を抱えて起き上がりながら、『お父さんを殺した』ヴァレンティーナを見た。

　思い出したのだ。

　彼女は私のお父さんを殺した。正確には彼女が手を下したわけじゃない。でも同じことだ。

　お父さんの死の原因となった彼女を眺ながめながら、憎しみと同時に強い困こん惑わくも覚えた。

　……殺したって、いつ？　どうして、どうやって？

　私のお父さんは私の世界にいるはずで、ヴァレンティーナが簡単に行ったり来たりできる場所ではないのに。

「……どうやって私のお父さんを、殺した、の？」

「何を言っている？　おいルイス、この人間の様子がおかしいぞ！」

「ヨアヒム、ロイも離せ！　──エミッ!!」

　制止を振ふり払はらって駆かけ寄ってきたルイスに肩かたを抱だき起こされると、私はヴァレンティーナから距きよ離りを取った。

　嫌けん悪おを覚えたからだった。触ふれたくもない。できるだけ遠くに離れたかった。

　あんなに一いつ緒しよに遊んでいたのに、私のお父さんを売った。裏切り者だ。

　それでも彼女は竜りゆう族ぞくだから、家族に大切にされて楽しそうに暮らしている。

　それがどうしても許せなかった。

　──自分で、何を考えているのかがわからない。

「何？　どうして？　ヴァレンティーナ？　あなたは私のお父さんを、売った？　え？」

「エミ、深呼吸をしろ。息を大きく吸って、そして吐はけ」

「──ヴァレンティーナと、一緒に遊んだ？　たくさん、遊んだのに……あれ？　そんなこと、あったっけ？」
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「何を言っている。おまえがヴァレンティーナと出会ったのは大竜祭が初めてだろう？　敵対していたのに、なぜ交流がある。そもそも──」

　ルイスは口の中でその先の言葉を終わらせたけれど、何を言いたかったかはわかる。

　そもそも私は、異世界の人間。

　限られた時間しかこの世界にいなかったのに、どうしてヴァレンティーナとたくさん遊ぶだなんてことができるの？

　というか、お父さん、普ふ通つうに生きてるよ??

「なに、この気持ち──変な、記き憶おく……？」

「ロイ、エミに何が起きている!?」

「情報が少ないねぇ。エミくん、今感じていることを口に出してくれるかなぁ？　そのまんまで構わないからねぇ」

「ヴァレンティーナのせいで、お父さんが、死んじゃった？　殺された……連れて、行かれて？　どこに??」

　お父さんは仕事で海外にいるはずだ。この間、きれいなエメラルド色の海の中を泳ぐウミガメの写真の葉書をもらったし、電話で話もした。

　だけど私はお父さんが殺されたと感じていた……そんなこと、ありえないのに。

「もしかして、キミのお父さんは竜鎮めかい？」

「うん──えっ？　そうなの？」

「わかったよ、エミくん。キミのお父さんは、竜りゆう王おう府ふに連れて行かれたんだねぇ」

　ロイさんの言う通りだと、なぜか感じた。

　けれど、私のお父さんは竜王府なんて場所に連れて行かれたりしていない。

「ロイさん、私のお父さんは」

「うんうん、キミの本当の父親が竜王府に連れて行かれたりしていないのは、わかってるよぉ。ただキミが受け取った想いの持ち主の父親は、連れて行かれたんだろうねぇ」

「──どういうことだよ、ロイ先生？」

「ユーグくん。キミの妹を嫌きらう光精たちは、どこかの竜鎮めの想いに従っているんだねぇ」

　ユーグの腕うでの中にいるヴァレンティーナは、私から流れていった光精によって症しよう状じようが落ち着いたみたいだった。ユーグの腕の中、安らかな顔つきで微睡まどろみはじめている。

　そのことにとても腹が立って、彼女を睨にらみつける私の目を、ロイさんが塞ふさぐ。

「キミの妹のヴァレンティーナは竜鎮めの父親を持つ同じく竜鎮めの人間の子供と仲が良くて、遊んでいた。その子供の父親を竜王府に送ったりしなかったかい？」

「……送った。そうだ、前竜王の時だ！」

　ユーグは、思い出すように言葉を連ねていった。

　その言葉に刺し激げきされて、更さらに私は私のものではない過去の記憶を思い出していった。

「あの王が中央に戻もどる前にこの町に寄って、竜鎮めを差し出せと言った。どこの人間が竜鎮めかなんて把は握あくしてなかったが、ヴァレンティーナが、知っていると──」

「友達だから、教えてあげたのに……ひどいよ」

「人間？」

　ユーグの言葉が遠かった。ロイさんの手を撥はねのけて、ユーグを睨みつける。

　ヴァレンティーナの兄だと思うと憎たらしかった。

　私を愛してくれたお父さんは帰ってこないのに、こんなにもヴァレンティーナを愛する兄がいるだなんて、そんなの不公平で間ま違ちがっている。

「お父さんが私と同じ竜鎮めだって教えたこと、すごく後こう悔かいした。ヴァレンティーナのこと、友達だと思っていたのに！　どうして私のお父さんのことを話したの!?」

「エミ、落ち着け！」

「竜族なんかに教えなければ！　お父さんは連れて行かれなかったのに！　帰ってこない！　まだ帰らない！　ヴァレンティーナのせいだ!!　絶対に許さない！　竜族め!!」

　ヴァレンティーナに投げつけようと近くにあった石を摑つかんだ手を、ルイスに止められる。

　憎たらしい、手て袋ぶくろをした竜族の手で。

　なんの力もない人間だと、見下し嘲笑あざわらっているんだろうと思うと悔くやしくて唇を嚙かみしめながら見上げたら、ルイスは悲しげな顔をして私を見下ろしていた。

「竜族が憎いなら俺のことも憎いか、エミ」

「──！」

「おまえに憎まれるのは辛つらい。あの娘むすめを苦しめる光精がおまえに吹き込んだその想おもいを取り除くにはどうしたらいい？　その無念を取り除けばいいというのなら、俺をその石で打ち据すえても構わない」

「う……竜族、ッ」

「エミ、俺の初めての許いい嫁なずけ。たった一人の愛しい娘。……おまえに許される方法を教えてくれ」

　目の前にいるのはルイスだけど、竜族だった。

　人間の命なんて虫けらのように思っているに違ちがいない。

　でも、私の頰ほおに触れるその手は優やさしくて、温かい──その温かさに陶とう然ぜんとなってしまいそうになったけれど、竜族に騙だまされてはいけない。

　だってヴァレンティーナは──。

「あんな小娘ではなく俺を見ろ、エミ」

　ヴァレンティーナを見み据すえて憎しみを再さい確かく認にんしようとしたのに、少し怒おこったように言うルイスに顎あごを捉とらえられてできなかった。

　目の前にいるのは憎い竜族。

　でも、それはルイスで、私の初はつ恋こいの人──憎しみとは相いれない恋こい心ごころが、ルイスに見つめられ、触れられ、心配されている喜びに震ふるえて──私の中に横たわっていた暗い影かげを消した。

「ルイス……ああ、ごめんなさい」

「エミ？　元に戻ったのか」

「うん、本当に、ごめんなさい……！」

「……っ、そうか」

　ルイスはそれ以上言わず、私の身体からだをきつく抱だきしめてくれた。

　そんな私たちを見て、ロイさんが残念そうに「もしかして戻っちゃった？」と呟つぶやいた。

「すごく興味深い事例だねぇ。──つまり、キミの妹はどこかの竜りゆう鎮しずめに死ぬほど恨うらまれていて、そのせいで光精が寄りつかないのかもしれないねぇ」

「……つまり、あの説は正しかったってことかよ」

　ユーグが放心したように言う。

　説というのがわからなくてチラッと視線で尋たずねると、ロイさんがにっこりと笑った。

　その目はもう怒っていなくて、私を見る目は嬉うれしそうだった。

「竜鎮めは『神に選ばれし者』だという説だねえ。神に選ばれた竜鎮めに疎うとまれる竜族は竜星病になるという説があったんだよぉ」

「だが長らくその説は浮ふ上じようしては否定されてきた」

　ルイスは私の背中を撫なでながら言う。まるで宥なだめるみたいに。もうわけのわからない感情に振り回されたりしていないから、大だい丈じよう夫ぶなんだけど、心ここ地ちいいな……。

「誰だれも、人間なんぞが竜族の命を握にぎれる立場に立っていると思いたくはなかったんだけどな」

　ヨアヒムさんの言葉に、いつの間にか眠ねむってしまったヴァレンティーナ以外の皆みんなが頷うなずいた。

　人間である私たちを侮あなどるような意味を含ふくむ言葉だとはわかったけれど、腹は立たなかった。

「つまりはだ。その竜鎮めに許されればいいってことだよな？」

　ユーグは震える声で言った。縋すがるように私を見つめていたけれど、きっとユーグが見ているものはもう私の中から消えていたから、ただ居い心ごこ地ちが悪いだけだった。

「なら、謝る。いくらでも、何度でも！　人間相手だろうと、必要なら地べたに這はいつくばって、許しを得るまでそいつの召使い役でもなんでもやる!!」

「問題はその竜鎮めが生きているかどうかってところだけどねぇ」

「あれは確か、十年くらい前のことだった。ヴァレンティーナの姿かたちはあれ以来ほとんど成長していない……それを友人とみなすということは、人間でいうと二十歳はたち？　いや、三十歳か──」

「当時十歳以下くらい、だと思います」

　ヴァレンティーナを秘密を打ち明けるに値あたいする対等な友達だと思っていたということは、同じくらいの背恰かつ好こうだということだと思う。それなら、二十歳とかそれ以上はありえない。

「そうか、十歳以下、つまり今はいっていても二十歳くらいか。なら人間とはいえ寿じゆ命みようが来て死んでるってことはないだろう！」

「そうだねぇ。できたら連れて行かれた父親っていうのを帰してあげられたらいいけどぉ」

　ユーグは緊きん張ちようした面おも持もちで首を振ふった。

「……ロイ先生、それは、無理だろう？」

「十中八九そうだろうけどねぇ。一応、調べるのが礼れい儀ぎってモノじゃないかなぁ？」

「そう、だな。人間だと侮ってたら、許されるもんも許されねぇよな。クソッ！」

　ユーグは拳こぶしで額を叩たたいて懊おう悩のうしていた。

　この世界の竜りゆう族ぞくという人たちは、人間を、人間だからという理由で侮っている。

　けれどユーグは、一いつ生しよう懸けん命めい、その差別意識を取り払はらって考えようとしていた。

「もしも自分の父親が同じ目に遭あったらどうするのかを考えないと、許されっこないよなぁ。──ヴァレンティーナが、連れて行かれたと考える。だが……ああ！　もしそんなことになったら、オレだったら絶対に、許さねぇよ……!!」

「……戻るぞ、ユーグ。ここは冷える」

「ああ──どうすれば……！」

「一つずつ、こなしていくしかないだろう。こんな時で悪いが、大竜祭はどうする」

「そんなのもあったな……ヴァレンティーナがこれで治るという保証もない。オレたちには後ろ盾だてがまだ必要だ。お前に負けてやってもいいが祭り自体は開かなきゃならない……少し、待ってほしい。せめて三日」

「いいや、一週間だ」

「助かる。竜王府に使いを遣やらなきゃならねぇし……調査して……なんとか亡なき骸がらだけでも遺のこされた家族に、返してやらなきゃな……」

　ユーグは独り言のように考えを口に出して整理していった。今のユーグの頭の中は、もしかしたら治るかもしれないヴァレンティーナの治ち療りよう法のことでいっぱいだ。

　ルイスは眩まぶしいものを見るような目で、妹のためにいっぱいいっぱいになっているお兄ちゃんなユーグを見つめていた。
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　ルイスの顔に噓うそ笑え顔がおが張り付いたまま元に戻もどらない。

　一日目は、私がルイスの制止も聞かずに、ヴァレンティーナの鱗うろこに触ふれて大変なことになったから怒っているんだろうなあと反省した。

　でも、二日目になってもまだルイスはにっこりと綺き麗れいな笑顔のままだった。

　勿もち論ろん、もう何度も謝っている。

「あの、ルイス。ちょっといい？」

「これから竜りゆう鱗りん作りの対策会議を行う予定がある」

「ちょっとだけでいいから！」

「……手短にな」

　朝食を終えて部屋に戻って二人きりになったから声をかけたけれど、笑顔でやんわり断られそうになった。仕事部屋になっている隣りん室しつに行こうとしたルイスの袖そでを摑んで、引き留める。

「その、本当に悪いことをしたって、思ってる。まさかヴァレンティーナの掌てのひらにキスをしたら、あんなことになるとは思わなかったの……！」

　確かに、イザベルさんのお屋や敷しきで光精が私の頭に直接イメージを伝えてきたことはあった。

　けれど、ヴァレンティーナに触れることでそうなるとは夢にも思わなかった。何しろ、ルイスの時にはそんなことは一度もなかったんだから。

「私、すごく反省しているの！　だから……お願い。そんなに怒らないで」

「怒っているように見えるか？」

「すごく見える！　そんな風に噓笑いされるくらいなら、怒ど鳴なられた方がいい……怒ってもいいから、そんな風に笑わないで！」

　手を合わせてお願いしたら、ルイスはストンと笑顔を取り落として無表情になった。

「や、やっぱり怒ってる……！　もう勝手にあんなことしないから!!」

「勝手にでなくともするな。いや、許可は出さないから同じことかもしれないが」

「えっ？　でも、もし他ほかにも困っている人がいたら、私が助けになれるかもしれないし──」

「ダメだ」

　ルイスに睨にらまれて、続く言葉を吞のみ込んでしまった。

　竜星病というとても恐こわい病気の人が、その病気になった理由を私なら知ることができるかもしれない──けれど、ルイスの目がすごく怒っていて、言えそうにない。

　その激しい怒いかりの証あかしに、ルイスの瞳どう孔こうは縦に割れていて、びっくりする。

「竜族の鱗に口づけるということの意味をおまえはまだ理解していないようだな、エミ？　──真に心を許した者にしかしないことだ。家族であっても見せることのない場所に触れるのがどういうことか、わからないのか？」

「あっ……そういうこと」

　たぶん、許いい嫁なずけ同士でしかしないようなことを他の人にもやっていると、私とルイスとの婚こん約やくが偽いつわりのものだとバレてしまいかねないと思っているんじゃないかな。

　ルイスの力は返しているし、婚約は噓だったとバレてもいいんじゃないかなと何度も思ってるんだけど。でも、私にはよくわからない複雑な事情があって、私はまだ本当の許嫁のふりをしていた方がいいんだろう。

「って、ちょっと待って！　なんで顔を近づけてくるの!?」

　ルイスが目を細めて顔を寄せてきたから、私は慌あわてて身を引いた。

　色の薄うすい唇くちびるをうっすらと開いたその顔は何度か見た覚えがあるけれど……どうしていきなりキスしようとしてくるの!?

「どうして避さける？」

「避けるに決まってるよね!?」

「……一体どうしたんだ？　本心では俺を嫌きらっているのか？　だから口づけすら拒こばむのか？」

　ルイスは本当に意味がわからないという顔で、不安そうに言う。

　まるで私が悪いことをしたような気になったけれど、流石さすがにそれは一いつ瞬しゆんのこと。

　口づけすら、っていう言い方がそもそもおかしい！

「掌にキスするより口と口をくっつける方が何百倍も恥はずかしいからね!?」

「何百倍？　まさかそんな。面おも白しろい冗じよう談だんだ」

「私本気で言ってる!!」

「わからんな。──ほんっとうに俺の掌の鱗に口づけるより、唇の方が恥ずかしいのか？」

「比べものにならないほどっ!!　顔があんなに近づくんだよ!?　唇、柔やわらかいんだよ!?」

「だが鱗だぞ？　竜鱗だぞ??」

「全然恥ずかしくない！　……噓うそ吐ついた！　ちょっとだけ恥ずかしいけどやっぱり唇の方がダントツで恥ずかしい!!」

「……顔が真っ赤だな、エミ」

　赤くもなるに決まってる！

　睨みつけたら、ルイスはふっと小さく笑った。かっこよく笑うのもダメ!!

「だが、俺だって恥ずかしいのを我が慢まんしておまえに鱗へ口づけられている。おまえだけ羞しゆう恥ちを覚えないのは不公平だから、唇をつければ平等になる」

「ルイスは恥ずかしすぎて子供になっちゃってるじゃん！　逃にげちゃってる！　私は変へん化げできないから逃げられないんだよ!?」

「……ならば俺が我慢できたらおまえも我慢しろ」

「はい!?」

「俺が羞恥に耐たえきったら、おまえも耐えろ。約束だ。いいな！」

「なっ……!?」

　すぐに約束だなんてお断り！　と言おうとしたけれど、扉とびらをノックすると同時に入ってきたユーグのせいで、何も言えなかった。

「取り込み中か？」

「いきなりなんだ、ユーグ？」

「──例の父親の遺骨を回収した。これからヴァレンティーナのかつての友へ謝罪に行く」

　私とルイスのくだらない言い争いなんてしている暇ひまもないほど、大事な話だった。

「もう見つかったんですか？」

「一昨日おととい帰ってすぐに使いの者を竜りゆう王おう府ふへ送った。研究所に研究成果と一いつ緒しよに保管されていたからな。すぐに見つかった」

「研究？」

　ユーグの言葉の意味がわからず聞き返そうとしたけれど、今度はユーグの後ろからヨアヒムさんが怒おこった顔で走って来たから聞くタイミングを逃のがしてしまった。

　そういえば、私は光精の影えい響きようか、竜りゆう鎮しずめの父親が亡なくなってしまったとすんなり理解していたけれど、どうして死んでしまっているのか、実際は知らない。

「このガキ！　ルイス様の部屋を訪おとなう際には俺を通せと言っただろう！」

「ガキとは随ずい分ぶんな言い草だがあんたとやり合ってる暇はない。これから、ヴァレンティーナと行ってくる。それを伝えに来ただけだ」

「そっか……」

「先に言っておくが、これがうまくいかなくともお前らを恨うらむ気はねえからな」

「あたりまえの話じゃない？」

「可愛かわいくねー女だな、全くよ！」

「そう言うユーグは本当に憎にくたらしいよね。けど、お見送りしてあげる！」

「おうおう、当然だな！　そら、未来の領主様を見送りに来い！」

「領主はずっとルイスなんだからね！」

「三回戦で勝てればそうなるかもしれないが、まあルイスには無理だろ。オレのヴァレンティーナへの愛を込めた竜鱗に敵かなうかよ」

「ルイスもなんか色々込めなくちゃ!!」

「……誰だれかへの想おもい、か？」

「へっ!?」

　ルイスは私を見み据すえてスッと目を細めた。その色っぽい流し目から思いきり逃げてヨアヒムさんの後ろに隠かくれてしまったけれど、そう言えば人前だった。

　変な話題を振ふったせいで、しなくてもいい演技をさせちゃったかも……。

　ごめんね！　という気持ちでヨアヒムさんの後ろから手を合わせたけれど、ルイスがすごく睨んでくる。やっぱり無む駄だに演技をさせられて、ルイス怒ってる！

「頼たのむから俺の後ろに隠れるのはやめろと……！　そろそろ俺は泣くぞ！」

　泣かないでヨアヒムさん。というかなんで泣くの？

　玄げん関かんまでみんなで歩いていくと、既すでに竜りゆうの落おとし子ご車が玄関前に並んでいた。その中でも一番大きな箱に乗っているヴァレンティーナが、こちらに向かって手を振ってきた。

　私が手を振り返していると、ユーグがボソリと言った。

「ヴァレンティーナにはこれから何をしに行くのか伝えた。病が理由だとは教えてないけどな……まだ幼すぎて何が起きているのかわかってないが、自分のしたことが友人を傷つける行こう為いだと教えてやれば理解するし、申し訳ないとも感じてる、優やさしい子だ」

「きっと、許してもらえるよ」

「そうだといいけどよ」

　竜落子車に乗り込むと、ユーグたちはゆっくりお屋や敷しきから離はなれていった。




　翌朝にはユーグとヴァレンティーナは帰ってきた。

「会いたくないと言われた」

　ユーグは私とルイスの部屋を訪おとずれて、あったことを教えてくれた。

「やろうと思えば引きずり出せたが……それはきっとやるべきじゃないんだろうと思ったから、帰ってきた。これでいいと思うか？　人間」

「……うん。それでいいと思うよ、ユーグ」

「そうか」

　ヴァレンティーナを一刻も早く治したくて、その鍵かぎを握にぎる人物に、ユーグはどれだけ会いたかっただろう。

　けれどユーグはその人間を思いやり、意志を尊重し──長期戦を覚かく悟ごして、手を引いた。

　それは人間を蔑さげすむ彼らにとって、大きな進歩だと思う。







[image: 第七章　選ばれし者の呪い]




　今日の正午より、大だい竜りゆう祭の第三回戦が行われる。

　ヴァレンティーナの竜星病について、ロイさんは治ち療りようの目め途どが立ったとルイスに宣言した。

　それに、イザベルさんから届いた報告書を見て、死んだ土地の回復の糸口も摑つかめたと、ロイさんはそう判断した。

　だから、今回ルイスはユーグたちが町ぐるみで隠いん蔽ぺいしていた様々な罪を見み逃のがすことにした。見逃す代わりに、ユーグは今日、わざと負けてくれることになっている。

　八百やお長ちようだけれど、ルイスの命は正々堂々とした勝負よりずっと大事だ。モヤモヤはしたけれど、私に文句はない。

　救いはルイスもモヤモヤしていたこと。後、ヨアヒムさんが「たとえ勝負したところでルイス様が勝つに決まっているがな！」と本気で言っていたことだ。

　後は、時間になったら竜りゆ鱗うりんを作るだけだ。ルイスが作った後、ユーグはそれより明らかに質の劣おとった竜鱗を作ると言っていた。

　城館前の広場に用意が整えられていくのをぼんやりと、無気力に眺ながめていると、「もし」と声をかけられて振り返った。

「すみません、あなたは人間の方でしょうか……？」

「えっと、はい！　人間です。あなたたちも……人間ですね？」

　お互たがいにひと目見て人間だとわかったのは、モコモコの防寒着を着ていたからだ。

　私が着ているのと同じようなモコモコを、私に声をかけてきた男性や、その後ろに居並ぶ四人の男性も身に着けていた。竜族はみんな普ふ段だん着ぎなんだよね。

　私に声をかけてきたのは大学生くらいの年ねん齢れいの人だ。目が合ったらビクッとして、顔を伏ふせてしまった。後ろには白鬚ひげのおじいさんに、お父さんくらいの男性が三人いた。

　みんな緑色がかった暗い色の髪かみの毛と目をしている。

「あなたも招かれているのですか？」

「も、ってことは、あなたたちも？」

「はい。ユーグ様に、よければ観にくるように、と言われまして……私ども以外に人間の方が招かれているとは思いませんでした」

　私も、ルイスの許いい嫁なずけとして大竜祭を観戦しているけれど、ここに至るまで私以外の人間の観客を見た覚えはなかった。珍めずらしいなと思っていると、彼らもそう思ったらしい。

「建前では、ないようです」

「じゃが油断するでない」

　大学生くらいの青年とおじいさんがコソコソと話している。

　竜族の人たちは偉えらそうだし、声をかけるのが恐こわくて私に話しかけてくれたんだろう。

「よければユーグのところに案内しますよ！」

「……ユーグ様を呼び捨て？」

　ルイスの敵だと思って敬けい称しようをつけていなかったけれど、味方になってくれたからって直すのはなんだか変な感じだ。見た目の年齢はものすごく近いし。

「おい、エミ。──そいつらは一体何だ」

「あ、ルイス」

　ロイさんと木こ陰かげで話をしていたルイスが戻もどってきて怒った顔をした。

「不ふ審しんな輩やからと口をきくな。──おまえたち、エミから離れろ」

「ユーグのお客さんみたいだよ、ルイス！」

「──そちらの方は？」

　大学生な青年がおずおずと私に聞いてきた。なんて答えたものかと思ったけれど、私が口にできる回答は一つしかないのだ。

　名乗れば名乗るほど恥はずかしくていたたまれなくなってくる、幸せな呼こし称よう。

「その……許嫁、です」

「えっ？　そちらの方は、あの、竜族では？」

「竜族が人間の女を許嫁にして何が悪い？」

　堂々と言うルイスに青年が目を丸くした。

　おじいさんは小さな目をかっぴらいて顎あごを落としている。そこまで驚おどろかなくっても。

「ユーグならすぐそこにいる。ユーグ！　おまえに客が来ているぞ！」

「あんだよこんなぎりぎりに──って、お前たち！　来てくれたのか！」

　ユーグは手に持っていた設営道具を放ほうり出して駆かけ寄ってきた。

「ルイス、こいつらはドトスの村の者たちだ」

　ユーグは緊きん張ちようした面おも持もちで言う。その視線は私より少し上くらいの青年の上にあった。

「気の毒な竜りゆう鎮しずめの男の遺骨を、先日返した村の、村長と……男の息むす子こだ」

　つまりこの青年は、ヴァレンティーナを呪のろった竜鎮めなのだ。

　ユーグに見据えられた青年は顔を伏せた。蒼そう白はくで、焦しよ点うてんの合わない目をしている。

　緊張しているのか、怯おびえているのか、よくわからないけれど、ユーグに対していい感情は抱いだいていないだろう。

　ユーグは平静を保とうと努力する、震ふるえる声で続けた。

「お前たち、こいつはルイス・シュテルーン。この領の領主だ。失礼のないようにな。で、この女は許嫁だ」

「領主様の許嫁が、人間ですか？」

　俯うつむいていた青年が、不意に顔をあげ不思議そうに聞いている。

　少しムッとしてしまって、思わず主張した。

「私たちは愛しあっているんです！」

「そうだな、エミ。俺たちの愛は誰だれにも引き裂さけない」

「キャー！」

　耳元で低い声で囁ささやかれて思わず悲鳴をあげてしまった。

　ルイスは不満そうに唇くちびるを尖とがらせているけれど……ごめんなさい！　ルイスは私の演技にノってくれただけなのにね！

　耳がぞわぞわってして、声が抑おさえられなかったの。二の腕うでに鳥とり肌はだが立って、手が震える！

　緊張した面持ちだったユーグだけど、調子を取り戻した様子で言った。

「イチャイチャイチャイチャ鬱うつ陶とうしいと思うが、お前らがその方が安心だというのなら、この人間の女の傍そばに席を用意する」

「そう、ですね。同じ人間の傍だとありがたいです」

「ルイス。オレはこれから、竜族と人間、分け隔へだてなく扱あつかうように努力していくつもりだ。その第一歩として人間を招いたが、お前は反対するか？」

「エミをこの場に連れてきている俺が反対するわけがないだろう。だがおまえたち、エミに指一本触ふれるなよ」

　青年は、もう俯いてはいなかった。

　彼はユーグをじっと見やった後、視線を私の方へ向けた。

　それは何か、物言いたげな目つきだった。
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「あなたは、竜鎮めの乙おと女めですか？」

「おとめ？　えっと、竜鎮めです」

　話しかけられたのはかなり間が空いた後だったから、話したそうだな、とは思っていたけれど、驚いてしまった。面めん食くらいつつも質問に答えると、彼は深刻な顔をして言った。

「恐くはないのですか？　利用された挙句、骨となって故郷に戻されるんじゃないかと」

　私の指先から自然と出てきた光精が、私の隣となりに座る青年の手の甲こうへと吸い込まれていった。

「……恐いの？」

「ええ。ですから、彼ら竜りゆう族ぞくにそうと知られたくなかった」

　だけどユーグに知られてしまった。

　見に来るようにと誘さそわれてしまった。ユーグは強制したつもりはなかったかもしれないけれど、彼らは命令と同じように感じたのかもしれない。

　怯おびえた顔をして辺りを見やる彼からは、怒いかりや憎にくしみが読み取れなかった。

　……ヴァレンティーナに纏まとわりついていた光精は、とても激しい感情を宿していたのに。

　怒おこっているわけじゃないのに、謝ることはできないし、許すよう強制することもできない。

　彼が何を考えているのか、よくわからない。

　わかるのは、私自身の気持ちだけ。

「恐くはないです。──私はルイスのことが、好きだから」

「あなたは恋こい心ごころを利用されているんじゃないですか。そして、利益のために使われている」

　確かに私はルイスの利益のために竜鎮めとしてできる力を使っている。

　だけどその指し摘てきは正確じゃない。

　だってルイスは、私がルイスに恋をしているだなんて、知らないんだから。

「……利用されているんじゃない。私が、役に立ちたいだけ」

「いずれ裏切られますよ。彼らは同族である竜族と比べれば人間の命など軽いと考えている」

「そういう竜族もいるかもしれない」

　漏もれ聞こえる話、かけられる言葉、私がルイスの傍にいることに対する、反応。

　見ていれば、聞いていればわかる。

　気にしないようにしていたけれど、私たち人間は、この世界ではとても軽かろんじられている。

「だけど、そうじゃない竜族もきっといます」

「それがあなたの許嫁だとは限りませんよ」

　その意見には異議ありだった。ルイスの優やさしさを知らないからそう思うのも無理はないけど、ルイスは私のことを親友くらいには思ってくれていそうなのだ。大事にしてくれている。

　何と言えば理解してもらえるだろうと反論を考えていると、反対隣から声をかけられた。

「──試合が始まるよぉ、エミくん」

　ロイさんに言われて私たちはルイスとユーグが対たい峙じする広場を見た。

　お題は、『美しいもの』で──ユーグはもし自由に作ることができたなら、大人になったヴァレンティーナを作り出してみせるかもしれない。

　これまでも、多少の変化を付けつつ、ユーグが作っていたのはヴァレンティーナだった。

　だけどルイスは、一体何を作るんだろう。

　手を前に差し出した恰かつ好こうで、目を閉じて静止していたルイスは──不意に目を見開くと、空間を輝かがやかせた。

　眩まぶしくて人間の私は目を瞑つむってしまうけれど、竜族はへっちゃらで目を開けているみたい。

　おお……！　というどよめきが聞こえ、早く見てみたいのに、強い光に目が眩くらんで中々視力が戻らなかった。

「そんな……あれは」

　隣に座る青年が震える声で言う。何？　どんなのだった??

「まさか本当に──竜族が人間を愛することがあるだなんて」

　一度強く目を瞑ってから瞼まぶたを開くと、そこにはとても美しい深しん紅くの赤い宝石の像があった。その鮮あざやかな赤の美しさ、輝きに見み惚とれ、初めはその像の形がよくわからなかった。

　でも、すぐにそれが両手を合わせるようなポーズをしている女性だとわかった。

　祈いのっているポーズというより……手を洗ってる？

　というかその女性の顔を、ものすごく見たことがあった。主に鏡の中とかで──。

「竜りゆ鱗うりんの美しさは想おもいの証あかし……あなたは本当に、愛されているんですね」

「えっ、ぁ……ひぇっ!?」

「竜族の許いい嫁なずけ様が手招いておられますよ。行かなくていいんですか？」

　私が反論するまでもなく意見を翻ひるがえした青年に言われて見てみれば、ルイスが私をちょいちょいと手招いている。

　それじゃやっぱり、私の見み間ま違ちがいじゃない？

　あの像って、本当に私!?

「あー、婚こん約やくの儀ぎの時のやつかー」

　ヨアヒムさんがもーどうにでもなーれ、とでも言いそうな投げやりなテンションで言う。そういえば、あの像が着ている服は婚約の儀の時に私が着ていた服と一いつ緒しよだ。

「ルイス様にとっての美しいものがエミかー、まー、もういいですけどー」

　へへっ、と薄うすら笑いを浮うかべるヨアヒムさんの言葉に顔が熱くなる。

　たぶん何かの行き違ちがいがあるんだと思う。

　その行き違いの正体を確かめるべく、私はルイスに、というよりその像へと近づいていった。

　それは美しい輝きを宿した像だった。透すき通るようなのに鮮せん烈れつな濃こい赤色をしていた。

　私と同じ顔をしているように見えるのに、やたらと美人に見えていたたまれない。

　表面はなめらかで触さわり心ごこ地ちがよさそうだった。ユーグは触ろうと手を伸のばしていたけれど、ルイスに叩たたき落とされていた。

「なんだよ!?」

「触るな」

「……その気持ちはわかるけどよ。お前本気で人間に惚ほれてたんだな」

「まあな」

　人前だし、ルイスが否定するわけがないんだけれど、堂々とした態度が本心を語っているようにしか見えなくて──ああもう、勘かん違ちがいも甚はなはだしい。

　顔が熱くて心臓がうるさくて爆ばく発はつしそうになっている私の鼻先に、ルイスが手て袋ぶくろを脱ぬいだ状態の握にぎり拳こぶしを突つきつけた。

「エミ、早さつ速そくだが光精をくれ」

「ええっ……!?　ここで!?　人前だよ……！」

「構わない。問題ない」
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「おいおいおいお前らこんなとこで何晒さらすつもりだよ……!?」

　ユーグや周りにいる竜族の人たちがザワザワする。

　けれどルイスは知らない顔をしている。例のアレ？　羞しゆう恥ち心しんを克こく服ふくするとかいうやつなの？

　でもこんなにたくさん竜族がいる前で少年の姿になったら大変なことになるんじゃない？

　視線で訴うつたえたけれど、ルイスは頑がんとして譲ゆずらなかった。心なしか、どんどん不ふ機き嫌げんな面おも持もちになっている気がする。

「ヴァレンティーナにはできて、俺にはできないと言うのか？」

　何を言ってるのか意味がわからない！

　仕方ないから、ルイスが問題ないっていうのならするけどさ！

　諦あきらめてルイスの握り拳を手に取ると、外がい套とうの中に引き込まれて悲鳴をあげそうになった。

「これなら俺の掌てのひらが余人に見られずに済む」

　それはそうだけど、いきなり外套の中に入れられたら、驚おどろきすぎて私の心臓が止まっちゃうかもしれないから気をつけてね……！

　外套に光が遮さえぎられて薄うす暗ぐらいのに、ルイスの掌の宝石の輝きはよく見えた。

　キスすると少し温ぬるくて、ルイスの指先の方が冷たい気がした。

「ひえっ、ぎゃっ！　うわ……スゴッ……!!」

　ユーグ、気が散るからやめて！　見えてないでしょ！

「エミ、もう俺以外の鱗うろこに口づけはするなよ」

　囁ささやくような声が降ってきて、耳元がぞわぞわしたから首を縮めてルイスの手を離はなした。

　そして身体からだも離すと、次の瞬しゆん間かん、ルイスは大竜となって空を舞まい上がってみせた。

　少年のルイスが変へん化げしてみた大きさより、またひと回り、大きくなっている気がする。

　どういうわけか、いつの間にかルイスは羞恥心を乗り越こえたみたいだった。

「みんな悪いが……こりゃ勝てねーわ」

　ユーグは、大竜の姿で広場上空を見せつけるように飛び回るルイスを見上げながら、言った。

　その顔には満面の笑えみが浮うかんでいた。

「無理無理。そもそも竜気の多た寡かで負けてるし、唯ゆい一いつ勝ててた質で、もう勝てねえ。負けるとわかってる試合のために、無む駄だに竜気をかけて竜鱗を作りたくないんでな。悪いがこの試合はルイスの勝ちだ！　オレは、負けた!!」

　確かに八百やお長ちようはする予定だったけれど、ユーグもそれなりの竜鱗を作る予定じゃなかった？

　視線で尋たずねると、ユーグは私の視線に気づいて笑った。

「本気で負けたと思ってる。ルイスはすごいやつだ。……まさか、あいつの作った竜鱗を見て、負けたと思わされるとは思わなかったぜ」

「それは──」

「オレの町のやつらも納なつ得とくしてくれるよ。竜りゆう族ぞくには、竜鱗を見りゃわかる話だからな」

　ずるなんてするまでもなく、ユーグはルイスに負けを認めたということだ。

　ルイスは実力で、勝ったんだ。

　作られた竜鱗の形が私だという恥はずかしさも吹ふき飛び、嬉うれしくて空を飛ぶルイスを見上げた。

　早く戻もどってきてほしい。今の、ユーグの言葉を伝えてあげたい。

「しかしよりによって相手が人間とは……お前ら、困ったらすぐにオレに言ってこいよ？　ゲルティ様利用して協力すっから」

　そういえばゲルティはどうしたんだろうと周囲を見み渡わたしてみると、結果が不満で暴れているみたいでユーグの土地の竜族に押さえつけられて連行されていった。

「あの人のこと、大だい丈じよう夫ぶ？　負けちゃったから怒おこられるんじゃ……」

「あー平気平気。結構単純な方なんで簡単に言いくるめられる。今後ゲルティ様がルイスに余計なちょっかいをかけないように誘ゆう導どうもしとく。これでルイスも心配事が一つ減るだろ」

　ヴァレンティーナがゲルティと結けつ婚こんしているから、ルイスと共にあることはできない。

　けれど遠くからでも、ユーグはルイスに協力してくれるって。

「あれでヴァレンティーナには優しいんだ。格下には優しくできるらしいな。ま、ルイスへの協力もヴァレンティーナの幸せも両立してみせるさ」

　ルイスにとって大事な友達とこれからも仲良くできそうで、本当によかった。

「すっごいきれー！　これ、エミ？　すごくきれい！」

「あはは、ありがとう、ヴァレンティーナ」

　褒ほめられているのは竜鱗だろうけれど、私の形をしているし、作ったのは偽いつわりとはいえ婚約者のルイスだ。私がありがとうを言ってもおかしくないよね。

　抱だきついてきたヴァレンティーナとじゃれていると、視線を感じた。

　けれど、顔をあげてそちらを見た時にはもう視線の主はユーグと話していた。

「これがオレたちの住まうシュテルーン領の現領主の作だ。どう思う？」

「本当に、人間の姿をお作りになっているとは、驚きです……」

「ルイスの竜鱗がいくら美しいからって触るなよ。あいつ本気で激げき怒どしそうだからな」

　ユーグはぎこちない笑みを浮かべながらも、父親を亡なくした竜りゆう鎮しずめの青年とコミュニケーションを取ろうとしていた。

　光精はその人の心の奥底にある願いを叶かなえていると、ロイさんは言う。

　だから強制的に謝らせることはできない。

　許してもいいと、自然と思えるようになった時──ヴァレンティーナにかかる呪のろいは解けるのだろう。

「ねえねえ、エミ」

「うん？　なあに、ヴァレンティーナ」

「ユーグと話してるひと、だれ？」

「えっ？」

「見たことあるような、ないような……？」

　首を傾かしげるヴァレンティーナがどうしてそんなことを言うのかしばらくわからなかった。彼はかつて、ヴァレンティーナの友達だったのだ。けれどすぐに理由に気づけた。

　彼だけが、成長してしまっているのだと。

「……教えられない」

「ええっ、どうして!?」

　ヴァレンティーナはびっくりした顔をした。ポカンと開いた口に少しだけ笑い、私は彼女の頭を撫なで、ふわふわの緑色の髪かみの毛を整えた。

「ヴァレンティーナが自分で気づかなくっちゃ」

　走ったり遊んだり、動き回って乱れている服を整えてあげる。せっかく久しぶりに会う友達なんだから、身みだ嗜しなみはちゃんとしておかないとね。

「あのお兄ちゃん、わたしの知ってる人？」

「そう……ちゃんと思い出してね。ヒントは、ごめんなさいを言えていない人」

「！　……うん！」

　ヴァレンティーナは目を見開き、力強く頷うなずくと、駆かけ出した。私はゆっくり後を追った。

　ヴァレンティーナは走りながら、広場中に聞こえそうな大きい声で叫さけんだ。

「シリル！　ごめんなさい！」

　叫びながら、シリルと呼んだ青年のお腹なかに突とつ進しんした。

　青年はその勢いを避よけることができずに、受け止めてしまった。

「あっ、ごめんシリル！　シリルはよわいから、飛びついちゃだめなんだっけ？」

「～～～～っ！」

　なんとか倒たおれずに受け止めたものの、お腹を抱かかえて悶もん絶ぜつしている青年を、ヴァレンティーナは躊躇ためらうことなく揺ゆさぶった。

「ねえ、シリル。ごめんなさい。シリルきいてる!?　ねえ！　わたしのせいでシリルのおとう様がいなくなっちゃったってほんとう？　シリル、へんじしてよ、シリル！」

「や、めてくださ……やめっ……やめろ!!」

「やめた！」

　ヴァレンティーナはパッと手を離した。どこか慣れたやり取りで、もしかしたら二人の定番の言葉遊びだったのかもしれない。やっとのことで顔をあげた青年シリルは──とても複雑な顔をして、ヴァレンティーナを見下ろしていた。

「なんで……」

　彼は何かを言いさしたけれど、言葉が出て来ず俯うつむいた。彼の顔を下から覗のぞき込んだヴァレンティーナは顔色を変えた。

「シリル、ごめんなさい、泣かないで、ごめんなさい！」

「泣いてねえ！」

「泣いてる！　シリルが泣いてる！　ごめんね！　ごめんね……っ」

「泣いてねえって、言ってんのに、っとに……おまえ、なんでそんなにちっこいんだよ……ヴァレンティーナ……ッ！」

　泣き崩くずれるシリルを前に、ヴァレンティーナはどこからかクシャクシャのハンカチを引っ張り出して、その顔を雑に拭ふいてあげていた。本人なりに精せい一いつ杯ぱい丁てい寧ねいにやっているつもりらしい。

「ごめんね、シリル。ユーグが、泣きそうだったの。こわい人に探せっていわれても、見つからなくて──だから、シリルのおとう様のことを言っちゃった」

　ヴァレンティーナの悪意のかけらもない謝罪の言葉に、シリルは顔を歪ゆがめた。

「シリルのおとう様、もう帰ってきた？」

　怒ど鳴なってやりたいのを、大声で泣き喚わめきたいのを我が慢まんするような顔をして、絞しぼり出すような声でシリルは答えた。

「……この間、帰ってきたよ。おまえの兄さんが、連れてきてくれたよ。だけど会えなかった年月はもう、戻らないんだ」

　シリルの言葉にヴァレンティーナの目が潤うるむ。それを見て、シリルも涙なみだ声ごえになる。

「だからもう、二度と！　……こんなことをするのはやめてくれよ」

「うん、ごめん、ね。そんな、すぐに帰ったと思ったのに……ずっと会えなかったの？　おとう様とずっと会えないなんて、そんなのやだ……！」

「約束しろ、な？　ヴァレンティーナ」

「約束する！　もうしない。ごめんね……もう、しない……っ！」

「ああ、頼たのむ──今度こそ、もう、許せないだろうから」

　ぶわっと涙を溢あふれさせ抱きついたヴァレンティーナを、シリルが受け止めた。

　彼がその小さな身体からだを抱だきしめた瞬しゆん間かん、ヴァレンティーナの周りの空気が変わった──ふわりと淡あわく光ったように見えた。

　光精が、戻ってきたのだ。

　そのことにいち早く気づいたのはたぶん、ヴァレンティーナ自身だろう。すう、と空気を吸い込んで、目を丸くしていた。きっと光精を取り込みやすくなって、驚おどろいている。

　私にはヴァレンティーナの竜星病が治ったと、はっきりとわかった。

　ユーグもわかったのか、それとも妹の変化を見て取ったのか、二人を引きはがした。

「よし、ここまででいいな。離はなれろ！　離れろー!!」

「うわっ」

「貴様、旧交を温めていただけだろうから今の一連の流れは見み逃のがしてやるが、今後ヴァレンティーナに近づく時はオレを避さけては通れぬと思え……！」

　ユーグが人を殺せそうな目でシリルを見み据すえた。

　私も幼い妹にこんなに大きな異性のお友達ができたら同じような目になってしまうと思う。仕方がないことなので許されたい。

　そんな殺人的な目で見据えられたシリルは、素す直なおに「はい」と答えた。

「……今後も、ヴァレンティーナに近づいてもいいんでしょうか？」

「友人なんだろ。できたら邪じや魔ましたいが。竜りゆう族ぞくとしてよか兄として」

「ユーグのことなんか、きにしないで！　シリル、遊ぼうよ、ね！」

「……今の豆まめ粒つぶみたいに小さいおまえと何して遊べっての」

「豆粒よりは大きいもん!!」

　二人のやり取りを見て悔くやしげな顔つきで外がい套とうの裾すそを揉もみ絞るユーグは妹想おもいのお兄ちゃん。

　そしてシリルは、ヴァレンティーナを許して、二人は友情を取り戻もどせた。

　三人の和なごやかな光景を見て安あん堵どしていると、肩かたをちょんちょんと突つつかれた。

「エミくん。あちらで詳くわしいことを聞いてもいいかい？」

「あ、はい、ロイさん」

　竜星病の研究もしているロイさんにとって、今起こった現象は興味深いだろう。

　私はすぐに頷いて、ロイさんに連れられて広場の端はしに移動した。

「ヴァレンティーナくんの竜星病は、どうなのかなぁ？」

「治りましたっ！」

「──言いきるねぇ。キミにしては珍めずらしい」

「明らかに前とはヴァレンティーナの周りの空気が違ちがいます。わかるんです。はっきりと！」

「ボクは感じないなぁ。たぶん、ボクら竜族にはわからない感覚なんだろうねぇ」

　まるでずっと影かげにいたヴァレンティーナに、やっと光が当たったかのように輝かがやいて見える。

　私には明らかな変化を感じられたけれど、それは私が竜りゆう鎮しずめだからなのかもしれない。

　スポットライトが当たっているかのように輝いている、あれが本当のヴァレンティーナなのだろう。

　しばらくすると、ルイスは空から降りてきた。人の形になると、完かん璧ぺきに服を纏まとった状態だった。少年の時とは違う。ルイスは手て袋ぶくろを嵌はめながら、まっすぐに私の方に向かってくる。

「ルイス、聞いて！　ヴァレンティーナ、よくなったの！」

　駆け寄って喜ばしい報告をする私に、人の形になったルイスは優やさしく微笑ほほえんだ。

「それはよかった……ではエミ、約束通り口づけを」

「えっ!?　約束なんてしてないよ！」

「唇くちびる同士なら竜族としては大した問題ではない」

「私にとっては大きな問題があるけどね!?」

「誰だれも気にしていない。俺の方がよほど恥はずかしい思いをした！」

　ぐいと顔を近づけてくるルイスからのけぞって離れようとしたら、私の顔を摑つかんで顔を寄せてきた！　そんなルイスに対して、ユーグたちは特になんとも思っていないみたいだった。

　掌てのひらにキスする時にはあれだけワーワー言っていたくせに！

「ユーグ……！　この、状態を見て、何か思わない!?」

「はあ？　仲がよさそうで何よりだな」

　ニヤニヤすらされない。竜族にとってキスは軽いスキンシップレベルらしい。

「俺が嫌いやなのか？　エミ」

「ルイス、そんな。嫌、なわけじゃ……！」

「ならどうして口づけを拒こばむ？　俺だって頑がん張ばっただろう……おまえだとて頑張ってくれてもいいだろうに」

　竜族にとっては握あく手しゆレベルの話なら、頑張ったルイスの手を握にぎって、たくさん努力したねって態度で示す程度のことを拒んでいるって、ルイスは思っているのかも。

「俺の掌への口づけは平気な顔をしているくせに……赤面しているおまえは愛らしいな？　エミ。だから先日は動どう揺ようしてしまった。おまえの赤く熟うれた顔に、熱く火照ほてる肌はだに、涙で濡ぬれた瞳ひとみに、わななく唇……俺の心は乱された」

　頰ほおを指の腹で撫なでられて肩をびくつかせたら、余よ裕ゆうの顔で笑われた。

　ルイスだって、掌にキスしようとするだけでちょっと面おも白しろくなるのに……！

　ルイスの乱れる心は一体どこに行っちゃったの！

「だがおまえがヴァレンティーナのために行ったバカげた試みのために我を失った時、俺はおまえといられる時間が永遠ではないと悟さとった。今、俺がこうして顔を近づけるだけで素直に紅潮してくれることも、唇を近づけるだけで揺ゆれる瞳も、貴重な一いつ瞬しゆんなのだと理解したんだ」

　つまり私が無む茶ちやをしたから吹ふっ切れたということなの？

　私の自じ業ごう自じ得とくなの？　というかどうしていちいち言い方が色っぽいの？

「こうして触ふれ合える貴重な一瞬を大事にしたいだけなんだが……なあ、いいだろう……ダメか？　頼む、エミ」

　優しい声で、懇こん願がんするように言葉が紡つむがれる。

　視線で助けを求めてもロイさんは「仲良しさんだねぇ」と気にも留めないし、ヨアヒムさんは私の視線に気づきもしない。

「エミ、おまえが本当に俺を疎うとんじているというのであれば、諦あきらめる」

　急に低く沈しずんだ声こわ色いろになったルイスに驚いて逸そらしていた目を向けてみれば、ルイスは悲しげな表情を浮うかべていた。

「そんなこと言わないで、ルイス」

「嫌がるおまえに無理に口づけようとは思わない……だが、寂さみしいものだな」

　そんな苦しそうな顔をさせるつもりじゃなくて、ただ恥ずかしいだけだ。

　……きっと唯ゆい一いつ無二の大親友だと思ってくれるようになったんだ。それだけでも嬉うれしい。

　嬉しいんだから、ルイスの気持ちにちゃんと応こたえたいし、私もその気持ちを表現したい──爆ばく発はつしそうな心臓を抱かかえて、私はその場でほんの少しだけ、背せ伸のびをした。

　すぐ近くまで下りていたルイスの唇に、私の唇が届く。ルイスの唇の形で、なんとなく、ルイスが笑った気がしたけれど……柔やわらかくて温かな感かん触しよくだけで精せい一いつ杯ぱいで、ルイスの顔なんてとても見られない。少し触れて、すぐに離れようとした──けど。

「ん……んっ!?　んんんんッ!?」

「……ん？　おい、どうして歯を食いしばる」

「……!?　……！」

　歯を食いしばらなかったら大変なことになっていたに違いない。

　私が声も出ないほど驚いてジェスチャーで抗こう議ぎしていると、ルイスはニヤッと笑った。

「まあ、どうせ帰りの竜りゆうの落おとし子ご車の中では長いこと二人きりになるのだから、今は許してやる」

　身の危険しか感じない！
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　ヨアヒムさんやロイさんにも抗議したのに、その後私たちは竜落子車に二人きりにされた。「ルイス様のことが嫌きらいなのか？」っていうヨアヒムさんの問いかけは、本当に卑ひ怯きようだと思った。ロイさんの「口づけするのは生理的に無理なのかなぁ？」もひどいよね！　うんって言えるわけがないよね!?

　けれど私にはあるアイデアがあって、それを温めていた。

　二人きりになると、ルイスは私を見てまた余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑えみを浮かべたけれど、私だってやられてばかりじゃないんだからね。

　ヒントは、イザベルさんの反応！

　そして二度目にこの世界に来てからの、ルイスの反応の変化である……！

「エミ、これで二人きりだな？」

「そうだね、手でも繫つなごう！」

「ひっ」

　私が掌同士がピッタリ合わさるように手を摑んだ瞬しゆん間かん、ルイスは引きつった声をあげて一瞬にして真っ赤になると、少年の姿に変へん化げした。羞しゆう恥ち心しんが限界突とつ破ぱしたんだろう。計画通り。

　でも、少年のルイスも私と手を繫いでいることに気づくとボッと音を立てそうな勢いで赤くなった。えっ、それは想定してなかった！

「えっ……あれ？　ルイス？　あれっ？」

　少年のルイスは再び大人の姿に戻もどった。そして真っ赤になったルイスは、そのまま気を失って動かなくなった。ええ……。

「……本当に、竜りゆう族ぞくの価値観って意味がわかんない」

　わからないけれど、私をからかった罰ばつってことで、ルイスの大きな手を握りしめる。

　いずれ家に──元の世界に帰らなくちゃいけない。

　けれど、それまでの少しの間だけでいいから、こうしてルイスと手を繫いでいたい。










　あとがき







　お手に取っていただきありがとうございます。

　今回ヨアヒムからいい出汁だしがとれたような気がします。彼は生まれつき変へん化げした後の竜りゆうの姿が他の竜族より小さいです。そのことで彼は他の人よりハードルの多い人生を送ってきました。

　この世界特有の数々の問題に対たい峙じしてきた彼はあまり空気を読みません。もし彼が空気を読むような人で、生まれつき持っていた性質によって貼はられたレッテルを受け入れていたとして。そのレッテルに応じた、周囲の人々が望むような役回りを演じていたとしたら、彼は今より幸福になれたでしょうか。

　担当様、ご指導いただきありがとうございます。少年ルイスを出せて感無量です。

　denデン様、素す敵てきな絵を描えがいていただきありがとうございます。この世界的に秘すべきルイスの掌てのひらが手て袋ぶくろ越ごしとはいえ表紙で見えかけてるのが趣おもむき深く本当にありがとうございます。

　これからもよろしくお願いします。





山やま崎さき里り佳か　　


















『異世界で竜が許嫁です２』

電子版特別ショートストーリー







「エミ、部屋を案内させてもらえないかしら。それで気に入らなかったのであれば私も諦めるわ……殿方はご遠慮いただけます!?」

　せっかくエミのために部屋を用意したというのに、この期に及んでエミと一緒の部屋で過ごしたいとおっしゃるルイス様！

　エミまでもが本心からそうしたいと言うのであれば、私も泣く泣く諦めるわ。

　だけどエミは十七歳なのよ……！　私は最後まで、幼気なエミの身の安全を、諦めない！

　ついて来ようとした男たちを睨むと、「イザベルなら悪いようにはしないだろう」というルイス様の一声で許可された。女の行動を制限する男は好きじゃないわ。

「やっぱり、私とルイス様との婚約は破談になってよかったわ」

「えっ!?」

　部屋に入り二人きりになってから思わず言った私に、エミが驚いて声をあげた。

　……迂闊な発言だったわ。領主への批判と取られても仕方ない。気が緩みすぎていたわ。

　エミが私のこの発言を悪用する子だとは思わないけれど、弁解はしておかなくては。

「エミ、誤解しないでね。ルイス様を悪く言うつもりはないのよ。ただ私とは合わなかっただろうと思っただけ」

「あの、ルイスと仲違いを……？」

「していないわ。お友達にはなれても恋人にはなれない殿方もいるでしょ？」

　ルイス様は私にとってそういう方だったのよ、と説明してみたら、エミはホッとした顔をした後、深く頷いてくれた。エミにとってはルイス様だけが恋人になれる殿方なのよね？　……わかりやすくて見ているだけで微笑ましい。

「本当にあなたは、ルイス様のどこが好きなのかしら」

「えっ、あの……優しいところ、とか」

　頰を赤く染めて言うエミは大層可愛らしいけれど、ルイス様がお優しい、ねえ。

「あの、イザベルさん？」

「えー、はい、そうねえ。……何かしら？」

「……ルイスって誤解されることが多いみたいで、イザベルさんは理由を知っていますか？」

「……そう、ねえ」

　誤解と言うべきなのかしら。

　エミと出会う前のルイス様は、誤解も何もなく、そういう人だったのよ。

「なんと言えばいいのかしら……座ってお話しをしましょうか。さあエミ、この椅子の形や机のカバーのデザイン、可愛らしいと思わない？」

「はい、すっごく可愛いです！」

　エミのために探したのだけれどね。

　わざわざ言うつもりはないけれど、このままじゃ使ってもらう機会がなさそうだから、肩を押して座らせてしまう。

　エミは抵抗もせずストンと腰を下ろした。というより、私の力が強すぎたかしら……？

　お尻を押さえて肩を震わせるエミに慌てて声をかける。

「だ、大丈夫、エミ？」

「あ、はい。ちょっとお尻を打っただけなので……」

　エミは笑顔で言ってくれるけれど、今ので臀部が痛かったのね!?

　力を込めたつもりは全くないのに……これは気をつけなくてはいけないわね……！

　人間の脆さをきちんと理解しなくては。エミとお茶も飲めないわ。

「……ルイス様に痛いことをされたりしない？」

「痛いこと？」

　用意していたティーセットで私がお茶をいれるのを見ていたエミは、顔を上げるとまるで意味がわからないというように目を丸くした。

　こんなにか弱いんだもの。ちょっと触れるだけでも注意しなくてはならないわ。

「ルイス様に腕を引かれたり、抱き上げられたりしているでしょう？　痛いのではなくて？」

「えっ、あの……胸が、ですか？」

　顔を真っ赤にするエミ。ときめくかどうかを聞いているわけではないのよ!?

「竜落子車から降りる時に、手を貸されたりするでしょう？　強く摑まれすぎて、痛かったりするんじゃないかと思ったのよ！　私たち竜族は人間よりとても力が強いようだから」

　その力は見た目の筋力ではなく、竜に変化後の体の大きさに左右される。

　私は竜族の中でも、そこらの男よりよほど力が強い。

「それなら、全然平気なんです！　ルイスは私への力のかけかたを習得してくれてるので！」

「しゅ、習得？」

「はいっ！」

　おかしな言い回しだけれど、満面の笑みを見るに、エミはルイス様に痛い思いをさせられたことがほとんどないのでしょうね。力のかけかたとやらを習得する前はあったとしても。

「まあ、それじゃ──」

　エミと同じ部屋で生活するとなったら、常に細心の注意を払い続ける必要があるということじゃない。

　思わず口にしかけた言葉を吞み込んでエミを見ると、エミはその事実に気づいていない様子で私がいれてあげたお茶をこくこくと飲んでくれていた。

「あの、イザベルさん、それじゃって？」

「いいえ、なんでもないのよ……」

　エミと同じ部屋にいたいと言うルイス様のお言葉を、邪欲に満ちた意味でしか受け取ったことがなかったけれど、エミのか弱さを理解すれば印象が変わる。

　安らげるはずの部屋でさえ、神経を尖らせ続けるのは苦痛ではないのかしら。

　自室でくらい、何も考えずに好きなように振る舞いたいと思うものではなくて？

「あの、エミ、聞きたいことがあるのだけれどいいかしら？」

「はふぃ？」

　用意しておいた焼き菓子を何の警戒もなくサクサクと食べてくれていた可愛い娘に、申し訳ないけれど、少し聞きにくい質問をする。

「同室で過ごしたいと言い出したのは……エミとルイス様、どちらなのかしら？」

　人間ゆえに、共にいる竜族がどのような気遣いを強いられているかを知らないエミが、無邪気にルイス様にねだっているのではないか。

　そのお願いに抗えずルイス様がエミを気遣いながら過ごしているのだとしたらお気の毒だ。

　大竜祭では力を尽くしていただきたいし、余計な心配事を増やして全力が出せないだなんて目も当てられない。もしもそういう事情があるのであれば、竜族の女としてエミに説明をしようと思ったのだけれど。

「えっと……私はどっちでもよかったんですけど、ルイスが」

「あらそれなら何も問題ないわね」

　心配する必要はなかったようね。私が説明するまでもないわ。

「ルイス様と同じ部屋で、エミは不自由を感じないのね？」

「はい。その、私が着替える時とかはちゃんとルイスは顔を背けておいてくれますし！」

　そういう問題じゃないけれど、そういう問題しかないのであれば構わないのよ。

　……ルイス様、第一試合は負けたと聞いているけれど、その力の扱いの繊細さについては聞き及んでいる。

　私だったら客人として、もてなしているのであればともかく、私室でエミと暮らすとしたらかなりの神経をすり減らすと思うわ。けれど、きっとルイス様は違うのね。

　もしそうであったとしても、苦にならないくらいエミを愛しているんでしょう。

「……仕方ないわね、あなたをこの部屋に押し込めるのは諦めるわ。エミ」

「ごめんなさい、イザベルさん」

「でも、あなたのためにこの部屋はいつだって空いているのよ。覚えておいてね」

「あはは、ありがとうございます」

　冗談だと思われたかしら。それでもいいわ。

　人間だからその掌の防備はとても甘くて、その所作の一つ一つにとてもハラハラさせられる。これではルイス様がいつ劣情に駆られてもおかしくないわ……お若いからこそ荒ぶる熱情に身を委ねてしまうことがあるかもしれない……。

　逃げたくなったらいつでもこの部屋が空いているから覚えておくのよ、エミ！
















カバー・本文イラスト／ｄｅｎ

デザイン／世古口敦志、前川絵莉子（coil）










異い世せ界かいで竜りゆうが許いい嫁なずけです２




【電でん子し特とく典てん付つき】








山やま崎さき里り佳か
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